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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　はじめに




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰り返し時を刻み、変わらないようにみえた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていたのだ。




　この本はＴＲＰＧ、『ダブルクロス』のリプレイ第二弾にあたります。

　第二弾というからには第一弾もあります。『闇に降る雪』というタイトルで出版されていますので、もしよかったら先にそちらを読んでみるとよいでしょう。ただ、この本から読み始めてもお話がわかるようにはしてありますから、本書を読んだ後で改めて『闇に降る雪』を読むのもいいかもしれません。




　次に、本書から読み始める人のために、基本的な用語の説明をしましょう。

　ＴＲＰＧというのは「テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム」という、ひとつのゲームジャンルの呼称を略したものです。ＴＶゲームやオンライン・ネットワーク・ゲームでおなじみの、ゲーム中のキャラクターを操って冒ぼう険けんする、あの〝ＲＰＧ〟のことです。

　それをふまえて一番シンプルに説明すると。ＴＲＰＧとはコンピュータなしでもできる、とても面白いＲＰＧだということになります。

『ダブルクロス』というのはＴＲＰＧの中の一作品になります。

　もし興味を持たれた方がいるなら、富士見書房から発売中の『ダブルクロス The 2nd Edition』（ＩＳＢＮ４─８２９１─７５３１─１）という本を読んでみるといいでしょう。その本には、『ダブルクロス』というゲームのルールや詳くわしい遊び方が書いてあります。

　最後に「リプレイ」というのは、ゲームの遊び方や雰ふん囲い気きを伝えるために実際にゲームをプレイして、それを読み物の形で書き起こしたものです。もちろん、この本を読むだけでも十分に楽しめるのですが、真の面白さは実際にゲームをプレイしたときに最大限に体験することができます。その一部だけでもお伝えできれば幸いです。




　さあ、ページをめくってください。

　そこにあなたの知らない、変貌してしまっていた世界が待っています。







　　第一巻のあらすじ




　日本の北に位置する雪の街・Ｓ市。物語はＳ市に存在するＵＧＮ支部の壊かい滅めつから始まった。

　市内で頻ひん発ぱつする殺人事件・行方ゆくえ不明事件を解決すべく、Ｓ市支部・支部長薬王寺やこうじ・結希ゆうきは、失った部下の代わりとして三人のオーヴアード……檜ひ山やまケイト、上月こうづき・永なが斗と、上月こうづき・司つかさに目をつけ、協力を求める。年ねん齢れいを偽いつわり、ケイトのいる高校に転校する結希。

　紆う余よ曲きよく折せつののち、犯人である青く光るジャーム……〝Blue Beastブルー・ビースト〟は、ケイトの親友〝佐さ島じま・祐ゆう一いち〟であることが判明。ケイトは、これを悲しみの中でうち倒した。

　だが、事件はそれだけでは終わらなかった。学校を去った祐一と入れ替わるように、転校してきた少女───〝神かん崎ざき・葵あおい〟。彼女は、その容姿が薬王寺結希にうりふたつだった。そこでケイトは思い出す。葵は、幼いころに再会を約束した大事な人であったことを。

　そして葵は他人をジャーム化する能力を持つオーヴァードだった。ＵＧＮの敵対組織ファルスハーツのエージェント……コードネーム〝Queeen of Blueクイーン・オブ・ブルー〟。彼女が佐島祐一をジャーム化させた犯人だったのである。結希は、自分が葵のクローン体であることを知る。

　さらには葵を背後から操り、ＵＧＮに反乱を起こすべく暗あん躍やくしていた黒くろ幕まく、その正体こそ……結希の敬愛する上司・長なが瀬せ・明あきら───〝Lord of the Abyssロード・オブ・アビス〟だった。反乱劇は、長瀬と葵の死により失敗に終わったが、ＵＧＮの受けた打撃はけっして小さくはなかった───。
















Mission 03・灰色の霧 ─Noble Gray─











































◆Pre Play◆　再び集まった懲りない面々




　二〇〇三年五月四日。

　急きゆう遽きよ決まった『ダブルクロス』リプレイ第二巻……そのプレイ収録のため、F.E.A.R.にプレイヤーたちが集まった。発売が決まったのは、四月の某ぼう日。

　これからあとのスケジュールを考えると、五月の連休中にプレイを収録しないと、まずい。どう考えても一日で二セッションをこなさないと、間に合わない状況にあった。

　まあ、『ダブルクロス』の性能なら大丈夫だろ。……たぶん。

　では、集まった面々を再びここに解説しよう。




菊きく池ちたけし

　通称きくたけ。『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』（いずれもエンターブレイン刊）＆そのリプレイシリーズを手がけるＴＲＰＧデザイナーにしてライターだ。今回は、ＧＭ＆リプレイ執しつ筆ぴつを務める。必殺技わざは〝（笑）〟と〝美少女誌上読者参加ゲーム〟である。




かわたな　───キャラクター：檜ひ山やまケイト

　本名は田中信二だが、いつもかわいそうな目にあうことから〝かわいそうな田中〟……略して〝かわたな〟と呼ばれる。いや、そうとしか呼ばれない（断言）。基本的に主人公体質で、首の横についているボタンを押おすとかっこいいセリフがさらさら出てくる変な男。




藤ふじ井い・忍しのぶ　───キャラクター：薬王寺やこうじ・結希ゆうき

　かけだしゲームライターの女の子。今回の紅一点。集まったプレイヤー中、唯ゆい一いつの良識派だ。まれに「はにゃー」だの「うぐぅ」だの素敵な怪かい音おんを発するが。大学では遺い伝でん子しの研究をしていたという、『ダブルクロス』を遊ぶために生まれてきたような女である。




クレバー矢や野の　───キャラクター：上月こうづき・司つかさ

『ダブルクロス』のゲームデザイナーにして、ＴＲＰＧ界の若き王子さま。まれに矢や野の俊しゆん策さくという本名で呼ばれることもあるが、最近ではもっぱら〝王子〟だの〝クレバー先生〟だの〝アンドロメダ〟だの〝主食は薔ば薇ら〟だのと言われる。弱点はウメボシとピーナッツ。




田た中なか・天たかし　───キャラクター：上月こうづき・永なが斗と

　通称は天てん。変な男。本職はゲームライターのはずだが、まれに声優もする、わけのわからん奴。あ、ＴＲＰＧを愛する良い子のみなさんにあらかじめ言っておこう。彼がプレイ中にとる行動は、むやみにマネをしてはいけない。……とほほ。




　───そして、プリ・プレイは始まった。




　　　　＊　　＊　　＊




　んでもって、場はいきなりゲームとは関係ない話で盛り上がっていた。




天：で、菊池さん。テーブルの真ん中に、ドドンと置かれているケーキはいったい……。

クレバー矢野：……てか、バースデイケーキ？

きくたけ：うい（笑）。実は、私も今日初めて知ったんだが……。

天：（言葉をさえぎって）なぜ？　ほわーい？　なぜ、俺おれの誕たん生じよう日び知っているのか？

きくたけ：へ？　お前、誕生日だったの？

天：ええ、四月二日です。

きくたけ：ぜんぜんちげーじゃねえかっ!?

天：ほんの一ヶ月のずれですよ。（渋しぶい歌声で）はっぴばあすでぇえ・トゥ・ミィ～♪

一同：ミーかよっ！（大たい爆ばく笑しよう）

天：誕生日おめでとう、俺！　ありがとう、俺！　俺から俺へ。

かわたな：い、いや〝俺〟、じゃなくて……。

天：そしてさようなら。




　なんでだ。




天：で、このケーキはなんなんです。

きくたけ：あ。えっとね、私も今日初めて知ったんだけど、藤井さんの誕生日、明日なんだって（笑）。五月五日。

藤井：そうなんですよ～。五月五日が誕生日なものだから……（ケーキを見ながら）こいのぼりも、武む者しやかざりもついてない誕生ケーキなんて生まれて初めてです～。

きくたけ：わはは（笑）。しっかし……結希の〝こいのぼり〟ってすげえ偶ぐう然ぜんだな……。

クレバー矢野：それ、ねらってたんじゃないんスか？（笑）

きくたけ：いや、ほんと偶然。マジに今日初めて知った。一巻のプレイした時、結希の演出を〝こいのぼり〟にしておいてよかった。実はもうひとつ候こう補ほがあったんだよ。

クレバー矢野：もうひとつ？　どんなのです。

きくたけ：土管。

一同：土管っ!?（爆笑）

天：土管みたいな体型ってなんだよっ!?（爆笑）

きくたけ：まあ、それはともかく……誕生日をお祝いしよう（笑）。

一同：おめでとうございまーす！（笑）

藤井：ありがとうございます～！

天：ではケーキを切ろう。（渋い声で）抜ぬかば斬きれ、抜かずば斬るな。居い合あいの極ごく意いは……。

クレバー矢野：誕生日ケーキ切るのに、なんで居合いのポーズなんだよっ!?（笑）

天：ところで今回、俺は女キャラやっていいですか？（一同爆笑）

クレバー矢野：って話をむりやり変えんなっ!?（爆笑）

きくたけ：（弱々しい声で）……ネタだろ？　ネタで言ってるんだろ？　お前、上月永斗というキャラをやることわかって言ってるんだろ？

天：レネゲイドの神しん秘ぴにより、女だったという新設定がついたでごわす。

一同：つくなよっ!?（爆笑）

クレバー矢野：つーか、いいからはやくケーキ切れってば!!（笑）




　……てなわけで。




　『ダブルクロス』リプレイ「聖夜に鳴る鐘 ─Dynast─」。




　今回も……こんなノリでお送りしていこうと思います。

　……とほほ。




　　　　＊　　＊　　＊




きくたけ：……さて。ケーキも食べ終わったことだし、やっとゲームが始められる（笑）。

クレバー矢野：菊池さん、もう二時まわってます。昼過ぎには集まってませんでしたか（笑）。

きくたけ：いつものことだ。で、さっそくだが……今回のセッションは〝Ｄロイス〟を導入してプレイするよん。




〝Ｄロイス〟───


　ゲーム・フィールド社より好評発売中の、『ダブルクロス The 2nd Edition』サプリメント『ブレイクアップ』に掲載されている追加ルールである。

　ＰＣたちに特殊な設定を与え、それに関する特殊な能力を得ることができる。

　簡単に言えば、ちょっと特殊なオーヴァードになるためのデータと思ってくれればいい。






ＧＭ：今日、キミらに与えられる〝Ｄロイス〟は以下のとおりになりまーす。




・檜山ケイト───〝起源種〟

　レネゲイドのオリジナルに侵しん蝕しよくされている。侵蝕率の上昇によるエフェクトレベルの修正が大きい。

・薬王寺結希───〝複製体〟

　読んで字のとおり、誰だれかの複製体であることを表わす。自分が保持していないシンドロームからひとつ、任意のエフェクトを取得することができる。

・上月司───〝変異種〟

　通常のオーヴァードには使えない特殊なエフェクトが使えるようになる。

・上月永斗───〝生還者〟

　自律判定に成功しやすい。……つまりジャーム化（ＮＰＣ化）しにくくなるのだ。




きくたけ：じゃ、ハンドアウトくばるねー！




檜山ケイト

　あの事件（『闇に降る雪』）から、もうすぐ一年を迎むかえようとしていた。

　季節は冬……十二月。キミの誕生日……十二月二十五日まであと二週間ほど。

　この事実にそわそわするのは、薬王寺結希その人だった。

　そんな日々の中で、キミは実感する。今、自分は確実に〝日常〟の中に生きているのだと。


シナリオロイス：薬王寺結希

推奨感情　ポジティブ：庇護　ネガティブ：恐怖






クレバー矢野：うわ、すごい!!　ハンドアウトの中ですでにラブコメしてるよっ!!（笑）

かわたな：でも、思うんです。僕ぼくは、こんな平和な暮らしの中にいることが許されるのか。これは、つかの間の夢ではないのか───そんな漠ばく然ぜんとした不安が、押し寄せてくる。

きくたけ：しかしキミ、ほんとに暗いな。




薬王寺結希

　Ｓ市支部の崩ほう壊かいから一年。

　再編される支部。キミは再び支部長の座へと返り咲いていた。

　……そんなキミに、さっそく命令がくだった。


シナリオロイス：檜山ケイト

推奨感情　ポジティブ：傾倒　ネガティブ：劣等感






藤井：あああ、やった～……やっと支部長にもどれたあ！（一同爆笑）

永斗：そうそう、この一年は広いＳ市支部に結希はぽつーんと、ひとりだった。

クレバー矢野：そうそう。きたメールに返事を返すだけの日々。

一同：……。

かわたな：……ってあれ？　シナリオロイスがケイトになってる。

ＧＭ：なんでかは、あとでわかる。うひひ。




上月司

　その霧谷からの新たな任務を受けた時、キミの心の不安は確信へと変わった。

　一年前のあの事件はまだ、終わっていないのだ───と。


シナリオロイス：長瀬明

推奨感情　ポジティブ：遺志　ネガティブ：脅威






クレバー矢野：おお、俺はなんかふつーだ（笑）。

きくたけ：いや、Mission02の時のハンドアウトがキミだけ妙みようだったので、今回はふつーなものにしてみました（笑）。

クレバー矢野：あれ？　シナリオロイスが長瀬明？　前回のボスキャラの？

きくたけ：そうそう。その事後調査から話は始まる。今回の話は、『闇に降る雪』からダイレクトに繫つながってるのだ。

クレバー矢野：おお。長瀬は前回の話で死んでいるので、すでにタイタスになってるってことでいいんですよね？

きくたけ：うい、そーゆーことで（笑）。




上月永斗

　キミは、戦っていた。

　それは世界のどこかで。

　雨の日も、風の日も。

　そして、作戦中、キミはあらたな敵を得るに至る。

　コードネーム〝ノーブル・グレイ〟。

　それが、キミの新たな敵の名だ。


シナリオロイス：ノーブル・グレイ

推奨感情　ポジティブ：執着　ネガティブ：隔意






天：（渋い声で）……ほう。〝ノーブル・グレイ〟。それが今回の俺の敵か。俺のオープニングは戦いから始まると見た。おーけーおーけー（と、ニヤリほくそ笑む）。

きくたけ：（不安だ……）。




　　　　＊　　＊　　＊




きくたけ：ほんでは、次にＰＣ間ロイスを取ろう。今回、シナリオの都合上、ちょっと特殊な方式でロイスを結びますよん。

クレバー矢野：うわ、考えてみたら俺、シナリオロイスがタイタスになってるし、Ｄロイスも持ってるから……ＰＣ間ロイス、すげー大事（笑）。




侵蝕率とジャーム化


　……ご存じの方も多いと思うが。

『ダブルクロス』では、ＰＣはシーンに登場したり、特殊能力エフエクトを使用するたびに、〝侵蝕率〟がどんどん上昇していく。

　クライマックスシーンの終了時、それぞれのＰＣは〝自じ律りつ判定〟を行なうことになる。その結果、侵蝕率が１００％を越えていたＰＣはジャーム化してＮＰＣとなり、キャラクターシートをＧＭに渡さなければならなくなる。




自律判定とロイス

〝自律判定〟とは、シナリオ中に一回だけできる〝侵蝕率を引き下げる行為〟だ。

　この時、結んだロイスの数が多ければ多いほど、侵蝕率をより多く引き下げることができるのだ。つまり日常の証あかしであるロイス＝大事な人が多いほど、日常への帰き還かんをはたしやすい＝ジャーム化しにくい、ということを表わしている。




タイタスとＤロイス

　ＰＣが結ぶことのできるロイスの上限は七人まで、と決められているにも関わらず、相手が死んだり人間関係が切れたりして、関係が変わってしまう場合がある。

　これを〝ロイスがタイタスに変化する〟という。

　そして、限られたロイスの多くがタイタスになってしまうと、自律判定で侵蝕率を下げるのが難しくなってしまい、ジャーム化する可能性が上がってしまうわけだ。

　さらに、今回取り入れた〝Ｄロイス〟は、さまざまな能力を得られるかわりに、貴重なロイスのスロットをひとつ分、とってしまう。

　クレバー矢野はシナリオで得られるロイスがすでにタイタスになっていることに危機感をおぼえているわけだ。






檜山ケイト→薬王寺結希

ＧＭ：んでは、ＰＣ間のロイスを結びまーす。ええと最初は……ケイトから結希へ。

かわたな：へ？　ＰＣ間ロイスとシナリオロイス、同じでいいの？

クレバー矢野：ん？　ああ、ルール的には問題ないですよ。

かわたな：なるほど……とりあえず、結希に対してポジティブに〝幸福感〟、ネガティブに〝不安〟…………って！　ちょっと待った！　なんかのまちがいで結希が死んだりしたら、俺のロイスがふたつ一気になくならないか!?

クレバー矢野：いや、ロイスがタイタスになるきっかけって、死んだ場合だけじゃないっす。裏切られたりとか、心のよりどころでなくなった段階で、タイタス化します。

天：（結希になって）「……わたし、やっぱり強い人が好き」（一同爆笑）とか言ってケイトのもとを去っていくと。

きくたけ：タイタス化。それで終わる。

かわたな：ま、待て！　ありか、ありなのかっ!?　なんか危なくないかっ!?

きくたけ：まあまあ（笑）。うひひ（笑）。あ……（ケイトのキャラシートをのぞき込んで）……ねえ、初期ロイスの中の、その友人Ａってやつさ、シナリオの都合なんだが、〝隣のお姉さん〟に変えてくんない？

天：とととなりのおねえさんっ!?（←くわっ、と目を見開く）

クレバー矢野：なんでお前が反応するんだよっ!!（笑）

かわたな：い、いいですけど。んじゃ……（かきかき）。




薬王寺結希→檜山ケイト

かわたな：うお、関係が閉じたっ!?

藤井：はにゃあっ!?　え、ええとポジティブは〝純愛〟、ネガティブは〝悔かい悟ご〟に。

クレバー矢野：ほほ～う（笑）。これは、一年たってふたりはラブラブってことか？（笑）

天：愛かよ。ラブかよ。許せねえ。だから壊こわす。

かわたな：壊すなよっ!?（一同爆笑）

天：愛は人を壊す。愛は人をダメにする。俺の名は、ラブハンター。




　ダメなのはお前の心だ。




クレバー矢野：この閉じた関係に、俺らどうやってからむんだろう。

天：（いきなりチンピラ口調で）なあにラブラブしてんだ、あー!?　その幸せ、ちょっとわけてほしいんもんだぜぇ、ああ～ん？（←からんでいる）

きくたけ：からむなよっ!?



















上月永斗→薬王寺結希

天：ふむ、俺は支部長殿へか。では、俺はダイスを振って決めるぞ。（ダイスを握にぎりしめ、ルールブックを目で追いながら）……ころころころころころころころころころころころころころ……ころころころころころ……。

一同：口で言ってるだけじゃねえかっ!?（笑）いつまで転がってるんだよ！

天：えー、支部長殿。あなたは、ワタシに愛されたいですか？　憎にくまれたいですか？

ＧＭ：その二に択たくしかねーのかよっ!!（爆笑）

藤井：い、一緒に任務とかこなしてますし……〝連帯感〟とかが普通じゃないでしょうか。

天：じゃあ、〝連帯感〟、と（←レコードシートに書き込んでいる）。えー……ではネガティブ感情はなにがいいですか。〝憧どう憬けい〟なんてどーですか。

ＧＭ：なんで人に憧あこがれるのがネガティブなんだよ！〝憧憬〟はポジだ！（笑）

天：あ、〝疎そ外がい感かん〟にしよう。そ・が・いかーん！　……（渋い声で）若い者は、いい。




上月司→上月永斗

クレバー矢野：俺は兄貴へか。……そーいや兄貴、一年くらい顔を見てない（笑）。

天：あ、仕送りは途と絶だえてるんで（しれっと）。

クレバー矢野：途絶えてんのかよっ!?（一同爆笑）

天：働け、司。

クレバー矢野：……と、とにかく。あれでもたったひとりの肉親だからな。ポジには〝親近感〟、ネガには…………〝憐れん憫びん〟（一同爆笑）。

ＧＭ：てか、司を憐あわれみたくなるのは気のせいか？（ぽそ）




　とまあ、そんなこんなで。

　プリ・プレイは終了し……セッションはゲーム本編に入っていくのであった。











































　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆　たとえばこんな日常に。


Scene Player────檜山ケイト






　それは、繰り返される穏おだやかな〝日常〟。

　ケイトにとって、もっとも得え難がたかった大事なもの。




　今日も、その一日が始まる。




ＧＭ：では、本編に入りましょう。オープニング、最初のシーンはケイトからだ。

ケイト：ダイス振りますよー（ダイスを振る）……侵蝕率、８上昇！

ＧＭ：シーンは、その朝から始まる。季節は冬……十二月。朝、布ふ団とんから起き出すのがおっくうになる、そんな時期。キミは、布団の中で、意識を取り戻す。

ケイト：かけておいた目覚まし時計が鳴る、と。〝じりりりり……ばしいっ（←止めた）〟……んむー、あと五ふんー（一同爆笑）。

司：すっかりまるくなりやがって！　一巻のころのとんがったお前はどこいった!?（爆笑）

永斗：ここで結希がおきてー、おきてーとか言ってるとさいこーなんだが（笑）。

司：どこのギャルゲーだよ（笑）。

ＧＭ：〝ガチャリ！〟おもむろに、部屋のドアが開け放たれ……「ちょっといつまで寝てるのっ!?　そろそろ出ないと遅ち刻こくするわよ───っ!?」母親が叫さけぶ。

ケイト：母さん……昨日、夜よ更ふかししすぎて……もうちょっと寝かせて……。

ＧＭ：「（しんみりと）……そう。遅おそくまで、へんなことでも考えてたのね？」

ケイト：うん、そうへんなことをいやちがうっ!!（笑）なに言わせるんだよ!?（一同爆笑）

司：……へんなこと考えてるだけで夜更かしってなんだろう（笑）。

永斗：というか、この親もなんか微び妙みようにへんじゃないか？（笑）

ケイト：へ、へんなことってどーゆーことさ!?　母さん!?

ＧＭ：「んーふーふー♪」

ケイト：な、なんだ。その意味ありげな微笑ほほえみは。

ＧＭ：「べっつに深い意味はないんだけっど、ね───♪」

ケイト：なんでニヤついてるんだよ。

ＧＭ：「いいえー？　でも、そろそろじゃなあい？」と、言った刹せつ那な。〝ぴんぽーん♪〟玄関のチャイムが鳴った。

ＧＭ：「おうおう、来た来た♪」

ケイト：だ、だれだ？

永斗：祐一。

司：「げげげぇ───いっ!?　お前は死んだはずの祐一───ぃっ!?」（一同爆笑）

ケイト：そんな朝はいやだああああああ!?（笑）

ＧＭ：祐一じゃねえよっ！　それに死んでねえ！（笑）

永斗：祐一、インパクトあったなあ……（しみじみ）。

ＧＭ：やかましい（笑）。話を続けるぞ。……「んー、待たせておくのも悪いから、あたしが出で迎むかえてあっげるわねー！　ケ・イ・ト・も、おっはやくねー♪」母親は、ぱたぱたと楽しそうに階段を下りていく。階下から聞こえる、こんな嬉うれしげな声。「……はーいはいはい、待ってね……〝がちゃり〟あらあ、おはよ～う、結希ちゃ～ん！」

一同：やっぱりか───っ!!（爆笑）

ケイト：うおおっ！（笑）

結希：は、はにゃっ……登場します！（ダイスを振る）……お、おはようございますー！

ケイト：ドタバタ着替えて……トーストかぶりついて……や、薬王寺さん、もちょっとだけ待っててくれーっ!!

結希：はあい（笑）。いくらでも待ちますよー♪

一同：いくらでもかよっ!?

ＧＭ：「んふふー♪　い・く・ら・で・も、待つってよお？」（←追い打ち）

ケイト：母さんはうるさいよっ!?　よけいなつっこみはやめてくれ!!　ご、ごめん……こんな母親で……っ！

結希：ん、もう慣れちゃった。

ケイト：慣れちゃってるんかい!!（笑）

ＧＭ：そらもう、この十ヶ月ほど……毎朝繰り返されているからな。

司：こ、このばかっぷるめ……（ぶつぶつ）。

永斗：愛か、くそう。愛か……（ぶつぶつ）。ボーイ、大人になったな？（意味不明）

ＧＭ：「ほおらっ、はやくしなさ───い!!」

ケイト：う、うるさい母さんだな……っ。

ＧＭ：「……。息子ってのは寂さびしいものよねえ。彼女できちゃうと、親に対す……」

ケイト：うおおっ、もうだまってくれっ!?　もう行こう、薬王寺さん!!

ＧＭ：「結希ちゃん♪　ケイトをよろし……」

ケイト：〝ぱたん！〟（一同大爆笑）まったく、けたたましい……。

結希：あの、お母さんにはやさしくしたほうが……。

ケイト：い、いやあれは……最近みょうに元気になっちゃってさ。特にこの一年でさ……。

ＧＭ：「変わったのは、あんたでしょ」（ぽそ）（←聞き耳を立てているジェスチャー）

司：つ、ついてきてる、ついてきてるっ!?（笑）

永斗：おかん、ついてきてるー!?（爆笑）電柱の影かげに隠かくれてる───っ!?（笑）いいな、このおかん。好みのタイプだ。ついていく。おれ、一生ついていく。

ケイト：つ、ついてきてない！　ついてきてないんだっ!!（笑）とにかく、学校に……！

結希：きゅっ、とケイトの服の裾すそをつかんでみたりしてー（笑）。

ＧＭ：と、その時だった。「……あら？　ケイト君じゃない？」

ケイト：こんどはだれだよっ!?

ＧＭ：叫び、声のしたほうを振り向けば、そこに立つのは私服の女じよ性せい。えーと……（ケイトのキャラシートをのぞき込み）……キミの初期ロイスの……。

ケイト：ちえりさん？　さっき、隣となりののお姉さんにしてくれ、と言っていた？

ＧＭ：そうそう、それ（笑）。家の前、掃はき掃そう除じをしているその女せ……。

永斗：いいい家の前で掃き掃除をしてるおねえさんっ!?（←くわっ、と目を見開いている）

司：だからなんでおまえが反応してんだよっ!?（爆笑）

永斗：え、あ……いや、どうぞ。進めて！　話を進めて。俺が耐たえているうちに、はやく！………………あふぅ。

一同：なんだよそれはっ!?

ＧＭ：えっと、その女性の名は鳴島ちえり。（再びケイトのキャラクターシートをのぞき込み）……ふむ、彼女への感情はポジティブで〝憧憬〟か。

ケイト：う。そ、そう。僕は子供のころから、ちえりさんに憧れていたんだ!!（笑）

ＧＭ：実は、そう年ねん齢れいも離はなれてはいない。去年までは、高校生だった。

ケイト：うお！　そうなのか！　え、えっと……薬王寺さんと一緒にいるのに、はにかんだ表情を見せよう（一同爆笑）。

結希：む、むむ!?〝ぴき───ん！〟

司：（やさぐれた声で）……おいっ、あケいイつトめぐまれてんぞ！

永斗：おお、ずいぶんとめぐまれてんなあ……あやかりてえなあ、ああ？（爆笑）

ケイト：ちえりさん、おはようございまーす！

ＧＭ：「やっぱりケイト君？　フフ、おはよう。───で……」と、ニヤけた笑えみでちえりは結希を見る（一同爆笑）。

結希：ん……な、なんかへんなプレッシャーを感じる!?（笑）

ケイト：あれ？　ちえりさん、大学のほうは……。

ＧＭ：「ん、今日は休講でね。でも……んー……そのおかげで、いいもの見ちゃったかな～あ……？」（一同大爆笑）

ケイト：ま、またあ、な、なにを言うんですかあ、は、はは……！（笑）

ＧＭ：「ケイトくんも裏切り者よねえ……（しみじみ）」

ケイト：裏切り者っ!?

永斗：（ナレーション風の口調で）……〝ダブルクロス〟。それは、裏切りを意味する言葉───（一同大爆笑）。

ケイト：ちょ、ちょっと待て！　いったい過去に、なにがあったんだっ!?

ＧＭ：「ふうん……あたしに内ない緒しよでこんなねえ……ふ───ん？　昔、あたしに言った言葉、あれはウソだったの、ね？」からかうように、しかもちらり結希のほうを見ながら、言う。

結希：……で、この方は？　ケイトさん？（←はんにゃ）

ケイト：い、いや……彼女は人には言えない関係ということで（一同爆笑）。過去の、人には話せないようなことを言いかけて、あわてて口をつぐむ（笑）。

ＧＭ：「そうよね、ちょっと言えないわよねえ……あれは」（一同爆笑）

ケイト：追い打ちかけんなよっ!?（爆笑）

ＧＭ：「でも、ケイト君。気にしなくていいのよ？　あれは……子供のころの話じゃない」笑顔で、しかし目に涙をためてちえりは言った。

ケイト：おい───っ!?（笑）

ＧＭ：そして、さすがに不ふ穏おんな空気が辺あたりを漂ただよいはじめ───。

永斗：お母さんも電柱の陰で見ている、と。
















ケイト：母さんはいいんだよっ!?（爆笑）

ＧＭ：「ま、いいや。じゃあ、ケイトくん、またあとでね！」

ケイト：うん、あとで！（←つられた）

結希：あとで？（←はんにゃ）

永斗：（裏返った声で）キープしてるううううううううっ!?

ＧＭ：「あ、ケイト君の誕たん生じよう日び、楽しみにしてるわよ！」立ち去ろうとするケイトの背中に、ちえりの声。

ケイト：おぼえてたんですか、ちえりさん。

ＧＭ：「（しんみりと）……だってケイトくんのこと、だもの───女だったら、忘れられないわ」

ケイト：そのしゃべりかたやめれ───っ!?　あやしいコト言うな───!?（爆笑）と、とにかく学校に行く!!　なにがなんでも行く！

ＧＭ：「ぷっ……あはは！　そうね、行ってらっしゃーい！　誕生日には、お邪じや魔まするわよ───っ!?」と、結希と共に走っていくケイトの背中に向けてふきだしながら追い打ちをかける、ちえり。

永斗：（渋しぶいナレーション風の口調で）……そして、幼いころから憧あこがれていた彼女は、誕生日の夜に、うち明けるのだった。「今夜は……帰りたくないの」（一同爆笑）

結希：……（←笑顔ではんにゃ）。

ケイト：うおおおおおっ!?　僕ぼくはなんにも言ってねえええええっ!?

司：この時、ケイトの顔は劇画調になっている（笑）。

ＧＭ：池上遼一風に。

司：いや、『クロマティ高校』風に（爆笑）。

ＧＭ：そんなアホなやりとりのあと、ふたりは学校への道を早足で歩く。道路にうっすらと積もった、雪。そんな雪の道を───。

司：……結希は、溶よう解かいさせながら歩いていく。〝じゅっ、じゅっ、じゅっ……〟（一同爆笑）

永斗：（わなわなと震ふるえる声で）ア、アスファルトまで溶けてやがる（一同爆笑）。

ケイト：さっきから、みょうなちゃちゃを入れんな───っ!!

結希：……で？　誕生日って……？（←はんにゃ）

ケイト：あ、薬王寺さんには言ってなかっ……。

結希：薬王寺さん？（←はんにゃ）

ケイト：結希さんにはいってなかったかな？（一同爆笑）僕の誕生日、十二月二十五日、なんだ。

結希：うん、ケイトさんの口から聞いたのは初めて。

ケイト：ほら、クリスマスと誕生日が一緒じゃない？　母さんもあのとおりの人だからさ、誕生日らしい誕生日って、経験したことなくてさ。

結希：わかりますわかります（ぽそ）（一同爆笑）。で、あたし二十五日なら空あいてるんですけどー……と言ってみよう。

ケイト：え……。

結希：ケイトさんの都合が悪くなければ……ですけど。ご家族といっしょに、というなら、ムリには言いませんが───。

司：おねえさんもくるしな。

結希：（←いきなりはんにゃ）

ケイト：てか、あんたら！　結けつ託たくしてわざと修しゆ羅ら場ばつくってないかっ!?（爆笑）え、えと……彼女に聞き返そう。ねえ、二十五日しか空いてないの？

結希：む!?（←超はんにゃ）

ＧＭ：アホかおまえ……そのセリフ、自殺行為だろ。

ケイト：そ、そうなの!?　なんで？

ＧＭ：素すで言ってんのかよっ!!（笑）ンなコト言うと痛い目にあうだろ、ふつうっ!?

司：経験あるんすか？

ＧＭ：え？

司：経験あるんすか？

ＧＭ：え？

司：……ご、ごめんなさい、なんでもないです（一同爆笑）。

結希：で……そうですか、二十五日はだめですかー。そうですかそうですよねーむりには言いませんからムリには！　あんな素敵なお姉さんもいるんですもんね!?（←笑顔ではんにゃ）

ケイト：ち、ちがうんだ！　いや、二十五日はぜひキミと一緒に……！

結希：ほんと、ですか？（←こいのぼりにもどった）じゃ、じゃあ……二十五日楽しみにしていますから！

ケイト：う、うん。

司：……どんどん墓ぼ穴けつほってるような……。

ケイト：いや、正直なとこ、ほんとにうれしいんだ。これまでずっと、力のせいで人とかかわらないようにしてきたし───だから、自分にこんなふつうの日常がくるなんて……。

ＧＭ：……キミ、ほんとに暗いな。

ケイト：でも学校に行くだけのことが、こんなに楽しいだなんて思ってもみなかった。こう、雪を踏ふみしめながら……こんな時間が過ぎていいんだろうか。漠ばく然ぜんとした不安を感じる。

結希：あなたが不幸な目にあいそうになったら、こんどこそあたしが護まもりますから───。

ケイト：……ありがとう。ほら、祐一の事件、あったじゃないか。クラスのみんなも、一年たって……もうなにもなかったかのようにしている。人の記き憶おくなんてあやふやなもの……次は、自分が忘れ去られるんじゃないかって───ふと、そんなことを思うことがあるんだ。

結希：……。

ケイト：それでも、キミは僕のことをおぼえていてくれるかな。

結希：───はい。あたしにも、あなたしか残っていないですから。

司＆永斗：ぐおおおおおっ!?（笑）（←じったんばったん）

永斗：もうけっこ───ん、て感じだぞ、こいつら！（笑）

ＧＭ：というか、なんかエンディングシーンのようだ（笑）。

ケイト：（とーとつに）ああっ……忘れてたっ!!

結希：えっ、なになにっ[image: はてなさん]


ケイト：も、もう走っていかないと、学校に間にあわな───い!!（爆笑）

ＧＭ：いきなりラブコメに戻しやがった！（笑）……唐とう突とつに現実の流れに還かえる、ふたり───いつもと同じような……この一年ほど繰り返してきた日常の中に、ふたりは戻もどっていく。

ケイト：ここで彼女の手をにぎり、ひっぱって走ります（笑）。

ＧＭ：ふたりは通い慣れた通学路を、雪の道を駆かけだしていく。そして───

永斗：エンディングロールが流れ始める（笑）。

ＧＭ：いや、このシーンが閉じられるんだよ！（笑）










◆Opening 02◆　貧びん乏ぼう、金なし


Scene Player────上月司






　司はその時、死を覚かく悟ごした。

　それは、これまで戦ってきた誰だれよりも強大な〝敵〟。

　抗あらがいがたい〝運命〟……そう言いかえていいかもしれなかった。




ＧＭ：さて、司のオープニングに入ろう。

司：ほい。

ＧＭ：今、キミは緊きん張ちようした表情で……おのれのサイフの中をのぞいていた。

司：またそれですかっ!?（笑）

ＧＭ：その中身は何度数えても同じ。残金は……あと、二十七円（一同爆笑）。

司：また二十七円ですかっ!?　って、ハンドアウトはふつーだけど、展開は前とかわんねーじゃねえかっ!?（笑）

ＧＭ：……だが、今考えるべきはそれじゃない。いかにして、生きるか。それだけだ。

司：……。

ＧＭ：……。

司：（死にそうな声で）……さて……家の冷蔵庫の中には……と（一同爆笑）。水が１リットル。それと……。

ＧＭ：パンの耳とおからが。

司：（幸せそうに）耳、あるんだ……。

ＧＭ：そう、司は今、そんな極限状態の中にあった。キミの生活を支える、兄からの仕送りがとだえて、十ヶ月───。

司：って待て！（笑）前の事件が終わって即そく、仕送りとだえてるじゃねえか!?

永斗：そうそう。たくわえてあったはずの貯金も、すごい勢いで引き落とされていく（爆笑）。（渋い声で）……すまねえな、司。薔ば薇らってのは、高ぇんだよ……（一同大爆笑）。

司：また薔薇かよっ!!

ＧＭ：もうすぐ冬休みに入ろうというこの時期。キミは、やつれた身体からだをひきずり、学校への坂道を足もとふらふらのぼっていく。

司：学校いくのも死にそうなんですが……。

ＧＭ：憂ゆう鬱うつな一日が、今日も始まる───。

司：さ、さしせまってくるなあ……。

永斗：（軽けい蔑べつするような口調で）……生活能力ねえなあ。

司：高校生だぞっ!?　がっこー行ってんだぞっ!?　つーかだいたい……！

ＧＭ：〝ピロロロロロ！　ピロロロロロ！〟司が、心に浮かぶ兄の幻げん影えいと口論を始めたその時（一同爆笑）……懐ふところの携けい帯たいが鳴った。

司：（死ぬほどやつれた声で）……はい。

ＧＭ：電話の声の主は、事務的な口調でそう言った。『ひさしぶりですね。お元気そうでなによりです』（一同大爆笑）

司：……。

ＧＭ：『……』

司：（へこんだ声で）……はあ…。

永斗：司。おまえ、性格が丸くなったな？

司：やつれてんだよっ！　で、誰っ！　あんたっ！

ＧＭ：『霧谷です』




　ルールブックも、リプレイの一巻も知らないって人のために説明しておこう。

　レネゲイド・ウィルスにまつわる事件に対たい処しよすべく興おこされた組織、ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク……略称〝ＵＧＮ〟。

　霧谷とは、このＵＧＮの幹部のひとりである。

『ダブルクロス』を遊ぶと、依い頼らい主ぬしとしてちょくちょく登場するのでなじみの深い人も多いだろう。




司：霧谷さんっ!?　仕事、です……よね？

ＧＭ：電話の向こうで、霧谷は優やさしげに言う。『ええ、もちろん依頼です。そろそろ、あなたのサイフの中身も二十七円しかないころだと、思いましてね』（一同爆笑）

司：なんで知ってんですかっ!?

ＧＭ：『……銀行貯金の残高も、あと二十七円です』。

司：（泣きそうな口調で）し、知っているならもっと……もっとはやく……なんでもします……仕事ください。

ＧＭ：『そう言ってくださると思っていました。待ったかいがあるというものです』

司：待ってたのかよっ!?　……って。仕事と言えば〝アレ〟の居場所、知りませんか。

ＧＭ：『ああ、永斗さんですね？　現在、我われ々われの依頼したミッションに入っているはずですが───ここ九ヶ月ほど行ゆく方えが知れません』

司：任務ほっぽらかしてんのかよっ!?

ＧＭ：『正直に言いますと、永斗さんへの依頼はこちらにとっても重要なもので、こちらも困っていまして。……しかし、彼が失しつ踪そうするにいたって私は気づいたのです』

司：なにを。

ＧＭ：『───彼ひとりでは、役に立たない、と』（一同爆笑）

永斗：すごい言われようだ。

司：は、はあ……それで俺にどーしろと……？

ＧＭ：『……ええ。いわばあなたとお兄さんは一心同体。言うなれば、ふたつでひとつ───そこで……』。

司：いや、一心同体にされても困るんですが……。

ＧＭ：『しょうがないんです』

司：しょーがないのかっ!?　うおおおっ、またそんな役まわりかあああっ!?（笑）

ＧＭ：『はい。一刻も早く、永斗さんと接せつ触しよくし、あることを調べてほしいのですよ』

司：兄貴と接触しろって……どーやって……それに調べるって……。

ＧＭ：『永斗さんの行方は、こちらも全力で追います。そして、調べてほしいというのは……一年前のあの事件。長瀬明のＵＧＮでの反乱について、です』

司：は？　あの事件はもう片づいたんじゃ……？

ＧＭ：『表面上は、ね。ただ、どうもまだなにかくすぶっているようなのです。───そこのところを、つきとめてほしいのですよ。くわしくは資し料りようを送っておきます』

司：……わかりました。

ＧＭ：『では、お願いしましたよ───』と、電話は切れ……。

司：あ、あ！　で、ひとつお願いがあるんですが。

ＧＭ：『前払いですか？』

司：わ、わかってるじゃないですか。（卑ひ屈くつな態度で）ちょ、ちょっとでいいんで……。

ＧＭ：『ははは、わかりました。あなたの気持ちも、わかりますよ』

司：さすが霧谷さん。ＵＧＮ幹かん部ぶの名はだてじゃない。

ＧＭ：『三百八十円ほどでよろしいでしょうか？』

司：ばかにしてんのかっ!?

ＧＭ：『冗しよう談たんです。では、規定の二割でよろしいですか？』

司：じゃあ、それで！

ＧＭ：『では、ただちに振り込みますので……ごはんでも食べてください』（一同大爆笑）。……そして、通信は切れた。

司：俺は学校さぼって銀行に行って……そのまま定食屋へ駆かけ込こむ、と。

ＧＭ：（ナレーション風に）メシを食って涙があふれたのは、司にとって、これが初めてのことだった───（爆笑）。

司：うまい、うまいよ霧谷さん……！（一同大爆笑）

ＧＭ：てなとこで、シーンを切りましょう（笑）。










◆Opening 03◆　さよなら、私が愛した暗殺者


Scenep Player────上月永斗






ＧＭ：……さあて……次は……永斗だ。

永斗：は。なにをそんなに警けい戒かいしておられるので？

ＧＭ：い、いや……（笑）。えっと、前回のラストでキミはザイールに旅立ったんだっけ？

永斗：そうです。メキシコの牧場からシーンはスタートします（一同大爆笑）。

ＧＭ：なんでメキシコなんだよっ!?（笑）ザイールはどーしたっ!?（笑）

永斗：ここはメキシコだ。どこまでも広がる、赤い荒こう野やがそれを俺に教えてくれる。

司：牧場なのに赤い荒野じゃだめじゃん……（ぽそ）。

永斗：（無む視しして）……その畜ちく舎しやの片かた隅すみ、そこに干し草の山がある。近くに散乱する、空カラになった酒のビン。干し草の上で、無ぶ精しようヒゲをはやしたひとりの男が、顔に帽子をかけて昼寝をしている。その男が……俺だ。

一同：なんでだっ!?（笑）

永斗：もう今回は、超ダメダメな状態から始まる。（渋い声で）……任務中、俺はすべてイヤになって、逃にげ出してきた。失踪した。

一同：だからなんでだっ!?（笑）

永斗：俺はある時、気づいてしまったのだ。俺はいつまでこんなコトやらねばならんのか？　……死ぬまでか。いや、死ぬことすらままならない。俺は絶望の末───。

ＧＭ：キャラ変わりすぎだろそれっ!?（笑）

永斗：（渋いモノローグ調で）……俺は逃げた。どこまでも、逃げた。そしてメキシコの郊こう外がいで行き倒れた時、俺を救ってくれたのが……彼女だった（一同大爆笑）。

一同：彼女ってだれっ!?（爆笑）

永斗：彼女の名前は───エルマ。この牧場主のひとり娘むすめ。その子に救われた。年ねん齢れいは十六、七。そして俺と彼女は、はげしい恋こいに落ちた（一同大爆笑）。彼女の存在だけが、俺をレネゲイドという呪のろわれた運命を、忘れさせてくれた。

ＧＭ：（笑いをこらえながら）……だが、その幸せな生活も、長くは続かなかった。〝タ───ン……っ！〟乾かわいた銃じゆう声せいが、その赤い荒野に鳴り響ひびいた。

永斗：（シリアスな渋い声で）……エルマっ!?（一同大爆笑）……走る。俺は走った。屋や敷しきへと駆け込み……そのカーテンの裏の人の気配に気づく！　そこだ！〝ドンドン……ドン!!〟ありったけの弾丸をたたき込む。……ちいっ、はずしたかっ!?

一同：はずしたのかよっ!?（爆笑）

永斗：そう、俺は酒におぼれて、もうだめだめになっている。手の震ふるえは収まらず……照準もあわせられない。（渋い声で自じ嘲ちよう気ぎ味みに）……伝説と言われたこの腕うでも、ずいぶん寂さびれちまったもんだな。もう、銃の撃うち方も忘れちまった───（一同爆笑）。

ＧＭ：その時だった。キミの背中に声が、かけられた。「……上月永斗さん、ですね？　……そんなものですか？　伝説の暗殺者というのは？」

永斗：（きまじめな声で）───はい（一同大爆笑）。（こんどはいきなり渋い声で）伝説の暗殺者、か……そんな男はもう、いないさ。

ＧＭ：「ふむ、しかし勝手に舞ぶ台たいを降りてもらっては、困りますねえ？　あなたには、まだ役割が残っていたのですが、ね」少しの間をおいて。「まあ、ほんとに役に立たないようであれば…」───〝チャキ〟銃をかまえる。

永斗：（不ふ敵てきな笑えみで）……ほう、殺すか。それも悪くはないちょっと待て。ここオープニングで殺されても困る（一同爆笑）。……そうだ、エルマは……エルマはどうした？

ＧＭ：「エルマ？　ああ、あの小娘ですか。ええ、あなたが再び立ち上がる糧かてとなるために……」〝ズキュ───ン！　ズキュズキュズキュ───ン!?〟遠くで鳴る銃声。

永斗：貴様……！

ＧＭ：「そう、その目です。さあ、目をさましなさい？」

永斗：それがＵＧＮのやり方か!?

一同：ＵＧＮっ!?（笑）

永斗：ちがう？　あ、ちがう？　じゃあ……（渋い声で）それが、おまえたちのやり方か？

ＧＭ：「ええ。私はあなたを必要としている。あなたに舞台は、用意されているのですよ」

永斗：また俺に、舞台にあがれというのか。

ＧＭ：「……ええ。もっとも、その舞台の主役は、あなたではありませんがね」

永斗：ああ、そうだろうな。

ＧＭ：「……一年前。ロード・オブ・アビスを仲間と共に倒たおした時より、あなたが舞台へあがることは、確定してしまったのです」

永斗：ロード・オブ・アビス……。

一同：……。

永斗：……。

ＧＭ：……おぼえてる？

永斗：……。

ＧＭ：……。

永斗：う、うん、強い奴やつだった！（一同爆笑）

司：おい、天。あいつの本名、おぼえてるか？（←素すで聞いた）

永斗：ロ……ロード・オブ・アビス！

司：だから本名聞いてるんだよっ！（笑）

永斗：ほ、本名は…………（ちらっと視線を落として）……な、長瀬明！（一同大爆笑）

司：キャラシート見るなあああっ!?（笑）

ＧＭ：まあ、話をもとに戻そう。

永斗：（渋い口調で）忘れんぞ、貴様らのことはっ!!　……ところでみなさんだれですかっ!?　貴様らの名前、教えてくれますか!?（一同大爆笑）

ＧＭ：なんでそこで「ですます調」になるんだっ!?

永斗：は、はやく教えてくれエルマがエルマがっ!!　見れば屋敷には火の手があがり、どんどん燃え広がっている！




　自分でどんどんピンチに追い込こんでどーする。




永斗：は、はやく教えろ！　エルマあああエルマあああ!?　その場で足あし踏ぶみ足踏み足踏み！

ＧＭ：「これは、失礼。そう、名前でしたね？　名前は───」

永斗：悩なやんでいるひまはない！　は、はやくはやくっ!?　このままじゃエルマがもう、死んでるだろうがエルマがエルマがっ!?　うおお屋敷が燃えている───っ!?

ＧＭ：「では、あらためて───我々の主人の名前は〝ノーブル・グレイ〟。以後、お見知り置きを」

永斗：（ぶつぶつと）のーぶるぐれいのーぶるぐれいのーぶるぐれい高貴な灰色!?　わかった、おぼえておく！　ちゃんとメモっておく！　司に言われたからな！　もう行っ……！

ＧＭ：「……そうそう。主人は現在、日本にいます。あなたのご帰き還かんをお待ちしております」

永斗：日本日本日本わかった日本にいるんだな!!　じゃあ、俺はもう行っていいなっ!?

ＧＭ：「ご随ずい意いに。では、またお会いしましょう」

永斗：立ち去るそいつらを背に、俺は走った！　燃えさかる屋敷の中を！　……〝ゴオンっ!?〟……ぬう、なんのこれしきの傷きずっ!!（爆笑）えるまーえるまーえるまー！　俺は全身焼けただれながら、みつける。そう……彼女の死体を。

ＧＭ：……いや、かろうじて、まだ息がある。

永斗：なにっ!?　息があるのか!?　俺は炎ほのおの中で彼女を抱だき起こし……。

ＧＭ：（シリアスな口調で）……永斗の腕の中。彼女は必死に笑顔を浮かべ、かすれる声で、言った。「……あたし、この九ヶ月、幸せだった───」

永斗：（死ぬほど渋い声で）エルマ───もう、なにも言わなくていい。……この九ヶ月の間、ナニがあったんだナニがあったか俺もしらないが（再び渋い声で）この九ヶ月、お前は俺に〝日常〟を思い出させてくれた。感謝している。ほんとに気に入っていた、この生活を。悪くはないと思っていた───。

ＧＭ：「───はい」

永斗：そして彼女は震えるその手で、渡わたしてくれる。彼女の手に握にぎられていたのは、〝コルト・ピースメーカー〟。（エルマになって）「これは、私のおじいさんが使っていた拳銃なの……たぶん永斗に使ってもらったほうが、いいと思って……」（永斗にもどって）……エルマ、気づいていたのか。俺がこれまでどう生きてきたのかを（エルマになって）「ええ、わたしたちとはちがう匂においがしたから───あなたは、どこまで行くの？」（一同大爆笑）

司：ほんとにどこまで行くんだ、天……。

ＧＭ：あ、ある意味すげえ……が、そろそろ止めよう。……そして、エルマは最後の言葉を、紡つむいだ。「わたしはここでさよならだけど、あなたは死んでは、だめ……だから───」〝とさ……〟彼女の腕うでから力が抜ぬけて───。

永斗：エ、エルマアアアアアアアアアマアアアァァア……───……と、彼女を抱き締しめる俺の絶叫が炎の中であがって……画面はフェードアウトする。そして、かわりに入ってきた画面では、俺は崩くずれ落ちる屋敷を背景に、ひとり歩き始めていた（一同爆笑）。……焼け落ちる館やかた、そのすべてが薔ば薇らの花びらとなり、風に散っていく。（渋いモノローグ調に）……そう、それは横たわるエルマを包み込んでいくかのように───。そして、俺はもらったコルトを薔薇へと変えて、その胸にさす。そして、ひとりつぶやいた。「また、戦いか───」。

ＧＭ：（お、そろそろエンディングだ）

永斗：……懐ふところにしまわれたウィスキーのビン。これを取り出し……ガシャアン！　地面に放り捨て……（渋しぶい笑えみを浮うかべて）あばよ、相あい棒ぼう。九ヶ月ありがとよ───。そして次のシーンで俺は、少女への想いを胸に、日本へと旅立つ……。




　そして永斗は、悲しげな笑みを浮かべ、つぶやいた。




「……日本へ───行ってくるよ、エルマ」




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……て、てなとこでシーンは……終わる。な、長かった……（一同大爆笑）。なんか一本の映画のダイジェスト版ばんでも見たかのよーだ（笑）。

司：ってゆーか！　エルマってだれなんだよ！（笑）ロイスでもねえのに！（笑）

ＧＭ：自分で勝手にヒロインだして、勝手に殺してタイタス化かいっ！（笑）

ケイト：まさにインスタントヒロイン（笑）。

ＧＭ：プレイヤーが演出でヒロイン作るっつーのは否ひ定ていせんが……そこまでシーンをひっぱるのはどーなんだ（笑）。

永斗：というわけでＧＭ、俺はエルマにロイスを結びます。即そくタイタスだけど（笑）。ああーえるまーおまえは私の母になるかもしれない人だったー（かきかき）。

ＧＭ：おい、ノーブル・グレイがシナリオロイスだからな。忘れるなよ？（笑）










◆Opening 04◆　歴史は繰り返す


Scene Player────薬王寺結希






　ＵＧＮ・Ｓ市支部───。

　一年前、長瀬明の〝ＵＧＮ反乱〟により壊かい滅めつしたこの支部は今、再さい起きの時を迎むかえていた。




ＧＭ：そしてオープニングの最後は薬王寺結希───君だ。

結希：はーい。侵蝕率あげまーす！（ダイスを振る）

ＧＭ：……コホン。（ナレーション風に）……あの事件から一年。Ｓ市支部を壊滅に追い込んだ忌いまわしき事件から一年がたった今、君は再び支部長として、かえりざいた。ＵＧＮ本部より送られてくる部隊員たち……支部は、再びその機能を回復した。

結希：う、うれしいー！　部下がいるー！（爆笑）

ＧＭ：そして、あのＵＧＮ反乱を収めるべく活かつ躍やくしたキミに対する、ＵＧＮ中央の……キミに寄せる信しん頼らいは、厚かった。……ゆえに、キミのもとに送られた新たなエージェントたちは、ＵＧＮの中でもよりすぐられたメンバーで構成されていた。

結希：あああ～！　あたし、待たい遇ぐうよくなってる～!!（笑）

ＧＭ：───新生・Ｓ市支部。それは、ＵＧＮのエース部隊と呼ぶにふさわしいチームとして今、よみがえっていたのだ。

永斗：……ぶふっ！　き、菊池さんの出すエース部隊かよ（笑）。

司：や、やめろ……兄貴。よけいなこと言うな！　ま、まちがいなく、エース部隊だった！　それでいいじゃねーか！　たぶん俺も、おんなじコト、考えてる！（笑）

永斗：お、おお。俺の頭の中に浮かんだ言葉は〝神しん聖せい騎き士し団だん〟（わかる人間だけ爆笑）。

結希：……？

ＧＭ：まあ、気にしないように。……支部が新設されて、すでに二週間ほどが経っていた。結希にとって、それは新しい仲間たち。……ぶつかることもあった。意見があわず、口論になるのは日常茶さ飯はん事じだった。

結希：が、がんばってまとめるもん！

ＧＭ：そう。その意気込みは、やがて隊員たちの凍てつく心を溶かし───数限りなく繰り返されたミーティングや訓練、共に過ごす時間の中で……両者の心はひかれあっていく。そして、ひとつの支部として、機能し始めていた……そんな十二月の初しよ旬じゆん。

結希：ああ、幸せだ……（恍こう惚こつ）。

ＧＭ：Ｓ市支部は、すでに、新たなミッションに突とつ入にゆうしていた。

結希：……さっそく？

ＧＭ：長瀬の事件、あの事件はまだ終わっていなかった。長瀬に同調した残党たち。その気配は、未だあちらこちらでくすぶりつづけていた。……だが！　キミの聡そう明めいな頭脳は、そんな残党の尻尾しつぽをつかみ……。

結希：……う。

ＧＭ：キミが、部隊を派は遣けんしたのが二時間ほど前。

結希：う、う……。

司：「支部長、我々にまかせておいてくださいよー！」（←いきなり隊員Ａ）（爆笑）

永斗：「そうそう、俺たちのかわいい支部長殿どのは……そこで報告さえ待っていてくれれば、いいんですって！」（←いきなり隊員Ｂ）（大爆笑）

ＧＭ：……彼らはそう言って、笑顔で出しゆつ撃げきしていった───。

結希：あ、あの……もしや……。

ＧＭ：そして、現在。おそらくはミッションコンプリートの報告と思われる連れん絡らくが、入る。予定より、三分ほど前にね。

司：（ざーとらしく）わあ、優秀な部下だなあ！

永斗：（ざーとらしく）うん！　さすがはえりーとぶたいだなあ！

ケイト：（ざーとらしく）こんなメンバーを集めるなんて、さすが結希だなあ！

結希：連絡を、受けます。

ＧＭ：ヘッドセットをかぶり、キミはそのスイッチをＯＮにした時……耳に流れ込んでくるのは、こんな声。

司：「し、支部長だめだああああああああっ!?」（一同大爆笑）

永斗：「こ、コイツ化け物ぎゃああああああああっ!?」（一同大爆笑）

ケイト：「ＵＧＮ最強と言われた俺たちがうぎゃああああああああああ!?」（一同大爆笑）

永斗：「くっ、くるなああああこ、こいつ銃がきかねえええええええカチカチカチああああ弾たまもきれた……っ!?」

結希：ああああああああああああっやっぱりいいいいいいいいいいいいっ!?

ＧＭ：……キミはそんな叫びをヘッドセットで聞きながら───。

ケイト：「支部長、ぞ、増員を───っ!?」

結希：（ポソリと）お、送りたいけど、きっとそれも死んでしまうー（一同大爆笑）

ＧＭ：ややあって。……〝ブツン！　……サ──────……〟通信が切れ、もはや耳に聞こえてくるのはノイズ音だけだった───。

結希：……。

一同：……。

結希：……しまった。敵の名前もわからない（一同爆笑）。

ＧＭ：……と、そんなことがあったのが、二十四時間ほど前の話。

結希：は？

ＧＭ：今、キミは暗い部屋の中……一条だけ差し込むライトの……その光の中に、立っていた（一同大爆笑）。

結希：さ、査問会だ───っ!?

ＧＭ：「（えらそうな声で）───薬王寺くん」

結希：（びくっとして）……は、はうはうはうはう……はい……。

ＧＭ：「先日、キミのもとに新設された部隊、なんだが───」

司：「ああ、あのエリート部隊、かね？」（←いきなりＵＧＮのえらい人）

永斗：「……また、壊かい滅めつかね」（←いきなりＵＧＮのえらい人）

結希：……は、はい……あううう！　いいわけできない───！（笑）

司：「あのエリート部隊が、だ。やれやれ、どのような作戦指し揮きをとっていたのかねえ？」

結希：あうあうあうでもお……。

ＧＭ：「キミのことは、信しん頼らいしている、が。現場で、隊員が持っていた……ボイスレコーダーが回収された。ちょっと、聞いてみたまえ」

結希：ボイスレコーダー？

ＧＭ：男が再生を始めると、スピーカーから少しくぐもった……こんな音声が流れ始めた。「……ま、まさか……ゆ、結希さん!?　うわあああああっ!?」「し、支部長、やめて……やめてくださあああああああああああっ!?」

結希：……ええっ!?　なにそれっ!?　あたしに襲おそわれてる!?

ＧＭ：「もう一度言おう。キミのことは、信頼している……が、事態が事態だ。キミに、容疑をかけないわけには、いかない。これよりキミの行動は、我々の監かん視し下かにおかれる、と思ってほしい」

永斗：解決しなきゃ、お前は用済みっていきおいだな。

結希：いいわけできないので、素直にうなずきます……。

ＧＭ：「キミの行動を制限することは、しない。キミの手で容疑を晴らすよう、行動してもかまわない。だが、我々の監視が常についていることは忘れないように。そして、キミに接せつ触しよくした人物はすべてリストアップされ……その調査が行なわれる」

結希：ううううううう……じゃあケイトくんに会ったら迷めい惑わくかかるじゃないですかあ!?

ＧＭ：そーゆーことだね（笑）。そのあと、いくつかの審しん議ぎを行なったあと───議長らしき男が査問会の閉会を宣言する。結希は、解放された。

結希：……まさか、複製体が他ほかにも、いる……？

ＧＭ：えー……そんなわけで、結希。キミはしばらく監視付きな上で、Ｓ市ののら支部長ということになる（笑）。

結希：の、のら支部長っ!?（笑）

司：す、すげえ言葉だ……（笑）。

ＧＭ：そして、ここでシーンは閉じられる───。







　　MIDDLE PHASE







◆Scene 01◆　誰だれかが壊こわし始めてる


Scene Player────檜山ケイト






　それは、あまりに唐とう突とつにやってきた。

　いつもと同じように学校が終わり、夕刻、見慣れた道を通って家をめざす。

　そして……見てしまう。




　もう───すべては始まっていたのだ。




ＧＭ：じゃ、ミドルフェイズを始めまーす。シーンプレイヤーはケイトだ。シーンは学……。

ケイト：（つぶやくような声で）……誕たん生じよう日びか───（一同爆笑）。

ＧＭ：……って俺おれまだなんにも言ってねえっ！（笑）

ケイト：いや、そーゆーシーンから始まるのかと（笑）。

ＧＭ：というか、まず侵蝕率を上げましょう（笑）。

ケイト：（ダイスを振る）で、学校の帰り道……もう、こんな時間か、とつぶやきます。

ＧＭ：いや、だから。私はまだなんにも言ってないと（一同大爆笑）。

ケイト：ごめん（笑）。ＧＭの演出意図を無む視しして進めるのは悪いプレイだな（笑）。

永斗：そうなのか？




　そうなんだ。




ＧＭ：無視もなにも、その演出意図すらまだしゃべってないがね（笑）。え……シーンの始まりは、終業式の迫せまった十二月のある日。時刻は夕方───。

ケイト：ふんふん。

ＧＭ：キミは学校を出て、ひとり家へと向かっていた。

一同：やっぱり学校の帰り道であってるんじゃないかっ!!（爆笑）

ＧＭ：まちがってるなんて言ってないだろーがっ!?（笑）

ケイト：ま、まあいい（笑）。えーと、あれ？　ところで結希は一いつ緒しよじゃないの？

ＧＭ：うん、今日は一緒じゃないね。……というか、最近彼女は学校でも見ない。

ケイト：なんかあったのかな。

司・永斗：なんかあったんでしょうな～あ（一同爆笑）。

結希：あうう～！（←のら支部長）

ケイト：情報として持っていないので、最近見ないなあ、仕事が忙しいのかなあ……くらいしか思わない（笑）。で、ぽつりつぶやきます。……誕生日かあ……。

ＧＭ：そんなことをつぶやきながらの帰り道。キミは誕生日を心待ちにしている自分に気づく。無意識のうちに、キミの口元はゆるんでいた。……そして次の角を曲がれば自分の家が見える───そんな時、キミはその気配に気づいた。それは───。

ケイト：（シリアスな声で）……母さんかっ!?（一同大爆笑）

一同：なんで母さんなんだよっ!?（爆笑）

ＧＭ：気配は、母親のものではない。〝ざわざわざわ……〟角を曲がってひょい、のぞいて見れば。家の前あたりに人だかりができている。

ケイト：なんだ？　なんか事件でもあったのか？

ＧＭ：人だかりの向こうに止まる一台の救急車。赤いランプが明めい滅めつしているのが見える。

ケイト：な、なんだ。……イヤな予感がする。

ＧＭ：人だかりができているのは、ケイトの隣となりの家。つまり……。

ケイト：ちえりさんっ!?

ＧＭ：「ちえりいいいぃいいいいっ!?　ど、どうしてあんたこんなああぁ……っ!?」唐突に聞こえてくるのは、隣の家のお母さんの嗚お咽えつ、悲痛な叫さけびだ。

ケイト：そ、そちらに駆かけていきます！

ＧＭ：すると人だかりの輪の中にいたケイトのお母さんが、キミの存在に気づく。「ケイト！　ちえりちゃんがっ！　ちえりちゃんが！」いつもの冗じよう談だんめかした口調ではない。目に涙を浮かべ、ただそれだけを繰り返す。

ケイト：母さんいったいなにがあったんだ！　落ち着いて話を聞かせてくれ！

ＧＭ：「……ちえりちゃんが亡なくなったの!!」

ケイト：亡くなったっ!?

永斗：（おごそかに）そう……亡くなったのデス、すなわちＤＥＡＴＨ（一同大爆笑）。

ケイト：むりやりシーンを面白くすんなぁっ!?（笑）（気を取り直して）……バカなっ、今け朝さだってあんなに元気だったじゃないか!?

ＧＭ：「死因はよくわからないけど……なにかひどい死に方をしたって……」そこまで言った時、家のドアがガチャリと開き、タンカが運び出される。かけてあるシーツからちらりと腕うでがのぞいていた。その袖そで……服の色は今日の朝、キミが見たもので……。

ケイト：……ちえりさん………と、眉まゆをひそめます。なぜ？　どうしてこんなことに……？

ＧＭ：「なんでもね。三十分くらい前、いきなり悲鳴が上がって……買い物から帰ってきたお母さんが部屋に行ったらあんなことになっていたって……」

ケイト：悲鳴？

ＧＭ：悲鳴があがった時、彼女の家族はみんな出かけていて、家にはちえりだけだったらしい。押おし込み強ごう盗とうじゃないかとも言われている。

司：急性の脳のう卒そつ中ちゆうとかいうことはないですよね？

ＧＭ：脳卒中起こして「きゃああああああっ!?」〝どさ……っ！〟？　どんな脳卒中だよ!?（一同大爆笑）で、シーツに覆おおわれてよくわからんけど、なんかひどい傷きず跡あとがついているって話だ。ただ強盗にしてはおかしな点もある。

一同：おかしな点？

ＧＭ：うん。家の中は、いっさい荒あらされていない。盗とられたものもないらしい。

ケイト：ただの強盗でもない……？　なぜ？　こんな……死ぬ理由なんてないじゃないか!!

ＧＭ：……そんな憤いきどおりを感じる中……キミの心の中に、今朝、会ったばかりのちえりの笑顔が思い浮かぶ。……なにげない朝の会話。子供のときから紡つむいできた数々の想い出。それが走そう馬ま燈とうのように思い起こされる。……いや、キミの走馬燈じゃないんだが（笑）。

ケイト：（シリアスな声で）……もう再び、あの笑顔を見ることはできない───。

ＧＭ：（シリアスな声で）……「おねえちゃん、おねえちゃん」と彼女にまとわりつき、はしゃいでいた子供のころの自分……。

永斗：「……ケイトちゃん。そっちに行ったら危ないわよ～」と、エコーのかかったちえりの声がここでリフレイン（笑）。

ＧＭ：……ちえりが中学に入った時。初めて制服を纏まとった彼女を見て、どこか大人を感じたあのころの自分───。

司：き、菊池さん……うまいこと言うなあ（笑）。

ケイト：うおおっ、なんだかちえりさんにすごい親近感を感じてきたっ！　勉強を教えてもらったり……特に能力に目覚めてなかった頃ころ、お呼ばれしてご飯を食べさせてもらったり……!!

永斗：「ちえりねえちゃん、母さんより料理うまいやあ」……母さんが留守の時に、サランラップに包まれた料理の入ったお皿を持ってきてくれたことも、あった。（しみじみと）そりゃ、うれしい。うん、そりゃうれしいだろうっ!?

司：あったの？　そういうこと？　ケイトに？

永斗：あった。あれはうれしかった。

司：だからなんでお前がそんなに力強くうれしそうなんだよっ!?（一同爆笑）

ケイト：（むりやりシリアスに戻して）ちえりさん…………大学に入ったばかりで……これからもずっと生きて……。こんなところで、死んでいい人じゃないはずだ。

司：昔、将来の夢とかをケイトに語ったりしていたんでしょうね。入った大学も、その夢に繫つながるような大学、学部で。

ＧＭ：ああ、なるほど！　感動的なエピソードだ。盛り上がってきた───っ！　いいキャラになってきたっ、こりゃ使える！　使えるキャラになってきたああっ!?（爆笑）

司：さきほど亡くなりましたが。

ＧＭ：なんで殺してしまったんだ────っ!?（一同爆笑）

永斗：ＧＭ大だい後こう悔かい（笑）。

ＧＭ：（しれっと）……まあ、それはそれとして。そんなキミの悲しみ、つぶやきとともに───このシーンは閉じられる。ただ最後に……。

ケイト：さいごに？

ＧＭ：その人だかりを少し離れた角から見つめているひとつの視線に、キミは気づくことはなかった。

ケイト：視線……？

ＧＭ：そう。その光景を見み据すえながら……彼女は口もとに薄うすい笑みを浮かべてつぶやいた。




「これで、ひとつ───」




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：というわけでシーン終了だ。

ケイト：……あ、後味の悪いシーンだなあ……のっけから。

ＧＭ：のわりにはずいぶん大爆笑していたが（笑）。

ケイト：田こ中い天つがよけいなコト言うからだっ！（笑）シリアスな暗いシーンが一部、いきなり面白くなったじゃねえかっ!?（爆笑）

ＧＭ：まったくだ。……とゆーわけでケイト。……ちえりのロイスを消せ。タイタスになる。

ケイト：はあっ……たっタイタス──っ!?　初期ロイスをタイタスに……!?

永斗：（ケイトのキャラクターシートをのぞき込んで）……おや～あ？　ケイトくぅん、ぐはははははっ!?　ロイスが少ないぞ～お？（笑）

司：ち、ちなみに言うぞっ!?　俺まだ一回もやったことがない！　初期ロイスをわざわざ指定しておいてタイタスにしろってのは!!（笑）

ＧＭ：うひひ。

永斗：侵蝕率があがったら……戻ってくるの大変だねぇ、ケイト君？　うひゃはははは!?（←めちゃめちゃ楽しそう）

ケイト：ぐ、ぐわっ！　そうか、そーゆー仕掛けのシナリオかよっ！　い、いや…………まあ、まだ（ロイスの）スロットはふたつ残ってるし！

司：ふたつ〝しか〟では（笑）。

ＧＭ：うひひ（笑）。じゃあ、次のシーンに行きまーす！










◆Scene 02◆　日本襲しゆう来らい


Scene Player────上月永斗






「久しぶりだな、司───」




　駅のホームに降り立った伝説の暗殺者は、ここころなしか少しやつれた、最愛の弟に優やさしく声をかけた。

　およそ一年ぶりに再開した弟の目は、飢うえたオオカミのようだった。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは永斗だ。キミは、ひさしぶりに日本の大地を踏ふみしめた。空港から列車に乗り換かえ一時間。再び、このＳ市へとやってきていた。あ、このシーンは司も登場ね。

永斗：侵蝕率を上げて（ダイスを振る）……っと。また１しかあがらねぇ（笑）……〝39〟。

司：６点あがった。

永斗：列車で帰ってきたのか。〝……夕タンタタン、夕タンタタン……（←電車が走る音）……プアァ───ン！　……夕タンタタン、タタン……タン……（←遠ざかっていく音）〟。

一同：どこ行くんだよっ!?（大爆笑）

永斗：おっと行きすぎた。バックバック!!〝ぷしゅう……〟（渋い声で）そして俺は再び降り立った。この忌まわしき、Ｓ市に。俺は革のトランクを持って、メーテルのように立っている（一同大爆笑）。

ＧＭ：メ、メーテルのようにっ!?

永斗：（渋い声で）ひさしぶりだな……司。

司：（めちゃめちゃやさぐれた感じで）ぞおだね、ひざじぶりだね……（笑）。

ＧＭ：そこには、えらいやつれた顔の司が。

永斗：（ほがらかに）どーしたんだあ、つかさぁー♪（笑）

司：俺は、兄貴の喉のど仏ぼとけをつかみながら身体からだごと持ち上げるぞ……。（喉の奥から振ふり絞しぼるような声で）聞きてぇのは、こっちだ。兄貴ぃ……（一同爆笑）。

永斗：うぅ……!?

司：九ヶ月の間、どーしてやがった!?　こ～んなにまるまるとしやがって……!!（一同爆笑）

永斗：あ、ほら！　あんちゃん幸せ太り（笑）。聞きたいか？　……ん？　教えていいのかあ？　語ると長いぞぉ～お、ん？（一同爆笑）

司：いや、教える必要はない。ギリ、ギリリっ!!（←喉仏を握にぎりつぶすジェスチャー）

永斗：な、なあ、司ぁ……と、くしゃくしゃになった千円札を取り出す。（弱々しげに）ま、まあ、ここはこれで……な……？（一同爆笑）

司：じゃあそれを、ビッ！　と奪うばうだけ奪っといて……ドサっ！　と兄貴を放り投げます（一同爆笑）。……仕事をするぞ、兄貴。

永斗：（リズミカルに）イエッサ！　イエッサ！　イエッサ！　サッサッサッサー！（笑）

司：（ふたたび喉仏をつかんで）いいか！　繰り返せ！　仕事を、するんだ！

永斗：わたしはしごとをします。わたしはしごとをします。わたしはしごとをします。

ＧＭ：お前……（笑）。一年前とえらいちがいだな（一同爆笑）。

司：じゃあ、そういうことで仕事しょうか？

永斗：ノーブル・グレイ、だ。

司：は？

永斗：ノーブル・グレイだ（←手のひらのメモをみながら）。

司：……ああ、そのクセ守ってるんだ？（笑）役に立つだろ？

永斗：ノーブル・グレイだ。

司：で？

永斗：ノーブル・グレイだ。

ＧＭ：メモ見て読んでるだけかよっ！（爆笑）

司：だからそのノーブル・グレイがなんなんだ！

永斗：んーと……ノーブル・グレイが、日本に行ってノーブル・グレイと戦え……とノーブル・グレイが言った。

一同：………………。

司：兄貴。日本語覚えてる？（一同爆笑）

永斗：メキシコ長いんで、日本語ちょっと忘れかけ。

司：……。兄貴の言っていることは、スッカリサッパリわかんないので、長瀬について情報収集をしたいんですが（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。［情報：Ｓ市］で振ってくれい。

司：ほい（ダイスを振る）。

ＧＭ：（ダイス目を見て）む、成功だな。えーと……。

永斗：さすがだな、司。暗殺者な俺は……。

ＧＭ：「あほー」

永斗：あほおっ!?

ＧＭ：あ、いや。キミに向かって言ったんではなく（笑）。気がつけば、近くの木の幹に一羽のカラスがとまって、キミたちを見おろしていた。

永斗：あ、そりゃもうわかりますよ。（いきなり渋い声で）……ネームレス！




　ネームレス───。

　無数の名と顔を持つ、凄すご腕うでの情報屋である。

『闇に降る雪』において、スミスだのジェームズだのトンプソンだの言われたあの男だ。

　動物を操ってみずからの端末とし、依い頼らい者しやと接せつ触しよくするのを常とする。




ＧＭ：……。

永斗：……。

ＧＭ：……。

永斗：……ちがうのか？（一同爆笑）〝ジャキンッ〟と、銃じゆうをカラスに向ける。……ちがうのか？　俺にそんな恥はじをかかせたらただじゃおかねえ……そこのカラス!!

ＧＭ：…………。

永斗：（死ぬほどシリアスな声で）ネームレスだなっ!!　三秒だ。三秒だけお前に時間をやろう。この間に応こたえなければ、四秒目にお前はこの世にいない。

ＧＭ：カラスに向かってすごみをきかす、兄・永斗。

司：……兄貴……ハタから見てるとすごいアホな人みたいなんだけど……。
















永斗：俺にとっては一生の問題なのだ。……ネームレスっ!!　返事をしてくれぇ!!　俺のために返事をしろぉ!?（一同超爆笑）

ＧＭ：「……あなたの眼光は一年前に比べて、みじんも衰おとろえていませんね」カラスが、あきらめたようにそう言った。

永斗：（安あん堵どするように）そ、そうか、やはりお前だったか……ならいいんだ。〝しゅううん〟と銃をしまう。司、奴やつがネームレスだ、覚えているな？　一年前、世話になったらしい。

一同：〝らしい〟ってなんだよっ!!

司：いやまあ、イヌだのカラスだの、大変だな…………兄貴。

ＧＭ：〝とっとっと〟……と、足もとに降りてくるカラス。「───さっそくですが」その言葉と共に、カラスは眼光鋭するどく……懐から封筒を取り出した（一同爆笑）。

司：き、器用なカラスだなあ……と思いつつ。封筒を開けて中身を出そう。

ＧＭ：そこには長瀬の事件に関連するであろう、いくつかのレポートが書かれている。

永斗：なにが書いてあるんだ？

ＧＭ：まず目に入ったのは、次のひと言だ。「Ｓ市支部、壊滅」（一同大爆笑）

結希：あうううううっ!?

司：（ざーとらしく）な、なに言ってんだよ、なあ！　壊滅したのは去年の話だろ？（笑）

永斗：おい、司ぁ？　でもよお、今年になって薬王寺結希支部長のもと、エリート部隊が編成されたって書いてあるぞお！（笑）また壊滅したのかあ？（爆笑）

結希：ううううううう～！

司：あ、あの……その、なんだ………なんていうかほら───お見み舞まいにいこう!!（爆笑）

ＧＭ：だが、大事なのはここからだ。その後の調査によれば……チームは、薬王寺結希に殲滅されたらしい、と。

結希：うーうううー（泣）。はうー。

司：し、支部長さんに？

永斗：……。（シリアスな声で）司、最近あんちゃん日本語忘れかけているからな、ちゃんと正確に言ってくれ。明めい瞭りようにな。いいか勘かん違ちがいしないように、ゆっくりと発音するんだ。

司：えーっと、順序だてよう……まず！

永斗：Ｓ市が壊滅した!!

一同：ちが───うっ!?（一同超爆笑）

司：Ｓ市はここにある。壊滅したのは、ＵＧＮのＳ市支部だ。

永斗：で、生き残りは支部長だけ？

司：支部長だけ。……つまり、Ｓ市支部の部隊を壊滅させたのは……。

永斗：（すっとんきょうな声で）ししし支部長だ!!（爆笑）

司：話をちゃんと理解しろやっ!?　容疑者が支部長ってだけだ！　つまり俺たちは……。

永斗：支部長を…………（邪じや悪あくな笑みを浮かべて）……どうするんだ？

司：ヘンな笑みを浮かべんなよっ!!　まあ、事情を聞いてみよう（笑）。で、他には？

ＧＭ：うむ。このところ……十二月に入ってから、Ｓ市で不可解な殺人事件や行ゆく方え不明が頻ひん発ぱつしている、とあるな。

司：あ、プレイヤー発言だけど、その中のひとつにちえりさんの事件も含ふくまれているとか？

ＧＭ：書かれてるね。司はそのちえりという人物を知らないんで気になることはないんだが。

司：これか？　霧谷さんが言ってた、長瀬に繫つながりそうな事件ってのは。

ＧＭ：「現状、証しよう拠こはありませんが、どうも特定の組織、もしくは人物が動いているように見えるのですよ。被ひ害がい者しやの関連性については、引き続き調査を進めます」

司：頼むよ。ああ、支部長さんとこいけば、他になにか情報握ってるかもしんないな。やっぱ見舞いがてら、確認がてらに行ってみっか。

永斗：確認…………いいね。行こう（にやーり）。

司：だからなんでそこで笑うんだ!!（爆笑）

永斗：確認、だろ？　〝ジャキン!!〟（←と銃を作るジェスチャー）（一同爆笑）。

結希：はうううううー（泣）。

司：……兄貴の確認は、銃を使うのか？

永斗：あーいやいや、大だい丈しよう夫ぶだぞ。確認だな、確認（←楽しそう）。

結希：う、うううううー!?（笑）

司：（やさしい口調で）おみやげ……買っていこうな。

永斗：（やさしい口調で）ああ、そうだな。買っていってやろうな。

結希：ああああああ、なんか憐あわれまれているぅ～。










◆Scene 03◆　失われていくもの


Scene Player────檜山ケイト






　ちえりの死から二日がたった。

　あの喧けん噪そうが噓うそであったかのように、街並みはその静けさを取り戻していた。

　……北の街の冬。まだ夜と呼ぶにはずいぶんと早い時間だというのに、周囲の風景は急速に薄うすい闇やみ色いろへと落ち込んでいく。




ＧＭ：それじゃ、次のシーンだ。シーンプレイヤーはケイト。

ケイト：はい（と、ダイスを振る）。えっと、僕はちえりさんの死についていろいろ自分なりに調査するけどそれは徒と労ろうに終わった。

一同：終わったのか（笑）。

ＧＭ：と、そんな夕暮れ時。キミは心のどこかにいらだちを感じつつ、家路を歩いていた。

ケイト：くそっ！　やり場のない怒いかりに、石ころを蹴けりつけてみる。

ＧＭ：憧れていた女性の死───キミに、その実感はわかない。そして自宅前につき、隣にあるちえりの家を見るが……いつもの賑にぎやかな様子はない。

ケイト：こないだまでだったら、この時間はちえりさんが食事を作ったり、楽しそうな笑い声が聞こえてきたり……でも、今はまるで火が消えたように静かで……。その光景に、自分の〝日常〟が変わってしまった───と思う。……なんか死ぬほど暗いぞ（笑）。

ＧＭ：暗いな。

永斗：面白くしましょうか？

ＧＭ：せんでいい。

ケイト：まあとにかく、家に帰ります。ただいま～……。

ＧＭ：〝……ガチャっ〟。と、ドアには鍵かぎがかかっている。

ケイト：……あれ？　母さん、買い物か？

ＧＭ：いや、中から人の気配はするな。台所のほうからは、〝トントントン〟と軽やかな包丁の音が聞こえてくる。

永斗：事件あったばかりだし、用心してるんじゃないか？

ケイト：ああ、なるほど。でも鍵、持ってないんだよ（笑）。チャイムを鳴らそう。

永斗：そしてダッシュ。

司：自分の家にピンポンダッシュしてどーすんだよっ!?（一同爆笑）つか、人のシーンに割り込むなっ！（笑）

ＧＭ：〝ピンポーン♪〟そのチャイムの音に、母親が反応する。「はあい、どちらさまですかー」ややあって……〝ガチャリ〟。ドアが開かれる。

ケイト：じゃあ、ただいま～、と母さんに返事を───。

ＧＭ：……する前に。現われた母親は、きょとんとした顔を浮かべて、キミを見る。

ケイト：は？

ＧＭ：そして彼女はいぶかしげに、言った。「……どちらさまですか？」

ケイト：は!?

一同：へ!?

ケイト：なに言ってるんだよ、母さん？

ＧＭ：「母さん……って、なにを言ってるの？」その表情から、あからさまに警けい戒かいしているのがわかる。「うちに息子むすこなんていませんが？」

ケイト：わ、悪い冗じよう談だんはよせよ！　無理やり家に入……。

ＧＭ：「な、なんですかあなたは!?　警察呼びますよっ!?」〝シュビッ……！〟その手には、すでに携けい帯たいが振にぎられていた（一同爆笑）。

ケイト：そ、その早はや抜ぬきはまちがいなく母さん!?




　どんな母さんだ。




ケイト：どーなってんだ!?　冗談きついぞっ!?

ＧＭ：「どーしたもこーしたもないでしょっ!?　とにかくうちに子供なんていませんので!!　出ていってください！」……〝バタンっ!!〟

ケイト：ぐおっ、閉め出された！

ＧＭ：……〝カチャリ〟〝ガチャン〟〝ギっ〟〝かちゃ〟〝ごとっ……！〟（一同大爆笑）

一同：いったいいくつ鍵あるんだよっ!?（大爆笑）

ケイト：え、えと……あらためて玄関を見つめる。これまで、自分が暮らしてきた家だってことを確認するぞ。

ＧＭ：キミはそれを認識できる。ここはまちがいなく、キミの家だ。

ケイト：……いったいどういうことなんだ。母さんの記き憶おくが……。

ＧＭ：……なくなっている。そう認識するしかないね。ふいに、キミの心がゆらぐ。今までの幸せだった自分は、〝夢〟の中の出来事だったかのような……そんな不安に蝕むしばまれていく。

ケイト：（シリアスな声で）僕の中の、壊されてはいけないものが壊されていく……。もう一度、母さんに声をかけてみよう……とも思うけど。さっきの決定的な拒きよ絶ぜつを思い出してふんぎりがつかない。

ＧＭ：では、キミが家の近くをうろうろしていると、向こうから白と黒に塗られた車がやってくる。どーやら通報されたらしい。

ケイト：パ、パトカー!?　とりあえず、視線を落としてその場を立ち去る……！

ＧＭ：……キミは平静をよそおいつつ、その場を立ち去る。そして家の近くの角を曲がった時に、気づいた。部活動でも終わった帰りだろうか、正面からガヤガヤと数人の同級生が歩いてくる。「……うー、今日もつかれたなー」

永斗：「なんか食ってこーぜ」（←突然同級生Ａ）（笑）

司：「牛ぎゆう丼どんでも食いに行くかー？」（←突然同級生Ｂ）

永斗：「でも昨日も牛丼だったしなあ……」

ケイト：え、えっとそいつらに話かける！（作り笑いしたような雰ふん囲い気きで）……よお、部活おわったんだ？

ＧＭ：……ケイトの不安は、的中した。彼らは───。

司：「あ？」

永斗：「……誰？」（一同爆笑）

ケイト：うおおっ!?

司：「部活っていうか……誰か知ってる？　この人」

永斗：「知らない……おめーは？」

司：「知らないけど……」

永斗：「おーい、誰かこいつ知ってる～？」

司・永斗：「知りませーん!!」（一同爆笑）

ケイト：なに言ってんだよっ、ケイトだよ！　そりゃクラスじゃあまり目立たないかもしんないけどさ……おい中山っ、同じクラスだろ!?（爆笑）

ＧＭ：中山ってだれっ!?（笑）

永斗：じゃ、俺が中山（笑）。ああ、藤井さんは同級生Ｃで！「なあ、Ｃ？　こいつ知ってるか？」

結希：「（しれっと）えー、知らなーい」（一同大爆笑）

ケイト：ぐわ──────っ!?（爆笑）今日も、一いつ緒しよに授業を受けたじゃないか!!

永斗：「はあ!?」（笑）

結希：「いたっけ？　こんな人ォ？」

ケイト：ふ、藤井さん（結希）の声でそれを言われると本気でヘコむ……。

結希：はにゃ───っ!?

永斗：「えーと、ケイ……トさん」（指差しながら）「勘かん違ちかいじゃねーのかな、この人？」

司：「おいおい、指さすのはよせって。知らない人なんだし……いいよ、早く行こうぜ！」

ＧＭ：そして彼らは和気あいあいと去っていく。

ケイト：そんな……そんなはずは……。

ＧＭ：そしてキミは、現実感を失った夕焼けの街の風景の中にひとり残される。向こうでは同級生だったはずの連中が、楽しげに語りあっていた。「明日の授業だけどさぁ……」そんな声が、キミにはひどく遠くに聞こえた。

ケイト：………………。ちえりさんが死んで、母さんもボクのことを忘れて、そしてみんなもボクのことを忘れていく───どういうことだ？

ＧＭ：得え体たいの知れない不安が心を侵蝕していく中……〝ペッポロパッポッパー♪〟キミの携帯の着メロが、鳴り響ひびいた。

ケイト：じゃ、電話を取ろう。もしかして薬王寺さんかも知れない。……彼女だけは!!

ＧＭ：ああ、なるほど（笑）。しかし、電話から聞こえてくるのは、別の女性の声だった。「───もしもし、ケイトさんですね？」

ケイト：う？　そうだけど……あなたは？

ＧＭ：『もうすぐだから』

ケイト：は？

ＧＭ：『もうすぐ、すべてが終わりますから』

司・永斗：ひ、人の話を聞いてねえ──っ!?（大爆笑）

ケイト：あなたは誰なんですか!?　もうすぐなんて言われても心当たりもない！

ＧＭ：『でも、あなたを迎むかえる準備は整いつつありますから』

ケイト：つまり、ボクの周りで起きてる異常な現象は、キミが仕組んでいるのか？

ＧＭ：『異常だなんて、ひどいです』

ケイト：ひどい？　ひどいってどっちがだよっ!?

ＧＭ：『だって、わたしはあなたのためにやっているんだもの』

司・永斗：ストーカーだああああああああぁああっ!?（大爆笑）

ケイト：キミがなにを言ってるのか、全然わからないぞ！

ＧＭ：『すぐにわかります。あなたを迎えるための準備が終われば、迎えにいくから』

司：こ、こわいっ!!　こえーよこの人っ！（爆笑）。

ＧＭ：『これからもあなたの周りで、いつもと違った現象が発生するかもしれないけど……とまどってはだめ』

ケイト：僕が目的なら、直接向かってくればいいじゃないか!?　周りの人に手をだすな!!

ＧＭ：『耐たえてください。わたしだって、心苦しいんです。でも、あなたを迎えるために、周りの鎖くさりを断たち切らなきゃならないから……だから……あなたの大事なものをひとつひとつ奪うばってあげる───』

ケイト：僕に接触する人間すべてをどうにかするつもりかっ!?　そう言われて、思い浮かぶ結希の顔……。

永斗：で、俺たちは出てこない（笑）。

ケイト：僕が必要だっていうなら会ってやる！　だからこれ以上なにもするなっ!!

ＧＭ：『うん、会っていただけるんですね？　うれしいです』

永斗：つ、都合のいいトコしか聞こえてねええええええええぇえっ!?（爆笑）

司：こ、こわいっ!!　死ぬほどこわいっ!?（笑）

ＧＭ：『では、ケイトさん。楽しみにしていてくださいね───』彼女は優しい口調でそう言って───。

ケイト：やめろって言ってるじゃないかっ!?

ＧＭ：〝ぷつっ……ツー、ツー、ツー……〟（一同爆笑）

ケイト：おい───っ!?




　そんなケイトの叫びに対し……。




　通信の途切れた電話は、もはやなにも語らなかった───。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：と、ここでシーンが切れるわけだが。

ケイト：ぐあああっ!?　これで母さんもタイタス化かよっ!?　結希に連絡したい……って待てよ。あいつ、僕に接触する人間ぜんぶを手にかけるような口振りだったぞっ!?

永斗：会ったらやばいんじゃないか？　彼女が死ぬと、ロイスが二個減る。
















一同：うわ───っ!!（爆笑）

ケイト：…………ぐっ、まずい！　これで彼女を失うと、完全に帰れなくなる！




　ジャーム化を回かい避ひできなくなる……という意味である。




永斗：今のケイトのロイス……残るは結希だけか……？

ＧＭ：そのために、彼女にふたつのロイスを取らせたんだ（笑）。

司：な、なんて狡こう滑かつな敵だっ!?　えれぇっ、ゲームシステム的な攻こう撃げきだぞっ!!（笑）

ケイト：僕をジャーム化させるのが敵の目的かっ!?　結希も、もしかして危ない!?　ＧＭ、結希と会うシーンを作ってはし……！

司：待て！　敵はケイトに接触した人を殺したり、記憶消したりしてるぞ。会ったらよけい狙われねえ？　菊池さんがＧＭだからな……会わせるようしむけて罠張ってる可能性も!!

ケイト：（死ぬほど力強く）ありうるっ!!

ＧＭ：お、お前ら……俺をどーゆー目で見てるんだ……。

ケイト：と、とりあえずもう少し、慎重に状況を見守るか……ちょっと考えさせてくれ。

永斗：へたうって結希を失ったら、ケイトはウエルカム永遠の世界だからな（一同爆笑）。

ケイト：笑ってる場合かあああああああっ!?（でも大爆笑）










◆Scene 04◆　見み舞まい


Scene Player────上月司






　永斗と司は、ＵＧＮ・Ｓ市支部を訪おとずれていた。

　その両手に……抱かかえきれないほどの土産みやげ物ものを抱えて。




ＧＭ：では次のシーンにいくよん。シーンプレイヤーは司。司といいつつ永斗も登場だ。さっきのシーンの続きになるので、ふたりが結希のもとにやってくるところからスタートだ。

結希：（ダイスを振って）……侵蝕率───９点あがった。47まで上がりました。

永斗：では、俺と司は壊滅したＳ市支部……入口の自動ドアを開けて無人の受付を通り、無人のオフィスを越こえて……で、支部長室の前に立ち……。

ＧＭ：少しだけ開いた支部長室ドアの隙すき間まから……闇の中、ひとり座すわっている少女が見えた。

結希：（ぽそっと）……あ、人間が来た（一同超爆笑）。

永斗：（ドアをゆっくりあけて）キィィィ……（死ぬほどおどろおどろしく）……こんにちはぁ～九ヶ月ぶりかな～あ？（一同爆笑）

結希：えうっ……!?　うええええん（泣）（←こわかったらしい）。

司：…………というわけで、おじゃまします。

永斗：ずいぶんとさびれたモンだなあ。……いや、前からこんなもんだったか？（笑）

結希：はあうううー（泣）。

司：……結希、今回泣いてばかりだな（笑）。で、話は色々聞いてるぜ？

永斗：あ──……なんか、全滅したらしいね（一同爆笑）。

結希：はいー、しくしくしく。

司：ま、まあほら！　……二回目だし!!（爆笑）と、フォローにならないフォローをする。

永斗：よくあることさ。また次のエリートが派は遣けんされてくるさ（一同爆笑）。

司：あ、ほら兄貴！　土産、土産！

永斗：おお。（渋い声で）……遠えん慮りよなく受け取れ、支部長。空港で買ったメキシコ土産だ。東京ばな奈のバッタもん───メキシコばな奈（一同爆笑）。

結希：うう……あ。（力なく）お茶でも、入れましょうか？

永斗：いやあ、わざわざ支部長どのが入れてくれるとはうれしいなあ…………なあ、司あ？　あはははははははは!!

ＧＭ：……と、永斗の笑いだけが無人の事務所に響き渡った。

永斗：は……はは、は。………………お茶はいいや（一同爆笑）。

結希：…………。

永斗：（おそるおそる）あの…………煙草たばこは吸すってもいいかな？

結希：なんでそんな腫はれ物をさわるような言い方するんですかああああ!?

司：んじゃ、話を進めるぞ。資し料りようをバサリと出して……聞きたいことはほかでもねぇ……単刀直入に聞くぞ。あんた……殺やったのか？（一同爆笑）

結希：やりません。やりません～。もう部下が死ぬのはヤですぅ～。うううううう……（笑）。

永斗：〝……ジャキン!!〟（←突とつ然ぜん、銃を抜く）

結希：はううううう～っ!?（←おびえている）

永斗：………………ほんとにやってないようだな。このおびえかたは、本物だ（笑）。

ケイト：いや、はにゃ～と鳴かなければ本物の支部長とは言えまい。

永斗：なにっ!?　そうなのかっ!?〝ジャキン!!　ジャキン!!　ジャキジャキジャキン!!〟（←無数の銃を抜いて結希につきつける）

結希：は……はにゃああああっ!?

永斗：（渋い声で）……ワァ～ンス、モアっ!!　よく聞こえんな～あ!?（一同爆笑）

結希：はにゃあああああああっ！

永斗：もう一度っ!!

結希：はにゃあああああああっ!?

永斗：もう一度っ!!

ＧＭ：……そろそろ話を進めろや。

永斗：で、どうなんだ!?

結希：はにゃ～。

永斗：うむ、どうやら本物らしい!!

司：たしかにあまり想像できるこっちゃないよ、兄貴。もう疑うのはよせよ。

結希：ありがとお～司さんんん～！

司：（さわやかに）で、本当に殺ってないんだな？（一同大爆笑）

結希：………………。

永斗：いや正直なところ、我々は疑っていないのだ。我々は、な。俺たちはＵＧＮ外部の人間だ。だから……我々の前では少し……その……正直になってもらいたい（一同爆笑）。ここだけの話、ここだけの話、だ（一同爆笑）。

ＧＭ：思いっきり疑ってるじゃねえかっ!?（爆笑）

結希：ほんとにやってません、やってません。やれると思いますか？　そもそも!?

司：まあ、『指揮』がメインの能力だからな、支部長さんは。信じるよ。

結希：よかった……殺されなくてすみそう（笑）。

永斗：（渋い声で）フ……心底、信用って言葉を知らないな……俺たち兄弟は。人を信じる……いい言葉だ。俺たちは今、わかりあった。彼女の目はウソをついていなかった（爆笑）。

司：じゃあ……これはいったどういうことなんだ？　と、ネームレスの調査資料を見せよう。

永斗：うぉう!?　そうだそうだ!?

結希：個人的には、あたしも調べたいです。もしかしたら複製体がまだ他にいるのかも……。それにＳ市に巻き起こる、小さな事件の数々……これも支部壊滅と関係がある？

司：……なんか繫つながりそうで、繫がらんな。

結希：ここで情報収集の判定していいですか？　事件について、もう一回洗い直します～。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。えっと、［情報：ＵＧＮ］でどうぞ（笑）。

結希：あっ、《生き字引》あるので……使います。【意志】は五個ダイス振れるから…………。《天性のひらめき》も……せぇーの……えいっ！（ダイスを振る）ああぁっ、クリティカルしなああい！（笑）……10ですね。

ＧＭ：では、情報判定の結果を伝えよう。いろんな情報をあわせてみると、この事件の背後で誰かが動いていることがわかる。まちがいなくオーヴァードが関わっていることも……ね。

ケイト：う、さっきの電話の女……。

ＧＭ：その話、他の三人は知らないがな（笑）。……で、起こっているそれぞれの事件を細かく調べていくと、ひとつの事実がわかる。事件には、少ないながら目もく撃げき証しよう言げんがあるんだ。目撃証言のとれた事件だけをリストアップすると、そこには共通の人物像が浮かび上がる。

結希：どんな？

ＧＭ：写真が残っているわけではないが……目撃者は、みんなこう告げる。事件現場の近くにいたその少女は───。

一同：少女は!?

ＧＭ：〝こいのぼり〟のような体型だったらしいと。

永斗：〝ジャキィイイイイイインっ!?〟（←結希に銃をつきつけた）

結希：はううううううううううううっ!?

永斗：（血走った目で）ハアハア……し、支部長。俺は、噓が嫌きらいだ（一同爆笑）。

結希：ちがいますうううううあたしじゃないですううううううっ!?

司：だから兄貴よおっ!?　さっき支部長さんを信じたばっかだろっ!?

永斗：うおっ!?　は、はあはあ……そ、そうだったな…………ふう。

司：まあ、いいさ。支部長さん、俺らはその〝こいのぼり女〟を追ってみるよ……と立ち上がる。……いくぜ、兄貴。

永斗：ああ。……支部長さんはうかつに動かないほうが、いい。メキシコ土産でも食って、俺たちの報告を待っているんだな。

結希：ううう……人の優やさしさが身にしみます……（爆笑）。

ＧＭ：では、このシーンは上月兄弟がこの部屋を出ていってシーンが閉じられま……。

永斗：……ああ。部屋を出ていく時、支部長さんにニヤリと笑顔で言おう。




「───信じろ。必ず俺たちが、お前を助けてやる」










◆Scene　05◆　雨の中


Scene Player────薬王寺結希






　それは、相手を想うがゆえのことだった。

　想うがゆえに、距離は離れていく。




　結希は、決意した。




ＧＭ：じゃあ次のシーン行きま……。

結希：あ、あのう……すいません、やっぱりケイトさんに会うシーンを作りたいんですが……。やっぱり、彼の協力をあおぎたいなあ、と。

ＧＭ：なるほど。じゃあ……シーンプレイヤーは結希で。

結希：じゃあ侵蝕率上げます……６点あがって、56でーす。

ＧＭ：どんなシーンで始めたいか、希望はある？

結希：夜の道をトボトボと、ケイトさんの家に向かうような……そんなのかな。こう、ため息をつきながら。

ＧＭ：じゃ、そんな感じで（笑）。……クリスマスも近いせいか、商店街では人々が楽しげに行き交っていた。だが、そんな楽しげな喧けん噪そうも、キミの耳にはどこか白々しく聞こえる。

結希：（死ぬほどうらやましそうに）楽しそうだなぁ……。

永斗：く、暗い（笑）。

ＧＭ：キミの足は、ケイトの家のほうへと向かっていた。好きな人にすがりたい、そんな気持ちでいっぱいというところか……？

結希：でも……今近づいたらケイトさんまで迷めい惑わくが……なんてことを考えて、もにょもにょして、ちょっと足取りは重いです。うー……やっぱり会わないほうがいいのかなあ。

ＧＭ：ケイトの家に向かいながらも、キミの心はまだ決まっていない。そんな中、キミは気づく。商店街から少し離はなれた場所を歩く、ケイトの姿に。

結希：え？

ケイト：じゃあ登場します（ダイスを振る）。えー……僕は今、首をうなだれ、憔しよう悴すいしきったかんじでボロ雑ぞう巾きんのごとく、身体を引きずるように歩いている（笑）。目もうつろです。

永斗：ケ、ケイトが壊こわれてる（笑）。

司：ま、まあ……立て続けにいろいろあったからなあ。帰る家もないし。……いや、俺たち三人はそんなこと、知らないわけですが（笑）。

ＧＭ：こんな時間なのに、家にも帰らず……どうしたんだろう？　そんな考えが、結希の心に浮かんだ。

結希：うー……しばらく考えたあと、追いかけて声をかけます。……ケイトさん？

ケイト：（少し驚おどろいたような声で）あ…………。

結希：顔を見て、ちょっと安心しちゃう。……ちょっと涙をこぼして、抱だきつ……。

ケイト：……そんな彼女を受け止められない。スッ、とかわす。

結希：ううっ!?

ケイト：（どこかよそよそしい雰ふん囲い気きで）薬王寺さん……ちょうどよかった。話が、あるんだ───と、近くの公園に行く。ええと……中央東公園（一同爆笑）。

永斗：中央なのか、東なのかはっきりしろ！（笑）




　お前が最初に言い出したんだ。一巻で。




ＧＭ：……ケイト。キミの心の中には彼女と会えたことで、うれしいと言う感情がわき上がるとともに、ブレーキがかかる。消える……自分の近くのものが全すべて消えていく。例のあの女の電話───それが突とつ然ぜん、心にリフレインする。

ケイト：〝あなたの大切なものをひとつずつ奪うばってあげる……〟

永斗：く、暗い話だ（笑）。

ＧＭ：そしてふたりは、誰だれもいない夜の公園へとたどり着いた。……重く、冷たい沈ちん黙もく。そんな空気がふたりを包む。

ケイト：ちょっと座すわろうか、と言って公園のブランコに腰こし掛かける。

永斗・司：〝キィ……キィ……〟（←ブランコがゆれる音らしい）

ＧＭ：こ、今回は寂さびしい演出が多いなあ。

司：寂しいっていうか……こえ───っ!!（笑）

ケイト：で、彼女に言わないといけないことがあるんだけど……なかなか話が切り出せない。

ＧＭ：重苦しい沈黙が続く。時間だけが、ゆっくりと過ぎていく。

ケイト：（意を決したように）……薬王寺さんっ！

結希：は、はい！

ケイト：疑ってるわけじゃないんだっ!?（一同爆笑）

一同：ちげーだろっ!?（大爆笑）

永斗：ひ、ひでぇっ!!（笑）

ケイト：い、いや！　言いたくなっちゃって……っ！（一同大爆笑）や、やり直します。

永斗：あ、キタねえっ!?　ずるいぞっ!!（爆笑）

結希：じゃあ、あたしから話を切り出す。あ、あのケイトさんに話があ……。

ケイト：いや、待って！　その言葉は遮ります。（ちょっと考えて）……薬王寺さん───ボクはもうキミとは会えない。

結希：ええええええっ!?　な、なんでっ!?　ここは、追いつめられたふたりがお互たがいをわかりあって協力を誓ちかうとこじゃないんですかっ!?

ＧＭ：ああ、なるほど。そーゆー方向性もあったねえ、うひひ（笑）。

ケイト：でも、今までの話の流れからすると合流するにはまだ早い。ここは僕が結希を拒絶するべきかと！（きっぱり）

ＧＭ：うひひ（笑）。

結希：うううっ!?　じゃあ、悲しげな顔をして……どうして？　あたしがなにか悪いことをしましたかあ……？

ケイト：（振り切るような口調で）───理由は、言えない。

結希：（嗚お咽えつをこらえるように）…………これっきり、なんですか？

ケイト：キミだけは失うわけには、いかないんだ───と、心の中で彼女に告げる。僕の近くにいれば、キミが狙ねらわれる。

司：そうだよな、それは口に出してはいけない言葉だよなぁ。

ケイト：拳こぶしを握にぎりしめる。で、せいいっぱい冷たい口調で───そうだ。もう、会えない……これっきりだ。

ＧＭ：ケイトも悲ひ惨さんだけど、結希もかなり悲惨だよな。

永斗：悲惨な話ですね。これ。

司：てか、結希も疑われっぱなし。見捨てられっぱなし。結希にくらべれば……俺は幸せだよ……（笑）。

結希：あたしは父親がわりだった長瀬さんも、お姉さんの葵さんももうこの世にはいません。そして部下のみんなも……大切な人は、もうケイトさんだけしか残っていないんです。

ケイト：背中で聞いて、無言で立ち去ります。

ＧＭ：残された結希は、疲ひ労ろうとショックで精神的にボロボロだ。

結希：それで、あなたが幸せになれるのなら、あたしはかまいません。でも、でも……（鳴咽をこらえながら）……心の中では、これ以上ケイトさんを引き留めてはいけないんだな……と、どこかで思います。（声を明るくして）あ、あはは、わかりました！

ケイト：うう!?　その瞬間！　振り向いて、薬王寺さん……！　と、声をかけ……。

ＧＭ：……そうになった時。




「あなたの大切なものをひとつずつ奪ってあげる……」




ＧＭ：……あの女の声が、ケイトの心にフラッシュバックする！

ケイト：うおっ!?　ぐぐ……やはり、声はかけない。我に返ったボクは昔のような表情、人と関わりを持たぬように感情を殺していたあのころの表情にもどって───。

永斗：暗い、暗すぎる（笑）。

ケイト：薬王寺さん、これでお別れだ───ぽつりと最後の別れを告げその場を去る。

ＧＭ：で、結希が振り向いた時、すでにそこにケイトの姿はなかった。

永斗：すべての悲しみを、涙を、洗い流そうとするかのように───雨が降りそそぐ。

ＧＭ：暗い…………。

司：暗い…………。兄貴、俺たち幸せだよ！（爆笑）

結希：たぶん、これでよかったのかも……と、思いつつその場を去ります……。

ＧＭ：（シリアスなナレーション風の口調で）自分以外、誰もいなくなった公園───キミはそう思い直し、ケイトとは反対方向へと歩き出す。ひとり……立ち去る結希に、いつまでも冷たい雨が、降り注いでいた。

司：菊池さん、演出が細かい!?（笑）盛り上がってますね？（笑）

結希：……ここで足を止めて、最後にもう一回だけ振り返って言います。




「───さよなら、ケイトさん」




　　　　＊　　＊　　＊




一同：暗──────いっ!?（爆笑）

結希：は、はうう……っ、シーンを作ったら状況が悪化したあ～あっ!?

司：あのさ、それはそれとして兄貴？　気がついた？

永斗：なんだ？

司：支部長の〝大事な人リスト〟の中に、俺たち入ってなかったんだけど？（一同大爆笑）部下より下っ!?（大爆笑）




　先ほどの結希のセリフを読み直していただきたい。




永斗：いや俺も、言うかな～呼ばれるかな～と思ってセリフ聞いてたんだけど……言わなかったね？　ん？　どおゆうことかな～あ？　あー？

結希：あ、いや……（笑）。

司：俺たち、幸せになろうねっ、兄貴！（爆笑）

永斗：ちなみに結希だけじゃないぞ。ケイトも、俺たちのことをまったく思い出さないあたりが最高だ（一同爆笑）。

ケイト：いや、その……っ、落ち着いてくれ！　キミらのことを思い出すとな、面白くなっちゃうんだ（一同爆笑）。

永斗：ありがとう。その言葉だけで十分だ。死んでしまえ（笑）。










◆Scene 06◆　造られた、色


Scene Player────上月永斗






　雨。

　冷たい、冬の雨。

　灰色に霞かすむ街並みの中……その廃ビルの屋上で───。




　ふたりは、無む駄だにかっこつけていた。




ＧＭ：……さて、次のシーン。シーンプレイヤーは永斗だ。さっきの結希と別れたあとの、調査シーンだ。

永斗：じゃあ侵蝕率を上げるぞぉ……（ダイスを振る）……９。50を越えた。

司：こっちは５点だ。なんか今日は全然振るわないな。51だ。

ＧＭ：よし、じゃあシーンを始めよう。場所は……。

永斗：無駄にかっこいい演出で！　無駄に！

ＧＭ：無駄にかっこいいのは大事だ（笑）。じゃあ……。

司：俺、傘かさをささないで、服についてるフードかぶってる感じで！　そして、兄貴と背中合わせにボソボソと話をしよう。

永斗：俺は降る雨に打たれっぱなし、コートのポケットに両手をつっこんで、口もとに余よ裕ゆうの笑みを浮かべている。

ＧＭ：では……場所は廃ビルの屋上。その中央で、ふたりは背中あわせに言葉を交わしていた。永斗の髪かみは雨に濡ぬれ、しずくが頰ほおをしたたる。

永斗：（渋い笑みを浮かべて）───司。

司：ああ。

永斗：（死ぬほど渋い声で）……冷たいな。日本の、雨は。




　ほんとに無駄にかっこいいぞ。




司：で、これまで聞いた事件の話……なんか繫つながりそうで、うまく繫がらない。なんか大事な情報が抜けてる気がする。

永斗：そうなのか？

司：そうなんだよっ！（笑）えっと、「Ｓ市で起こっている事件」について情報判定を行ないたいんですが。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ、［情報：裏社会］か［情報：ＵＧＮ］で振ってくれ。

司：うい。んー……［ＵＧＮ］だと支部長さんと同じ情報しかもらえそうもないから、［裏社会］で！（ダイスを振る）……達成値は10！

ＧＭ：……ＯＫ。司は、追加情報を手に入れた。それは司が言ったとおり、このＳ市で頻ひん発ぱつしているいくつもの事件……それらを関連づける内容だった。

司：というと？

ＧＭ：一見すると、被ひ害がい者しやにはなんの共通性もないように見えたが───。

司：あったんだな？　法則が？　例の〝こいのぼり女〟について？

ＧＭ：……いや、それではない。この事件の被害者の関連性についてだ。被害者は、その共通項を調べると、大なり小なりある特定の人物に関連した人間ばかりなのだ。その特定の人物こそ───〝檜山ケイト〟。

ケイト：おわっ!?

司：……ケイト？　支部長に関しては？　……って、あああああああああ！　そうか、そーゆー話かっ！（笑）

永斗：……やはりな。

司：わかったのか？

永斗：……やはりな。

司：わかってないんだろ？

永斗：さ、わかりやすく解説するんだ、司（一同大爆笑）。

司：誰だれかが、ケイトに関連のある人間を殺してまわってるんだよ。いや、ケイトのシーンを見てれば、まさにそのままなんだが……ケイトの心のよりどころとなる、人間───つまり、ロイスを全ぜん滅めつさせるために。

ＧＭ：そーゆーことだね。霧谷が言っていた、すべての事件はひとつに繫がっているような気がする、と言ったのはまさにそのことだ。

永斗：いや待て。クラスの同級生、記憶失ってたよな？　あれ、ケイトのロイスか？

司：ちがうだろ？　ロイスってのはあくまでルール上のデータだからな。敵は、ケイトに関係する奴やつを片かたつ端ぱしからつぶすつもりなんじゃねーのか？

永斗：なるほどな。……あ？　じゃあ……。

司：気づいたか？　支部長さんの事件も、ケイトをねらいうちした、その一連の事件のひとつにすぎないんだ、たぶん。

永斗：つまり、ホントの目的は支部長ではなく、檜山ケイトか？

司：そう考えるとつじつまがあわないか？

ＧＭ：うひひ（笑）。そのとおりだ。敵はケイトのロイスを消去し、彼を自分たちの世界に引き込む───まちがいなくそれが目的だろう。

結希：なんでそんなことを!?　なんでわざわざケイトさんをっ!?

ＧＭ：さあ……そこまではわからないね。

司：で！　プレイヤー発言で言わせてもらえば……ケイトのシーンに出てきたあの壊こわれた女が、支部長を追い込んだ犯人だな。キャラクターとしてはその情報、つかんでないけど（笑）。

永斗：たしかにな…………あ？

司：あ？

永斗：司、兄ちゃん思い出した。

司：なにを？

永斗：ノーブル・グレイだ（一同大爆笑）。こいつの情報、まだ調べてない（笑）。

司：とっとと調べろよっ!?（爆笑）

永斗：じゃあ、俺はノーブルグレイというのを調べてみよう。

ＧＭ：うい（笑）。じゃあ、［情報：裏社会］かな。

永斗：（ダイスを振る）……10だ。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。んじゃ、ここは演出しよう（笑）。……ふいに、キミたちしかいないはずの、この屋上の片かた隅すみで「お待たせしました」と、声がする。

永斗：（渋い声で）……フ、トンプソンか？　いや、ジョニーだったかな。まあ、ネームレスでいいか（笑）。周囲を見回せば……。

司：こんどはなんだ？　犬か？　猫か？　カラスか？　スズメか？（笑）

ＧＭ：いや、周囲を見み渡わたしても誰もいない。だが、永斗はこの屋上にひとつだけ気になるものがおいてあるのに、気づいた。

永斗：ほう……なんだ。

ＧＭ：金きん魚ぎよ鉢ばち。

司：…………。

永斗：…………。

司：じゃあ、その前にシリアスな顔で座り込んで…………ほんとに、これ？（爆笑）

永斗：兄ちゃんもさすがに今回ばかりは、確信が持てん。

ＧＭ：だが、それは一瞬で確信へと変わる。「───お待たせしました」金魚鉢の中にいた一匹のフナが……。

一同：フナあっ!?（大爆笑）

司：ど、どーやってここに!?（笑）

ＧＭ：（あくまでも慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに）「あなたたちが、ここに来ることは予想しておりました」

永斗：（どこまでも渋い声で）俺も、お前がここにいるだろうと、思っていた（爆笑）。

ＧＭ：そしてフナは礼儀正しく懐から封筒を取り出し、永斗に手渡した（一同大爆笑）。

永斗：俺は、平然とそれを受け取る（一同大爆笑）。

司：あ、兄貴……。

永斗：（書類に目を通して）……やはりな！　司……読め。

司：うしろを向いたまま、さめざめと泣きながら受け取るからな（笑）。

永斗：それはそれとして早く読め！　読んでくれ!!（笑）

司：じゃあ、パラパラと……で、なにが書いてある？

ＧＭ：……あ（笑）。その報告書には、まさに〝ノーブル・グレイ〟のことが書いてあるな。〝ノーブルグレイ〟───本名：神崎灰枝かいえ。

司：神崎？　神崎って……あの神崎葵の神崎？

ＧＭ：うん。その神崎葵の複製体は、結希の他ほかにも存在したことが書かれている。

司：じゃあ、その灰枝ってのも……ファルスハーツのエージェントか？

ＧＭ：いや、資料によれば灰枝は〝所属不明〟となっている。どうやら、ファルスハーツやＵＧＮの所属ではない。

永斗：裏が見えない……というわけか。

ＧＭ：そして……司の推理は正しかった。灰枝は、ケイトを最終日標としてこのＳ市でさまざまな事件を起こしている。殺したり、なんらかの方法で記憶を消し去ったり、ね。

永斗：それが、神崎灰枝の能力か？

司：…………。

永斗：どうした、司？

司：今、いやなこと思いついちった。

永斗：いやなこと？

司：うい。その〝ノーブル・グレイ〟は、ケイトの関係者を次々襲おそってるんだろ？　しかも、なんかケイトに見せつけるカタチでさ。

永斗：それが？

司：兄貴、メキシコで言われなかったか？　日本へ行け、って。

永斗：そのとおりだ。

司：ひょっとして…………次に襲しゆう撃げきされるのは……。

永斗：（裏返った声で）お、俺たち殺されるぅうううううっ!?（一同爆笑）

司：ひょっとして兄貴と俺がくっついているこの状況は…………ヤバイっ!?

永斗：これは、敵の描いた……シナリオ通りっ!?

ＧＭ：「───その通りよ」（一同大爆笑）ビルの屋上にある給きゆう水すい塔とうの上、いつのまにか、ひとりの少女が立っている。前髪をあげ、カチューシャで止めたその少女……その体型は、まさに───〝こいのぼり〟

司：じゃあ、俺はチッ、と舌打ちして金魚鉢を安全域までけ飛ばす！

永斗：〝コーン………………ガシャアアアァン!?（←金魚鉢が割れた）〟うおっ、ネームレスっ、ネームレスがっ!?（一同爆笑）

司：考えてみりゃ端たん末まつだから大だい丈じよう夫ぶだよ!!　で……その女は───。

ＧＭ：「わたしの名前は神崎灰枝───もう、ご存じかと思いますけど」

永斗：貴様が〝ノーブル・グレイ〟か!?

ＧＭ：「（不敵に）そう……〝ガンズ＆ローゼス〟？　わざわざ、日本に来てくれてありがとうございます」

永斗：（渋い声で）───どういたしまして（一同大爆笑）。

ＧＭ：「……では、あなたたちの記憶、消去させていただくわ？」……もうわかっているとおり、この灰枝も結希や葵にそっくりの……言うなれば灰色の〝こいのぼり〟。

司：ほんとにまだ……いやがったのか、複製体が！　───いや、でもそんなことより……。

永斗：（驚きよう愕がくの声で）……ああ、一年前の結希と同じく、まったく成長がねぇっ!!

結希：えーん!!　すん、すん、すん（泣）。

司：そーいえば、支部長も一年経たって、ぜんぜん成長がねえな。

結希：ガ───ンっ!?（一同爆笑）

司：あ、ああ……だがな、こいつは葵クラスのオーヴァードだろ……？

永斗：……司、気合いいれていけよ？

ＧＭ：……と、キミたちが警けい戒かいしていると、周囲から別の声。「これが噂うわさの上月兄弟？」「あはは、そうみたいだよー」「……たいした力は、感じぬが？」

永斗：な、なんだ？　新手か!?　なんか萌もえキャラ口調な奴がまざってるが!?（笑）

ＧＭ：周囲を見回せば、屋上に張られたフェンスの四よ隅すみに───それぞれ、少女が不適な笑みを浮かべて立っている。そう……四人の、〝こいのぼり〟が。

一同：なにいいいいいいいいいいっ!?

結希：ま、まだこんなにいるのおっ!?

ＧＭ：……そう。結希と同じ顔を持つ、新手の四人。彼女らはそれぞれ、みずからの名前が象しよう徴ちようする色の服をまとい、不敵な笑みを浮かべていた。すなわち黒の千ち影かげ、紅の朱しゆ里り、黄き緑みどりの萌もえ───。

一同：黄緑かよっ!!（爆笑）

永斗：び、微妙な色だ（笑）。

ＧＭ：そして、残るひとりが、黄色の……。

永斗：───黄麗ホアンリー。

司：なんでいきなりひとりだけ中国人なんだよっ!?（笑）

ＧＭ：そして最初に現われた───灰色の灰枝。五人の〝神崎の娘むすめ〟たち。「さあ、あなたたちの記憶、いただきましょうか？」

司：じゃあここで再び背中合わせになり、無駄にカッコつける俺たち（爆笑）。

永斗：（渋い声で）……面白い、貴様らごときザコが、この俺たちにかなうと思うのか？

司：……とはいえ、な。〝葵〟クラスが五人だぞ？
















永斗：ああ、圧あつ倒とう的てきな侵蝕パワーだ。

司：なんだよ侵蝕パワーってっ!?（一同爆笑）

永斗：（無む視しして）……ち、レネゲイドクロリアン値が尋じん常じようじゃねぇ。

司：だから勝手に専門用語つくんなよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「敵を前に……無駄口をたたくとは！」千影が、叫んだ。……さあ、戦せん闘とうだ！

永斗：（渋くつぶやくように）……フ、言っておこう。お前たちの力では、俺たちにかなわん……とな。




　永斗が、不敵な笑みを浮かべた───。




　　　　＊　　＊　　＊




　五分後。

　永斗と司は大地に転がり、きっちり記憶を消されていた。

　そんなふたりに寄り添うように……司のわきに───。




　あわれな一匹のフナが、死んでいた。










◆Scene 07◆　生きている、理由。


Scene Player────薬王寺結希






　結希は、立ちつくしていた。

　雨が降りしきる夜の公園で、いつまでも。いつまでも───




ＧＭ：さて。ふたりの楽しい負けっぷりから一転……暗いシーンだ（一同大爆笑）。シーンプレイヤーは結希、場面は……公園。さっきのキミのシーンのすぐあとだ。

結希：はい……。

ＧＭ：……冬の雨。傘かさも差さず、結希はうつむいたまま、公園で立ちつくしていた。その顔は、泣き顔のような……笑顔のような、そんな複雑な表情を浮かべたまま。

結希：あたしには、もうなにも残されていない───そんなことをつぶやきながら……あきらめきれなくて、公園にまた戻っている。

永斗：（渋い声で）……雨の中ひとり、ブランコに乗って……〝キィコ……キィコ〟（笑）。

結希：さ、さびしい!?

ＧＭ：その時、ふいに現われる人の気配。いつのまにか、見覚えのないピンク色の傘をさす少女がひとり、キミの前に立っている。

結希：……？　あたしになにか、ご用ですか？

ＧＭ：「……ええ、用があるのよ。〝グリーン〟」

一同：グリーン!?（笑）

ＧＭ：言いながら、傘がスッ、傾かたむけられ、そこに少女の顔があらわになる。その顔は……。

司：結希のことを色で呼ぶってことは……。

ＧＭ：そう、それは髪かみ型がたこそちがうものの、まるで鏡をみたような少女の顔。彼女は優やさしい笑顔のまま、言う。「……私の名は、灰枝かいえ。神崎灰枝よ」

結希：神崎って……やっぱり複製体がいたのね？　じゃあ、ケイトさんになにかひどいことしてるのってあなたっ？　もしかしてあたしのまわりで起こっている出来事、ぜんぶ……。

ＧＭ：灰枝は、驚いた声で言う。「ちがう……私は、ケイト様を導くために動いているの」

結希：は？　それが、あたしのまわりで事件起こすのとどーゆー関係が……。

ＧＭ：「あなたは死ぬの。ケイト様のために、ね」彼女は、笑顔で言葉を続ける。

結希：？　なんだかよくわからないけど……なにも知らないままは、死ねない。

ＧＭ：「ほんとは、そこに立っているのは葵ブルーのはずだった。私もケイト様の横に立つのが葵ならいいと思った。あの人のことは、尊敬していた。───それがなぜ、あなたなの？」

結希：なぜって……だから、あたしを殺してあなたがケイトさんの横に立ちたいの？
















ケイト：あ、ここで、結希の心の中で僕の声がオーバーラップします。〝キミとは、お別れだお別れだお別れだ……（←エコー）〟（一同大爆笑）

ＧＭ：「……勘かん違ちがいしないで。わたしは、ケイト様がほしいのではない。あの方を、真の覚かく醒せいに導くために動いているといったでしょう？　あの人は、こんな世界の中でうもれ、死んでいくような御お方かたではない。だから……はやく偽いつわりの日常から、出て行かねばならないの」

結希：ちがう。あの人はこの日常の世界を愛し、求めていた。あなたの思いちがいよ。

ＧＭ：「安心して。あなたもすべてを知れば、喜んでその命を捧ささげるコトになると思うわ」彼女は恍こう惚こつとした笑顔で、そう言った。

一同：こえ───っ！

ＧＭ：「これはずっと昔から決まっていたことよ？　レネゲイドウィルスも、ＵＧＮも、ファルスハーツも。そのすべてはケイト様のために生み出され、存在しているの」

結希：……は!?　な、なに言ってるの？

司：き、規模がだんだんでかくなってまいりました。

ＧＭ：「あの方を導くためにために……ああ、私は、私は───」さらに恍惚とした表情を見せ、笑顔で雨の空を見あげる。

司：だ、だんだんやばい奴になってまいりました（一同爆笑）。

結希：え、あう……は、話が通じない。というか会話になってない……。

ＧＭ：「あなた、無残に死ぬと思うけど、その時は……よろしくね？」

結希：あ、あの人のために死ねるんだったらそれでも、いい。でも！　それによってあの人が傷つくんだったら、あたしは最後まで闘……。

ＧＭ：「人は、傷つきながら成長するものよ。あなたにはその礎いしずえになってもらうだけ。だから……」言葉と共に、ふいに周囲に霧きりが立ちこめ始め、灰枝の姿を覆おおい隠かくしていく。

結希：ちょ、ちょっと待って！　まだ聞きたいことが……！

ＧＭ：そんな言葉を無む視ししてくすり、笑みを浮かべ───灰色の霧の中に、彼女の気配が消えていく。そして、結希に残される最後の言葉。




「今晩、ケイト様を迎むかえにいく。そして……

　　　───あなたは死ぬために、生きている」




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：というわけで、このシーンは終しゆう了りようだ。

結希：なんなの今の!?　……ううー！　相談したいけどケイトさんには会えないし!!

ＧＭ：キミ、えらい勢いで孤こ立りつしてるもんな。信しん頼らいできるのは、永斗と司くらい。

司：と、いいつつ。俺たちも記憶を消されているわけで。

結希：あ、あうううう……!?










◆Scene 08◆　立ち上がる力


ScenePlayer────上月司






　街を覆い尽くす、灰色の霧。

　それはまるで生きているかのごとく、世界を一色に塗ぬり込こめていた。

　その中に、空くう虚きよな足音だけが響ひびいていた───。




ＧＭ：というわけで、次のシーンだ。シーンプレイヤーは司だが、永斗も登場だよん。

司・永斗：ういうい（ダイスを振る）。

ＧＭ：キミらは今、霧に覆われたこの冬の街を、歩いていた。心に残る、違い和わ感かん。そんなものを抱かかえながら。

永斗：コツコツ……俺たち兄弟は、なぜか無言で家へと向かっている。

司：……なにか、大事なことを忘れているような気がする。

ＧＭ：───ふいに。灰色に霞む街の風景で、キミたちはその人ひと影かげに気づく。そう、それはまるでこいのぼりが直立不動で歩いてるかのような（一同爆笑）……少女の影。

結希：はにゃー……（←登場）。

司：あの鳴き声は！（一同爆笑）

永斗：む、俺はその気配におもむろに跳ちよう躍やく！　そう、記憶を失ってはいるものの、歩く結希に、灰枝のおもかげをみるのだ。〝チャキ……〟（渋い声で）───動くな。

結希：はにゃっ!?

司：なにやってんだ、兄貴！　それ、支部長さんだろ！

永斗：え、あ、そうか。そうだな、支部長さんだ。……俺はなにをしているんだ。

結希：び、びっくりした。永斗さんですか。伝説の暗殺者に狙ねらわれたら、助かりませんよ。

永斗：ははは、なかなかいいことを言ってくれる。みんな、なかなかそう言ってくれんのだ。

結希：あ。あのう……ちょっとおふたりに確認したいことがあるんですが……。

永斗：なんだ。

結希：ケイトさんのこと、なんですが。

司：………………は？

永斗：………………けぇ、いと？　ほわっちゅあねえむ？　♪ちゃらっちゃっちゃちゃら、その名はその名はー♪（一同爆笑）

ＧＭ：わけわかんねーよっ！（笑）

結希：檜山ケイトさんですよお！　クラスメイトだったじゃないですかあ!!

司：ひ……やま？

永斗：だれかとまちがえているんじゃねえか？

司：だな。だいたい、ずぶれぬれでどうしたんだよ。帰って休んだほうがいいぜ？

永斗：ふむ。懐ふところからバラを出してぎゅいーんと変形、番ばん傘がさがばさり。

結希：うう、人の優しさが身にしみる……って、いやそうじゃなくて。まさかこれが……。

司：わりいんだけどさ、ほんとにそんなやつは知らないんだ。

ＧＭ：「今晩、ケイトさんを迎えにいく───」結希の心に、よみがえる灰枝の言葉。

結希：あ、あうう……このふたりしか頼たよりになりそうな人、いないのにいいい！　あ、じゃあ……ここ数時間以内に、あたしによくに似た人にあってません？

司：ふうむ…………ああっ！

結希：なにか思い出したっ!?

永斗：（渋い声でざーとらしく）そういえば、フナが死んでいたな（一同爆笑）。

司：（ざーとらしく）金魚鉢をけっとばしたおぼえがあるな（一同大爆笑）。

永斗：（ざーとらしく）なんでこんなこと、思い出すんだろう。

司：……ああっ、記き憶おく喪そう失しつロールプレイ、おもしろいっ！（笑）

ケイト：……この時、僕はボロボロになって街をさまよっている。そんな風景が、結希の頭の中によぎります（一同爆笑）。

結希：あううっ!?

ＧＭ：勝手に人の脳内に登場すんなよっ!!　侵蝕率上げとけ!!（一同爆笑）

司：ケイト……でも、たしかにどこか心にひっかかるな。

ＧＭ：……その時だった。〝ガサリ〟。永斗はその懐に、なにか違和感を感じた。

司：あ、ああ……報告書か!!　ネームレスからもらった！

永斗：んじゃ、がさがさと取り出して……（渋い声で）なんだ、これは？　報告書？　ペラリめくって、ふうむ……司、パス。

司：いきなりパスかよっ！（爆笑）と、とりあえず読むぞ。ぱらり……と。えー……なになに。長瀬明に……神崎葵……あ？　神崎灰枝？　だれだ、こら。俺たちそいつのこと、調べようとしていたのか？

永斗：そうなのか？

結希：じゃあここで、自分の知っていることをあらいざらい、しゃべりましょう。

永斗：……ケイトとやらと、俺たちは会ったこともあるように書かれてるぞ？

司：支部長さん、あんたを疑うわけじゃない。……が、そいつと会ってみないことにはなあ。

永斗：あ、そうだ。そいつと知り合いってのなら、携帯に番号がはいってるはずだ。

結希：……ケイトさんには連絡取りづらいけど……わかりました。メールをおくります。

ケイト：無視します。

結希：はにゃっ!?

ケイト：僕はその時、Ｓ市の開発指定された誰もいない土地に、雨の中でひとり、座り込んでいる。ここだったら、知り合いに……会わずにすむ。僕のことを忘れている、という事実を突きつけられずにすむから。

ＧＭ：ケイトの全身をたたく、冷たい冬の雨。携帯電話の着メロだけが、むなしく鳴り響く。

ケイト：僕は、虚空を見つめる目をしながら……無意識に携帯を見るけど……反応しない。

ＧＭ：そしてケイトの前に、おもむろに立つ、人影。そのピンクの傘をさした少女は、おそらくは笑顔で、言う。「……お迎えに、来ました」───って！　ケイトのシーンになってる！（笑）ケイトはあとで演出するので、今は結希たちの場面に戻そう（笑）。

結希：ピンクの傘！　さっきの子!?　え、あ、うう……ケイトさんの居場所を探さないと！

司：なにあわててんだ？

結希：いや、だから……！

ＧＭ：わはは、記憶を失ったぼんくら兄弟は、彼を救い出す、というモチベーションないからなあ。結希がなんとかしないと（笑）。

結希：じゃあ……もう自分の心をおし殺して……これで最後にするから、と。さがしにいく。あ、支部の施設に戻ってケイトさんの目撃情報を調べますう!!

ＧＭ：ＯＫ、じゃあ［情報：Ｓ市］で調べてもらおう。

結希：はい！（ダイスを振る）










◆Scene 09◆　世界の支配者


────マスターシーン






　その暗い部屋の中。

　品のいい、古い木の椅子に男は腰かけていた。

　灰枝は、男の背後から首に手をまわし……ねだるような笑みを浮かべた。




ＧＭ：……と、ここでおもむろにマスターシーンが入る。

司：おお。

ＧＭ：今、暗闇の中で、ふたりの人影が、言葉をかわしている。……ひとりは、品のいい紳士。もうひとりは、灰枝。紳士は、優しい笑顔を浮かべ、灰枝に語りかける───。




「もうすぐ、ケイトが十八歳の誕生日を迎える。すこし予定より早いが───お前の成すべきことは、わかっているね？」

「ええ───お父様。わたくしはケイト様のために生きています」




結希：……お父様？　親代わり、ってことかな。




「お父様、質問がひとつあります」

「……なんだね？」

「結希を、ケイト様から切り離す方法ですが……記憶を消すだけに、留とどめますか？

それとも、殺しますか？」

　紳士は、その質問に優しい笑みを浮かべ……。

　愛いとしい我が子を愛するかのように───言った。




「……結果は変わらない。お前の好きに、しなさい」




結希：はにゃあああああっ!?

司：や、優しいパパだ！

ＧＭ：その暗闇の中、灰枝はすっくと立ち上がる。「……では、ケイト様を迎えにいってきます。薬王寺結希に関しては───」




「記憶をきっちり消してから、殺してあげる。あの、ちえりって女と同じように」




　立ち去り際……ほくそ笑みながら、灰枝はつぶやいた。










◆Scene 10◆　霧きりの中の邂かい逅こう


Scene Player────檜山ケイト






　それは、ケイトの心の中にある記憶。

　けっして、失ってはならないものだった───。




ＧＭ：では、次のシーンを始めよう。さっき言ったとおり、ケイトのシーンだ。場所は……人気のない、Ｓ市の開発指定地区だっけ？（笑）その資材置き場かなんかで、キミは座り込み、呆ぼう然ぜんとした表情で空を仰あおいでいる。

ケイト：（つぶやくように）ここなら、僕はいることができる……。

一同：暗っ！

ＧＭ：……空を覆おおう灰色の雲と、周囲に立ちこめる霧。冷たい冬の雨が、キミの身体にしみ通り……。

ケイト：さあ、ここで始めるぞ！　回想シーン！

一同：回想シーンかよっ！（笑）

ＧＭ：幸せだったころのことを、雨に濡ぬれながらぼんやり考えてるような演出シーンか（笑）。

ケイト：です。……この時、僕の心の中で、結希との思い出がよみがえっている。……初めて彼女が転校してきた時のこと。体育の授業中、彼女に任務に誘さそわれたときのこと───。第一話のリフレイン（笑）。それと、第二話からほほえましいシーンとして、祐一が入院している時のはんにゃになってるところ。「ち、ちがうんだ、薬王寺さん！」（一同爆笑）

司：ほ、ほほえましいのか、あのシーン（笑）。

ケイト：そして、葵さんとの決戦シーン。

ＧＭ：ぽろり、音のない世界で葵のこぼした涙。そして、最後の微笑み───。

一同：……。

ケイト：（シリアスな声で）……この十ヶ月。すべての記憶が思い出される。そう、結希と水族館でデートした、あの日とか。

ＧＭ：ちょっと待て。なんだそのシーンは。

ケイト：いや、リプレイに書かれていないこの十ヶ月ほどの出来事を演出する（一同爆笑）。




　……ここで水族館、動物園、プラネタリウム、映画館、遊園地などなど、実にベタベタなデートシーンが次々と演出されたのだった（笑）。




ケイト：……そして、舞台は最近になる。……朝。母さんが出てきて、ちえりさんが挨あい拶さつしてくれて……楽しい会話が飛び出て……。そんな楽しげな風景がブラックアウトして、すべては闇やみの中に飲み込まれていく。

ＧＭ：そんな闇の黒の中で、ポソリ、紡つむがれる少女の言葉。




「あなたの大切なものを、ひとつずつ奪うばってあげる」




ＧＭ：……その言葉と共に、映し出されるちえりの死体。

ケイト：ちえりさんが死んだあの日。毛布で覆い隠されたタンカが救急車に運ばれていく。この時、ほんとはそんなことしてないけど、この回想シーンの中で僕は、毛布をはぎ取る。それは───。

ＧＭ：横たわった、結希。

結希：そ、それこわい。

司：それ、祐一だったらがっかりだな（一同爆笑）。

ＧＭ：ちゃちゃをいれないよーに（笑）。

ケイト：僕は、自分が失ってしまったものの重さをかみしめ。……失ったものは、もうとりもどせない。そんなことを感じつつ───誰だれも、傷きずつけたくないのに。ぽつりと、つぶやき……ここでおもむろに、現在に戻る。僕は降りしきる雨に濡れて、座り込んでいる。

ＧＭ：そんな回想と妄もう想そうを繰り返すキミの眼前。ふいに、声がかけられる。「……そう、あなたはもう、誰も傷つける必要はない」雨の中、ピンクの傘かさをさした少女が立っている。

ケイト：じゃあ、がばっと起きあがって叫ぶ！　どーゆーつもりだ！　僕から大事なものを次々奪っていって！　お前が……お前……っ！

ＧＭ：その言葉を聞いた灰枝は、悲しげに言う。「───奪ったなんて……そんな哀かなしいこと、言わないでください」

ケイト：……あ？

ＧＭ：「あなたは、まだ知らないだけなんです。本当のあなた自身を」……ポロリ、涙を流して。「すべて、あなたのためにやっているのに」

ケイト：僕の大切なものを奪っていくのが、僕のためだっていうのか。

ＧＭ：「あなたは、この世界の中心に立たねばならない人なの。これが、この地球という星が生まれた時より、定められていたこと」

司：な、なんかまた電波なコトをしゃべりだしたぞ……（笑）。

ＧＭ：「だから、私と一いつ緒しよにいきましょう？　ね……？」

ケイト：……断わる！

ＧＭ：その返答は、彼女にとって、心底意外なものだったらしい。驚おどろきの表情を浮かべて……困こん惑わくしたように、言う。「断わられると……その、困る」

永斗：うおう（←萌もえた）。

ＧＭ：「ね、そんなわがまま言わないで───お願いだから……」灰枝は、困ったような笑顔でケイトに手をさしだし……。

ケイト：うるさい！　と、手をはらう！

ＧＭ：「……。無理やりにでも、連れていかなきやいけないのかな」一いつ瞬しゆんだけ悲しげな顔をして───「うん、でも大だい丈しよう夫ぶ。心配しないで。来てくれれば、あなたはきっとわかってくれるよ」そして、笑顔を見せる。「そこには、あなたの居場所があるから」

ケイト：うるさい、うるさい、うるさいっ！　ちえりさんを殺し、かあさんの記憶をうばい！　そして、結希を僕から引き離そうとした。キミの想いに応こたえることは、できない！

ＧＭ：「うん、そうだね。でも、それがあなたのためだって、すぐにわかってくれるよ。だから───」言いながら、彼女は瞳ひとみを閉じ、ケイトの身体にその細い両腕をからめ───。

結希：……それ以上、ケイトさんの心をふみにじらないで！　と、登場！（ダイスを振る）

司：俺ら兄弟も結希にひっっぱられて登場！

ケイト：……結希っ!?　それに……永斗さん！　つかちゃん！

司：で、あれがそうなのか？　ケイトとかいうやつ？

ケイト：つ、つかちゃん？

結希：思い出してください!!　一緒に闘たたかった……仲間じゃないですか！

司：て、言われてもなあ……お、思いだすきっかけをなんか……！。

ＧＭ：「……むだよ。その人たちが記憶を取り戻すことは、できない」

結希：いいえ、灰枝さん…あんたに、絆きずなの深さを見せてあげるんだから！

ＧＭ：「できるものなら、ね」灰枝が笑えむと同時に、周囲の霧が急激に深くなっていく。

司：……灰色の霧？　こ、これはどこかで───うおお、記憶を取り戻すのに、もうひとつ決定的ななにかを……!!

ＧＭ：そうだね（にやり）。さあ、考えろ……人と、人との心を……思いを結びつける方法を！　結希が、灰枝に殺される前に、ね。

結希：はう！

ＧＭ：これから戦いに突入する。その中でケイトの侵蝕率は１００％を大きく越えるだろう。灰枝を倒たおしても、結希が殺されたらそれでゲームオーバーだ。ケイトはロイスを失い、もはやジャーム化はさけられまい。それで敵の目的は達成される。そして、結希を護まもるためには、司、永斗の協力が必要だ。だが……。

司：（ざーとらしく）え、えーと……なんで支部長がふたり？

永斗：（ざーとらしく）うんうん。ふしぎふしぎ。

ＧＭ：……と、ふたりはこの状態だ（笑）。

ケイト：うお！

司：考えろ考えろ考えろ……。

永斗：がんばれ司！　司っ、司っ、司っ……♪（←パンパンパンとリズミカルに手て拍びよう子し）

司：てめえも考えろよっ!?　……って、あ？（←なんか思いついた）

ケイト：あ！　もしかして……。

司：うん、たぶんそうだ。

永斗：うんうん。それだ。

司：…………兄貴、実はわかってねえだろ。

ケイト：じゃあここで灰枝に言います。……灰枝、記憶を消したといっても、僕と仲間たちの〝絆〟は、キミが考えている以上に強い。意識のうわべだけ操作したって、この〝絆〟の深さを断たち切ることなんて、できやしないんだ。

ＧＭ：「ふうん？　でも、見てのとおり消えていますよ？」

ケイト：じゃあ、今から、〝絆〟の強さを……みせてやる！　ここで《ワーディング》＆《完全獣じゆう化か》を発動！

ＧＭ：《完全獣化》はともかく、こんな一いつ般ぱん人じんのいないところで《ワーディング》!?

ケイト：そうだ！　……ブルー・ビーストと闘った時の、葵さんと闘った時の───そんな過去の、すべての記憶と想いをこめた《ワーディング》だ！

ＧＭ：うお！（笑）灰枝は少しあせった表情で、周囲にひろがっていく結界を肌で感じながら……叫ぶ！　「こ、これは……〝想いを乗せた結界〟だとっ!?」（一同爆笑）

司：じゃあ、ここでケイトと相対する灰枝を葵に見立てて、俺の心の中に忘れたはずの過去のシーンがフラッシュバック！（笑）この光景は……!?（笑）

永斗：な、なんだこの風景は！

ケイト：ここで、司、永斗に……ロイスを結ぶ！

結希：ああ、なるほどー！

ケイト：そう！　これが、人と人の繫がり───ロイスだ！（一同爆笑）

ＧＭ：司、永斗の心の中で、なにかがはじけた！　これまで、薄うすい膜まくがはっていたいたような心の中が、澄すみ渡わたっていく……！

司：……ケイトっ!!　と、ロイスを結ぶ！

永斗：同じくっ!!

ＧＭ：「ばかな！　記憶を、意識を取り戻したというのっ!?」

永斗：（渋しぶい声で）ああ、すべてを思い出したぜ？　なかなかえげつねえ手を使うじゃねえか。ああ？

ＧＭ：「……」

司：きっちり、仕返しはさせてもらうぜ？

結希：……ふたりとも！

ＧＭ：「……少し、驚いた。まさかあの方からお借りした力を、こうもやすやすうち破るなんて───ね」

ケイト：あの方？

ＧＭ：「かわいそうな、ケイト様。でも、ご安心ください。あなたが、新しい段階へと昇華するために……私は、この三人を───殺す！」同時に、灰枝の周囲に表われる四つの人の気配。

永斗：ほう、現われたな───神崎葵の複製体ども。今回は、前のようにはいかねえぜ？

ＧＭ：「ふうん？　だと、いいね？　ボクたちに一度負けてるクセにさ」現われた四人……黒の千影、紅の朱理、黄緑の萌……。

永斗：そして、黄色の黄麗ホワンリー（一同大爆笑）。

ＧＭ：だからなんで複製体のひとりだけ日本人じゃないんだよっ!?（笑）

結希：こ、ここまで同じ顔に並ばれると……。

司：ちょ、ちょっと不気味だな。

ＧＭ：では、ここで衝しよう動どう判はん定ていだ！（一同、ダイスを振る）

ケイト：うわ、けっこー侵蝕率上がった！

ＧＭ：並び立たった四人は、不敵な笑みを浮かべ……灰枝が闘たたかいの開始となる言葉を紡つむぐ。「ケイト様。もうすぐ……もうすぐですから、ね？」さあ、ケイトの存在意義をかけた、戦いを……はじめよう!!







　　CLIMAX PHASE







　戦いは、始まった。

　灰枝、千影、朱里、黄麗、萌───。

　五人の〝神崎の娘〟たちは、不敵な笑みを浮かべた。




司：へ！　獲え物ものが雁がん首くびならべてるぜ。兄貴。

永斗：ああ、全員にまとめて借りを返せるってわけだ。悪くねえな。ここで、バラを一輪とりだしてにゅいーん。コルトピースメーカーに変異させる。

ＧＭ：ああ、そういえばもらっていたな。そんなもの（笑）。

永斗：（渋い声で）ひとつは、さっきの借り。そしてもうひとつは、エルマの仇かたきだ。

ＧＭ：エルマは、この四人の中の誰だれかに殺されたのか。

永斗：（渋い声で）……そこのカタナ使い。そう、そこのお前だ。黒いやつ。……あの時、エルマにつけられていたのは刀かたな傷きず。お前の得え物ものはまさしくカタナ。つまりお前がやったのだ（断言）。

司：エルマが死ぬ時、銃じゆう声せい鳴ってなかったか？（一同爆笑）

ＧＭ：「……ふむ。ロード・オブ・アビスを倒たおしたお前だ。相手にとって不足は、ない」黒の千影はスラリと剣を引き抜き───かまえる。えっと、行動順番は……。

永斗：《戦いの予感》を使用して、まずは俺の先制攻こう撃げき！　侵蝕率が３あがって94……と。ダイスを９コで攻撃！　クリティカルは８！（ダイスを振る）……23＋４で27！

ＧＭ：千影はその弾だん道とうを見極め、刀で弾はじこうとするが……回かい避ひのダイスが３コに侵蝕率が１２０％の修正が４コ入って……（ダイスを振る）……ぐは、よけられん！

永斗：ダメージは３Ｄ６＋７で……（ダイスを振る）……28だ。

ＧＭ：ぐは、一撃でＨＰぜんぶもってかれた！

永斗：（渋いナレーション風の声で）千影にその弾道を見切ることはできなかった。気がつけば、その胸に刺ささる一本の白い、薔ば薇ら。俺は、つぶやいた。「───終わりだ」

ＧＭ：待て！（笑）　撃うったのは銃弾じゃなかったか？

永斗：撃ち込まれる直前、銃弾は薔薇にかわったのだ。……その純白の花びらが血を吸すいながら、紅あかく染そまっていく。（渋い声で）その薔薇がすべて真紅に染まった時。お前の命は、尽つき果てる。

司：〝ブラッディローズ〟かよ（ぽそ）。

ＧＭ：「ば、かな───見えな…かった……」〝トサリ〟。戦いが始まって〇．一秒。千影は、倒れた。

永斗：〝パチン！〟俺が指を鳴らすと同時に、神崎シリーズのひとり───千影は無数の薔薇の花びらとなって消えていく。で、その直後。ズキュ───ン!?　銃声が鳴り渡わたる。俺の攻撃は、音より速い（一同大爆笑）。

ＧＭ：「───千影!?」紅の朱里が、叫さけぶ。さすがに驚おどろきは隠かくせないようだ。

結希：往年のカンを取り戻した、みたいですね。

永斗：……おかげでな。コルトピースメーカーを見つめて……（渋い声で）こいつが、思い出させてくれたのさ（一同大爆笑）。

ＧＭ：「ひとり倒したくらいで、いい気にならないでね」ここで灰枝の行動！　行動値は17だ。

一同：はやっ!?

ＧＭ：彼女は再びフ、と笑みをうかべる。さらに深くなっていく灰色の霧が、周囲を満たしていく。「この全方向からの攻撃を、かわすことはできない」《小さな塵》＋《主の右腕》＋《痛みの水》＋《ポイズンフォッグ》……それから……！

永斗：うお！　毒どくの霧かよ！

結希：エンジェルハィロゥ／ソラリス！

ＧＭ：ターゲットは、ケイト以外の全員だ。射撃でダイスは……16コ！　「この霧の中に取り込まれた者は、もう逃のがれることはできない」（ダイスを振る）……26！

一同：失敗！

ＧＭ：ダメージは（ダイスを振る）……21だ。

司：く！　俺、ＨＰは18あるのにいいい！

ＧＭ：全員、《リザレクト》だな。「わかるわ。みなさん、今ので侵蝕率が１００％を超こえたようね？　次の一撃で全員、殺す」

ケイト：灰枝！　やるなら俺だけを傷つけろ……仲間には手を出すな！

ＧＭ：「そんなこと、できるわけないじゃないですか。あなたは私にとって大事な御お方かたなのですよ？」

司：よせ、ケイト！　向こうさんは俺らの言うことなんかきかねえ！

結希：ここであたしの番！　この深い霧の中の一点をみつめて……中心点を探り出す、という演出で！　《天性のひらめき》＋《アドバイス》＋《弱点看かん破ぱ》！（ダイスを振る）……って!?　失敗っ!?

ＧＭ：キミは、動どう揺ようしたようだ。霧の中心点を……霧に隠れる灰枝を見つけだすことはできな……。

結希：ええと……ケイトのロイスはふたつあるんだけど……ひとつをタイタスにしていいですか？　で、そのタイタスを使用してさっきの判定を成功させます。

ＧＭ：同じ人物のロイスを１コだけタイタスか。んー……。

結希：えっと、〝傾けい倒とう〟のロイスをタイタスにするんです。もう彼によりかかっているだけじゃダメ、あたしも自分の力で前に進む！　という気持ちをこめて！

ＧＭ：なるほど！　傾倒している自分の心を断ち切って、か　それはおもろい！　ＯＫだ。

結希：次のケイトの攻撃は、クリティカル値が－１になって、攻撃力が＋４されます！　霧の中心点は……あそこです！

ケイト：おお！

司：ちょっと待った！　その前に俺にも仕返しさせてくれや。ボスはケイトに残してやるとして……そうだな、炎ほのおを使う奴がいたな。

ＧＭ：紅の朱里だ。

司：さっきとはちがうぜ？　こんどは、俺の芸を見せてやるよ。……で！　演出で俺の領りよう域いきが拡大されて……！（笑）

ＧＭ：うい（笑）。司の周囲の空間が……霧が、凍り付いていく。光をうけてきらめく氷の粒つぶの中心点に立つ、司。「……こざかしい！」朱里は叫び、炎で氷を吹き散らそうとするが……結果はその逆だ！　炎は渦うずを巻く氷の流れにかき消されて……。「───ばかな！」

司：温度を使うことでは、こちらも負けてないんでね。《氷の塔とう》を中心に、使えるエフェクトをありったけ組み合わせて───。

ＧＭ：「……く！」朱里は炎をまとい、攻撃をかわそうとす……。

司：足下が、お留守だぜ？（ダイスを振る）25！　そっちの回かい避ひのダイスは３つ減る！

ＧＭ：……よけられん。

司：ダメージは……16！

ＧＭ：……ぐ。周囲の霧を巻き込みながら、朱里の足下から突つき立つ、氷の塔！　氷は、炎ごと彼女を巻き込み───。

司：じゃあ、氷で貫つらぬくんじゃなくて、氷の柱に取り込まれるって演出で！（笑）

ＧＭ：うい（笑）。突き上がった氷柱の中、驚きよう愕がくの表情を見せたまま……朱里は、絶命した。

司：その氷の棺ひつぎは、何なん人ぴとたりともくだくことは、できん（笑）。

ケイト：ここで僕の番だ！　結希に教えられた霧の中心点めがけて、そこにいるはずの灰枝をめがけて……高振動のランスをかまえ───言う。灰枝、キミがなにかの使命に突き動かされて行動していることは、わかった。

ＧＭ：霧の向こう。少し喜びのニュアンスを込めた声が響ひびく。「あ、ああ……ようやく、わかってくださったのですね。そう、あなたは……」

ケイト：でも！　キミのやったことは許せない。

ＧＭ：「……。ま、まだそんなことを言う!!　……わかりました。やはりその三人を殺し、私が、あなたを覚かく醒せいへと導く！」怒ど気きをはらんだ声。まるで言うことを聞かない子供に接する、姉のような雰ふん囲い気きで───彼女は、最後通告をした。同時に、周囲の霧の流れが、より濃こく、速くなり───。

ケイト：……霧の中心点にランスを繰り出す！　ここでちえりさんと、母さんのタイタスを使用！　これでクリティカルを－２する！　使えるエフェクトを全部組み合わせて……クリティカル値は４に！　灰枝……ここで、お前を止める。僕の大事なものを護るために!!（ダイスを振る）……クリティカル……クリティカル……クリティカル……クリティカル……！

ＧＭ：ぐは！　さすがにクリティカル値が４だと……止まらねえ！　キミの想いをのせたその一いち撃げきは───。




　霧の中心点に、ランスが撃うち込こまれる。

　視界を閉ざす霧の中で───なにか柔やわらかいものを貫き通す、いつものいやな感かん触しよくが腕を通してケイトに伝わる。

　───瞬間。

　周囲を満たす霧きりが、まさしく霧む散さんした。

　あらわになるのは、ケイトの腕に貫かれている、灰枝の肢し体たい。

　どこか、歓かん喜きの笑みを浮かべた灰枝だった。



















ケイト：ダメージは……９Ｄ＋21で……っ!!（ダイスを振る）

ＧＭ：（ダイス目を見て）……もう計算する必要はないな。その一撃は、確実に灰枝の生命力を、大きく上回っている。

永斗：い、一撃!?　一撃かよっ!?　葵と同じ能力を持つあの女を……!?

司：あ、ああ。俺たちが倒したやつは、おそらくバッドコピー……完全な複製体じゃ、なかった。……トループだしな（ぽそ）。ケイトのやつ、一年前よりも……確実に、強え。

結希：ケイトさん……ただのオーヴァードじゃ、ない……前とはちがう力にめざめた？　と、ちょっと震ふるえる声で。

司：聞いたことがある。この力……まさか、〝起源種〟───。

ＧＭ：その細い身体を貫かれたまま───灰枝は、言葉を紡つむぐ。「す、すごいわ……ケイト様」震える腕で、自分を貫く槍やりに触ふれて……。「もう力には、目覚めているのですね」

ケイト：目覚めている？

ＧＭ：「でも、それでいて……なぜ、わかってくださらないのでしょう……灰枝は、とても悲しいです」……ポロリ、彼女の瞳ひとみから涙がこぼれる。灰枝には、ほんのこれっぼちの悪意も、ない。ケイトに殺される自分を。ケイトがわかってくれない、という事実を……心の底から嘆なげき、悲しんでいる。

司：うわ、やっぱりわかってくれねえのか。

ＧＭ：「でも、もうすぐ……もうすぐですから。あなたが、十八歳の誕生日を迎えるその日───あなたは、生まれ変わります」

ケイト：ま、まだなにか起こるのかっ!?

ＧＭ：ええと、この戦いの光景を見た複製体のふたり、黄緑の萌と……。

永斗：（渋い声で）黄色の黄麗ホアンリー（一同爆笑）。

ＧＭ：……は、戦いのあっけない終結に、灰枝の敗北に、その場に立ちつくす。

司：ああ。で、お前らは……どうするよ？　まだ、やるか？

ＧＭ：「あ…なたたちは、お父様に、報…告を───」とぎれとぎれに、灰枝は萌たちに告げる。この言葉に、こくりうなずき、ふたりは涙を浮かべたまま……その場を去る。

司：逃げ足だけは、はええな。

ＧＭ：灰枝は、最後に。血ち塗ぬられた自分の手をケイトにさしだし……愛いとおしむように、その頰をなでる。「ケイト様───」

ケイト：灰枝。キミたちを背後で操っているやつが、いるんだな？　誰だ、こんなひどいことをする奴は！　教えてくれ！

ＧＭ：「〝世界の支配者ダイナスト〟……この世界を真に統すべる御方、です」苦しそうに、しかし笑顔で。そして灰枝は、ケイトに向けて最後の言葉を、紡ぐ。




「ケイト様……あなたは、その跡あとを継がれるお人、で……す」




　言って、灰枝は笑顔を浮かべたまま……




　絶命した。




　　　　＊　　＊　　＊




　……冬の雨が、戦場に散った血を洗い流す。

　戦いが終わり、大地に座り込んだケイトの前に……三人が、立つ。

　ふと、顔をあげれば……。

　そこに立っているのは、三人の仲間たち。

　最初に目に入ったのは、どこかはにかんだ表情でケイトを見つめる、結希。




ケイト：結希、許してほしい。僕は、キミをずっと護ろうと思った。でも、結局また、キミを傷つけることになっちゃったよ。だから、ごめん。

結希：そんなこと、ないです。ここにこうして、いてくれる。それだけでいいんです。だから……いいんです。

ＧＭ：言いながら、うつむいた結希の頰を、涙がつたう。

司：支部長……泣いてるのか？　と、覗のぞき込こ……。

永斗：（死ぬほど渋い声で）……司、野や暮ぼなことはするもんじゃねえな。それは───雨さ（一同大爆笑）。

結希：よかった───もう一度、声をかけてくれて。

ケイト：僕は立ち上がって彼女の肩に、手をかける。

結希：……はにゃ。

ケイト：たぶん、今回の戦いは、まだ終わらない。でも、君さえ、生きてくれれば……また、いっしょに、いつまでも。ただ、いてくれれば───だから……。




　どこか、言葉にならないその言葉に───。

　結希は、顔をあげて……応こたえた。




「───はい」







　　ENDING PHASE




ＧＭ：とゆーわけで、誰も自律判定に失敗しなかったし……エンディングに入ろう！

ケイト：一瞬、ヒヤっとしたけどな……。

ＧＭ：わはは（笑）。じゃあ、ここからエンディングにはいりまーす！










◆ENDING 01◆　帰ってきた日々


────檜山ケイト＆薬王寺結希






　それはまたいつもの、朝。

　ふたりに訪おとずれた……かりそめの日常、だった。




ＧＭ：では。ちょっと変則だがケイトと結希、ふたり一いつ緒しよのエンディングでーす。舞ぶ台たいはケイトの家。時刻は……午前八時すぎ。……結希に迎むかえられて始まるそんな朝（一同爆笑）。

永斗：て、てことは！　ケイトのおかんは！　おかんは登場するのか!?（笑）

司：いつか、ケイトのうちに遊びにいこう。おかんに会いたい（笑）。

永斗：俺、すっかりファンなんだ、おかん！（爆笑）

ＧＭ：わ、わかったわかった！　そのうちな（笑）。

ケイト：で、どんな出だしになるんだ？

ＧＭ：言ったろう？　舞台は、朝の君の家だと。遅ち刻こく寸前の朝。……うひひひ。

ケイト：う？

ＧＭ：キミの部屋のドアの隙すき間まから母親が覗のぞき込こんで……言った。「ケ・イ・ト♪　今日も、おむかえよぉん？」（一同大爆笑）

ケイト：うおっ！（笑）

ＧＭ：「ほらほら、急ぎなさーい？　もうご飯食べてる時間、ないでしょ！」

ケイト：うおおおおお！　もう！　何回繰り返せばすむんだよ、こんなこと！

ＧＭ：「なんどでも！　息子むすこの幸せはあたしの幸せよ？」（爆笑）　……と、優やさしく、慈いつくしむような目で、ケイトをみつめる。

ケイト：口もとが笑ってるよっ!?

ＧＭ：「……というわけでぇ、結希ちゃん！　ケイトのこと、よーろしくね！」

結希：あ、はいい～。

ケイト：……ってえっ！　なんでもう玄関にいるんだよっ!?　今、僕の部屋にいたのにか！

ＧＭ：「あんたがぐずぐずしてるからよ（しれっと）」

ケイト：え、えっと……とにかくあわてて家を出る準備して、階段をドタドタ降りて……じゃあ、薬王寺さん、行こう！

結希：う、うん！（笑）

ＧＭ：「（のーてんきに）はあい、いってらっしゃ───い！」と、意味ありげな笑顔を浮うかべ、母親が手を振る。

ケイト：ス、ストーキングなんかしないでくれよ、母さん!?

ＧＭ：「そんなこと、しないもん……ねー♪　結希ちゃーん？」

結希：はーい、そんなことしませんよ……ねー♪（爆笑）

ケイト：ま、待てお前ら。なんかいつのまにか仲良くなってないか？

結希：今のうちに点数稼かせいでおくです（ぽそ）（一同爆笑）。

ＧＭ：……微び妙みように邪じや悪あくな、薬王寺結希であった。

ケイト：うおおお、とにかく学校に走───るっ!!




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：「……よっ、ご両人！　あいかわらず仲いいねーっ！」　……学校へ向かうその坂道で。ケイトたちは、背後から声をかけられる。

ケイト：お？

結希：あ、それって……。

ＧＭ：そう（笑）。シナリオの中でケイトのことをまるっきりわすれていた、クラスメイトたちだ。「おまえら、いつもいつもあっついねー」「ま、いつもだけどさー！」（爆笑）

ケイト：うお……！　き、記憶を取り戻してくれたのはいいけど……話題はいきなりそっち方面かよっ！

結希：あたしは別にそれでもいーけど（ぽそ）。

ケイト：だあああっ！　こ、ここは話題をそらす！（がらっと声を変えて）……なあ、次の試験範はん囲いだけどさ……（あまりの白々しさに一同爆笑）。

ＧＭ：「おいおい、そんなもんは薬王寺さんに教えてもらえばいいじゃん」

ケイト：な、なんでむりやりそっちの話にもっていくんだよ！

ＧＭ：「そーゆー話題が好きなお年とし頃ごろなんだよ！」（一同爆笑）「ま、そんなわけだから……じゃな！　先いくぜ！　おふたりさんは、ごゆっくり～ぃ！」（笑）

ケイト：……。笑いながら走り去っていく友人たちの背中を見送りながら……ポツリ、言います。……まったく。好奇心旺おう盛せいな若者ってのは、ほんとに手がつけられないよ……なあ？（一同爆笑）

ＧＭ：……お前、年いくつだよ……。

結希：あ、あの……そんなことよりあたしたちも走らないと……遅刻……。

ケイト：おわ！

ＧＭ：……息を弾はずませ、ふたりは朝の街を、走る。今まさに締しめられようとした校門に、かろうじて滑すべり込こみ───。

ケイト：あ、じゃあその時、ふと校舎を見あげます。

結希：え？

ケイト：で、かみしめるんです。再び、この日常の中に還かえってきたことを。

結希：ケイトさん……。

ケイト：そして……。




　ケイトの傍かたわらに立つのは、彼にとって、日常の中でもっとも大事な少女。




ケイト：（いきなりシリアスに）どこか安心感をおぼえつつ……でも、不安は隠かくせない。灰枝かいえが言っていた、〝あの方〟。〝世界の支配者〟とも言ってた。




　その視線をふいに、眼前で首を傾かしげている少女に落とす。




結希：？　どうしたの？

ケイト：……いや。僕は、なにがあってもキミをまも……。




　言いかけて。

　〝キーンコーン……〟

　ＨＲホームルーム開始のベルが鳴った。




ケイト：……ってやべ!!　遅刻だ!!　行こうっ!!

結希：───はい！




　言いかけた言葉を胸の奥に押し込めたまま……




　ふたりは、駆かけだしていった───。










◆ENDING 02◆　蠢うごめく不安


────上月司＆上月永斗






　ひとつの戦いは、終わった。

　それはふたりとも理解しているつもりだった。

　だが、言いしれぬ不安が、兄弟の心にくすぶり続けていた。




ＧＭ：さて、次はキミたちふたりのエンディングだが……。

司：よし、向こうはムダにラブなので、こっちはムダに暗くいこう。

永斗：ふむ、空港かなんかで再び別れのシーンでもやるか？（笑）

司：いや。灰枝の口振りだと、もうひとつ事件は起こるだろ。ケイトの誕生日に、よ。

永斗：なるほど。じゃあ、俺もＳ市にいたほうがいい、ということだな。じゃあ、自宅の二階かなにかを舞台にしよう。

ＧＭ：うい（笑）。事件が終わって数日後。ふたりは、家の二階の一室に、いた。時刻は夜。数日降り続けた雨はすでに上がっていた。……いや、もうすぐ雪にかわるのかもしれない。

司：じゃあ俺は、ひざを抱かかえて部屋の隅すみで虚こ空くうの一点をみつめ───。

永斗：俺は、ベランダに立って煙草たばこをふかしている外を眺ながめている。

ＧＭ：なんか暗いぞ。

司：……兄貴。

永斗：んー……？

司：あのさあ……今さらなんだがよ、ちょっと怒いかりがわいてきたよ。見たろ、あの灰枝の顔。この世界を真に統べる奴ダイナスト……灰枝をあんなふうにしちまったその男……怒りがわいてきた。

永斗：奇き遇ぐうだな。……俺もだ。俺は外に煙草をピッ、とはじいて捨て───。

司：……兄貴、いるんだろう？　しばらくは、ここに。

永斗：ああ、しばらくはいるさ。なにせ……。




「───戦いはまだ、始まったばかりだからな」




　はじいた煙草の火が、闇やみの中ではじけて───散った。










◆ENDING 03◆　ダイナスト


───マスターシーン






　その薄うす暗くらい、部屋の中。

　男は腰こし掛かけたまま、少女の話に耳を傾かたむけていた。

　少女たちの肩が、かすかに震ふるえていた。




ＧＭ：では、今回の話は……最後にＧＭシーンが演出されて、閉じられる。

ケイト：おお、次回にひく演出だな（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。……その薄暗い部屋の、椅い子すに座すわって優やさしい笑えみを浮うかべる男と……男の前でひざまずく、ふたりの少女がいた。男の年ねん齢れいは、おそらく五十代の中ほど。〝紳しん士し〟という言葉が似合う、上品な男だ。

永斗：ああ、女のほうは逃にげたふたりだな。萌と黄麗だったか？

ＧＭ：うん。男は、ふたりから一連の報告を受けると、優しい笑みを浮かべたまま……言う。




「───そうか」

　ひざまずくふたりの少女の報告を聞き、男は湯気のたつ品のいいティーカップをテーブルの上に置きながら、言った。

「灰枝は、死んだか。あれはなかなかよく出来た娘むすめだった」

「はい、あたしたちも、尊敬していました」

「だが……まあいいだろう。もはや、この計画は予定とちがってしまったしな。本来、愛するケイトの横にいるのは、葵のはずだった。予定外の因いん子しだったが……薬王寺結希。彼女に、代わりを務めてもらうと、しよう」

「……」

「通り道はちがっても、たどりつく場所は、同じだ」

　男は、沈ちん黙もくを守るふたりの娘に、優しく言葉をかける。

「……報告、ご苦労だったね」

　その言葉に、少女はどこかほっとした顔を見せた。

「いえ。これからも私たち、お父様のために、働かせていただきます」

「───いい娘だ」

　そのすべてを包み込むような優しい視線と、言葉の前に……ふたりの表情に、笑顔が戻もどる。

　だが、それは次の言葉を聞くまでのことだった。

　男は、続けて言葉を吐はいた。

「だが、おまえたちは、もういらないんだ」

「……は？　私たちのどちらかが、薬王寺のかわりにケイト様の横に……」

　男は笑顔のまま、首を横にふりながら……

「言ったろう？　結希グリーンがいるから、もうその役目はいらないのだ。今まで、ご苦労だったね」

「え、それはどういう……」




　〝パチン〟。




　男の指を鳴らす音と同時に。

　とまどうような笑顔のまま、ふたりの少女ははじけて消えた。




　沈ちん黙もくが、訪おとずれた。

　……部屋の中で、ひとり。

　遠くをみつめるような、しかし、優しい笑顔を浮かべたまま……。

　愛いとしい者を想うかのように……。




「ケイト、もうすぐだよ───」




〝世界の支配者〟は、そうつぶやいた。





『ダブルクロス The 2nd Edition」リプレイ

Mission03「灰色の霧─Noble Gray─」

─fin─


















Mission 04・聖夜に鳴る鐘 ─Dynast─

























◆Pre Play◆　迫せまりくる残り時間




　そんなわけで。

　第二巻の第一話「灰色の霧」はなんとか無事に終しゆう了りようした。

　ちらり時計を見てみれば、なにやら二本の針が午後六時半を差していた。

　結希のプレイヤーである藤井さんが、帰らねばならない時刻は午後九時くらい。

　あと、二時間半である。

　一瞬不安にかられるが、用意した二本目のシナリオのシーン数をぱぱっと数えてみれば……プレイするのには、じゅーぶんな残り時間だろう。




　突とつ発ぱつ的てきな不安要素さえなければ……。




司：うわ、もうこんな時間か！　ちょっと騒さわぎすぎましたかね？（笑）

永斗：そんなことはないだろう。

ケイト：不安要素おまえが言うな。

永斗：お、抑えめにゲームしたんですよ？

ＧＭ：わはは、騒がないでなにがＴＲＰＧだ！　まあ、次の話は今回の二本のシナリオの真のクライマックスだし……あんまり長いシナリオじゃないよん（笑）。

ケイト：そーなの？

ＧＭ：そーなの。とゆーか、神崎灰枝は今回の話の中ボスみたいなもんだ。

一同：中ボスだったんかいっ!?（爆ばく笑しよう）

ケイト：すると、ラスボスはMission03の最後に出てきた〝世界の支配者〟とかゆーやつか。

永斗：まあ、灰枝はいかにもそいつの部下って感じだったしな。

ＧＭ：うい（笑）。そんじゃ、今回のハンドアウトを配りまーす。




檜山ケイト

　それは、かりそめの日常だった。

　繰り返される、毎日の朝の風景。

　母親のからかうような笑顔と、結希の笑い声。

　だが、心のどこかで誰だれかが囁ささやき続けていた。

　まだ、終わってはいないのだ、と。

　そんな時、ふと目にしたテレビのニュースが、世界中の異常気象を伝えていた。


シナリオロイス：世界の支配者

推すい奨しよう感情　ポジティブ：懐旧　ネガティブ：自由






薬王寺結希

　再び、壊かい滅めつしたＳ市支部。

　キミは、その再建を急いでいた。

　もうすぐそれを必要とするなにかが起こることを、知っているからだ。

　戦いの時は、近い。


シナリオロイス：世界の支配者

推奨感情　ポジティブ：幸福感　ネガティブ：恐怖






上月司

　今、キミは幸せの絶ぜつ頂ちようにいた。

　夜なのに暗くない。

　電気ストーブもつく。

　風ふ呂ろも沸わかせる。

　キミの家計は、ここに復ふつ興こうの時を迎むかえたのだ。

　だが───ひさびさにテレビの画面をつけた時、そんな感情は一気に吹ふき飛んだ。


シナリオロイス：世界の支配者

推奨感情　ポジティブ：幸福感　ネガティブ：恐怖






上月永斗

　キミは、目まの当たりにしてしまった。

　見上げた大空に広がる、あるはずのないオーロラと……。

　眼前、大地に穿うがたれる巨大なクレーターを。

　そして、気づく。

　そこに立っていた者は───。


シナリオロイス：世界の支配者

推奨感情　ポジティブ：幸福感　ネガティブ：恐怖






司：………………菊池さん。

ＧＭ：なんでしょう。

司：お聞きしたいことがあります。

ＧＭ：聞こえません。

司：俺だけまた世界がちがいませんか。

ＧＭ：最後の一行はシリアスですよ？

司：最後の一行以外は？

永斗：まあ、最後の一行からシリアスにつなげろ、ということだな。

司：しくしくしくしくしく……。

ケイト：しかしこのハンドアウト……全員、シナリオロイスが世界の支配者だ（笑）。

結希：いかにも、これから決戦が始まるって感じ……。ケイトのハンドアウトになんか異常気象がどうとかあるし……。

司：だんだん規き模ぼがでかくなってまいりました（笑）。

ケイト：でも、僕だけ〝世界の支配者〟への感情が〝懐かい旧きゆう〟って……。

永斗：ああ、ケイトとその支配者とやらは、関わりがあったってことだな。

ケイト：（シリアスな声で）いったい僕に、なんの繫つながりがあるというんだ───。

ＧＭ：まだ本編に入ってないのでロールプレイはせんでいいです（笑）。んじゃ、そろそろ始めましょう～♪

一同：ういーっす（笑）。




　こーして。

　ハンドアウトを確認したのち、プレイヤーたちはＰＣ間ロイスを取得、セッションはオープニングへと突とつ入にゆうしていったのだった。







　　OPENING PHASE







◆Opening01◆　かりそめの日々に


Scene Player────檜山ケイト






　再び、朝がくる。

　いつもとかわりない冬の朝。

　だが、誕たん生じよう日びが近づくにつれ、ケイトの不安は確信へと変わっていく。




ＧＭ：最初はケイトのオープニングからだ。始まりは日常を取り戻した冬の朝。十二月二十五日も近づき、街はクリスマスムード一色だ。テレビからも、ジングルベルの鈴すずの音が聞こえてくるような……そんな時期。

ケイト：僕ぼくは例によって布ふ団とんの中にくるまっている、と。んむー、あと五分ー（一同爆笑）。あ、侵蝕率あげないと（笑）（と、ダイスを振る）。

ＧＭ：そんなキミに、毎度の光景が繰り返される。「ケイトっ!?　学校遅おくれるわよっ!?

永斗：は!?　またおかん登場!!（笑）

ケイト：（けだるそうに）はいはい、わかって……。

ＧＭ：（セリフを遮さえぎって）「もうすぐ、お・む・か・え・がくるんでしょ～う？」（一同爆笑）

ケイト：だからほっといてくれってばっ!?（←覚かく醒せい）

ＧＭ：「はいはい、遅刻しそうになるのも主人公の特権よ！　行ってらっしゃい！」（爆笑）

司：……どーゆー視点でもの言ってんだ、このおかん（笑）。

ＧＭ：〝ピンポーン〟いつものようにドアホンが鳴った。（結希に向かって）とゆーわけで、どうぞ（笑）。

結希：はーい（笑）（ダイスを振る）。

ケイト：い、今いくっ、ちょっと待っててくれーっ！　ドタバタと準備して……。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶよ。いつまでも待ってくれるらしいから、ねえ？　結希ちゃ～ん？」

結希：は、はい（笑）。

ＧＭ：───そんなことを繰り返す、いつもの日常がそこにはあった。そんな喧けん噪そうの中、キミは階下に降りていつものようにトーストを牛乳で流し込む。そんな時───視界の隅すみにあったテレビが、無機質な声でこんなことを言っていた。『……さて、次は世界中で発生している異常気象についてのニュースです』

ケイト：ふーん……異常気象なのか。今年の冬は寒くなかったりするのかな。

ＧＭ：『……世界各地の空で目撃されている、謎なぞの発光現象は依い然ぜん、その原因は不明で調査が引き続き行なわれています』

一同：は？

ケイト：は、発光……？

ＧＭ：『この一週間のうちに、地域によってはその気温がおよそ二度、上昇し……』

一同：二度おっ!?（笑）

永斗：二度……もう地球はダメだな（笑）。

ＧＭ：まあ、そんなニュースがだらだらと続いている。

ケイト：───なんだ、この漠ばく然せんとした不安は。

司：といっても、対岸の火事って感じだよな、そんな映像。ふつうに考えると。

ＧＭ：だが、ケイトはテレビに映ったその画像を見て、あるものを思い出す。その発光現象の映像なんだが……それはどこか生物的な光。そう、キミがうち倒たおした〝ブルービースト〟の放っていたような、淡あわい色の光に酷こく似じしている。

ケイト：……おい。まさかこれって───レネゲイドウィルスに関係したもんじゃないだろうな……。

ＧＭ：……言いしれぬ不安。だが、アナウンサーはその映像を数あるニュースのひとつとして、扱あつかうのみだった。そして画面は次の映像を流しはじめ───。

永斗：『……では、次のニュースです。カルガモの赤ちゃんが生まれました』（一同大爆笑）。

司：いきなり雰ふん囲い気きをブチこわすなよっ!?　てか、冬にカルガモは生まれねえ！（爆笑）

ケイト：……まあ、どこか不安を感じつつ。それはそれとしてさっさと行かないと。薬王寺さん待たせちゃうしなあ。

ＧＭ：「そうそう！　早く行かないと彼女怒おこっちゃうわよ～ん？」（一同爆笑）

ケイト：そんなことぐらいじゃ、彼女は怒らないさ。母さんは心配性だなあ───と言いながら、ドアを開けよう。

ＧＭ：〝ゴッ……!?〟威い勢せいよく開いたドアに、なにかがぶつかる衝しよう撃げき。……ずるうぅ……開いたドアのうしろからすべり出てくるのは───。

結希：……あ、あう（←鼻をおさえている）（一同大爆笑）。お、おはようございます……。

ケイト：（さわやかな声で）そんなに顔を赤くして……そっか、もう冬も本番だもんなあ。……寒いの？

結希：痛いの（←鼻を押さえている）（一同爆笑）。

ＧＭ：結希がどじっこ属性持っているのを忘れてたので演出してみました（笑）。

ケイト：ご、ごめん！　だ、大丈夫？

結希：大丈夫です、大丈夫。それより、時間が……。

ＧＭ：「三分も走れば間に合うでしょ。ほーら、ふたりとも行ってらっしゃい！」母親は、ふたりの背中をパーンと叩たたいて笑顔で送り出す（笑）。

ケイト：……ったく、もう。早く行こう、薬王寺さん。と、母親から逃にげるように走り出す。

結希：では、お母さんにあいさつだけして、ついてきますー。

ＧＭ：───と、ふたりが学校に向けて歩き出そうとしたその時、ケイトを周囲の空間が切り離はなされたかのような感覚が襲おそう。

ケイト：な、なんだ？

ＧＭ：それは、時間にすると〇．一秒ほどの瞬しゆん間かん。ふいに、キミの脳内に男の声が聞こえる。「新たなる世界の支配者よ。役目を引き継つぐ時が来た。ケイト、お前の十八歳さいの誕たん生じよう日びに迎むかえに行くからね」

ケイト：支配者って……なに言ってるんだ!?

ＧＭ：「ははは、楽しみにしていなさい」

ケイト：待て！

ＧＭ：フッと、そこで日常が戻ってくる。立ち止まり、遠くを見ているケイト。

ケイト：………………。

結希：はにゃ？　くいくいと袖そでを引っ張ってみます。

ケイト：あ、ああ、ごめん。

結希：どうかしたんですか？

ケイト：いや、ゴメン。なんでもない、なんでもないんだ。




　そう応こたえるケイトの心に、男の声がいつまでも鳴り響ひびいていた。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：とゆーところで、ケイトのオープニングは終わり。シナリオロイスはハンドアウトどおり、世界の支配者に（笑）。

ケイト：世界の支配者？　……まあいいや。了りよう解かいしました。ポジティブが懐旧、ネガティブは隔かく意いでつけておきます。










◆Opening02◆　はかない、夢


ScenePlayer────薬王寺結希






　事件は、まだ終わっていない。

　おそらく、次に起こることはもはや、自分たちだけでは対処できない。

　そんな漠ばく然ぜんとした不安は───結希の心を突つき動かした。




ＧＭ：じゃ、次は結希のオープニングー！

結希：はい。侵蝕率上げますねー（と、ダイスを振る）。

ＧＭ：……さて、結希。キミは今、前の事件で壊かい滅めつしたＳ市支部を再建するために仕事にいそしんでいた。

ケイト：支部には、例によって結希しかいないもんな。

結希：は、はにゃー……部屋が広いですー……（笑）。（ハンドアウトを見ながら）でも、再建にがんばります（笑）。

ＧＭ：キミのやることはたくさんある。例えば、新たな支部員のリストアップとか……。

永斗：……って、結希にリストアップされる方もイヤだな……（一同爆笑）。

司：そのうち、〝死神支部長〟って呼ばれるようになる（笑）。

ＧＭ：全ぜん滅めつ支部長とか。

結希：えぐえぐえぐ……。

ＧＭ：……冗じよう談だんはさておき（笑）。現在、キミは各方面への連れん絡らく、交こう渉しよう、そのすべてをひとりでやっている。Ｓ市支部再建も近いだろう───キミはそんなことを考えながら今、一枚の紙を見ていた。そこには、リストアップされた二十人の精せい鋭えいたちの名前が書かれている。

司：（わなわなと震ふるえる声で）……お、恐るべき精鋭部隊だ……（一同爆笑）。

結希：次は、今まででいちばん大きな事件になりそうですからね。

ＧＭ：……そう、キミの脳裏に浮かんでくるのは灰枝の言葉。「ケイト様を迎えに行く」……それは、今だキミの心に焼きついている。

結希：う……。

ＧＭ：そして灰枝の背後にいるであろう、謎の男。……〝世界の支配者〟。

結希：調べなくちゃ。……あの人を守ると決めたんだから。灰枝さんをあんなふうにしてしまった……。〝世界の支配者〟。ぜったいに許せない───。やっぱりこの二十人のメンバーを支部に配備してくれるよう、上申しておきます。

司：ほんとにやるのか！（笑）そ、その中に俺おれは入ってないだろうな？（ぽそり）（笑）

結希：……このメンバーなら大丈夫！　エース中のエースを選び出したもん！

永斗：エース中のエースかよ！（笑）

結希：今度こそ！　今度こそ！　…（いきなり弱々しく）…ぶ、部下を生き残らせたい……。

永斗：（渋しぶい声で）……そんなはかない夢を見た。

ＧＭ：夢なのかよ！（一同大爆笑）

結希：うううううー……。

ＧＭ：そして、キミのそんな願いをたくし……結希のオープニングは閉じよう（笑）。










◆Opening03◆　文明開化の鐘かねが鳴る


Scene Player────上月司






　そのテレビのニュースを目にした時、気づいてしまった。

　その画面に映っていた、男に。




ＧＭ：では、次のシーンにいくよん。シーンプレイヤーは……司。

司：じゃ、侵蝕率を上げますね（と、ダイスを振る）。

ＧＭ：キミは今、少しだけ潤うるおった財政の中、部屋の中でテレビを見ている。

司：（死ぬほど幸せそうに）……こうして、なにもせずにテレビを見られる日が来るとは思わなかった……ああ……（笑）。

ＧＭ：電気も通っている。水道から水も出る。ガスも止められていない。

司：す、すごい！　人間並みの生活だ！（大爆笑）

永斗：夜なのに暗くない！　電気ストーブもつく、風ふ呂ろも沸わかせるよ！（爆笑）

司：これぞ人間文明!!　…………って、それより話を進めてください（笑）。

ＧＭ：あ（笑）。……で、キミがそんな幸せに浸ひたりながら見ていたテレビだが……画面の中では、ニュースのアナウンサーが、このところ世界各地で観測される異常気象について延えん々えんと語っていた。見られるはずのないところで、オーロラが観測されたとか……オゾンホールが急速に拡大している、とかね。

司：じゃあ、ニコニコしながらそのニュースを見てますよ。（変にさわやかな声で）ははは、暗いニュースだなあ！（一同大爆笑）

ケイト：だ、だめだこの男！（笑）なにがそんなにおかしいんだっ!?（笑）

ＧＭ：……。そんな、幸せを満まん喫きつしている時だった。〝チリリリリリィン、チリリリリリィン♪〟と、部屋に備えつけられた黒電話が、鳴る。

ケイト：黒電話？（笑）

司：（死ぬほどさわやかに）はぁい、上月でーす♪

ＧＭ：「……こんにちは、霧谷です」

司：ああ、これはどうも！

ＧＭ：「ずいぶんとお元気そうですね」

司：（やけに明るい声で）いやあ、最近三食きちんと食べられるようになりましたから！

ＧＭ：「でも、前回の報ほう酬しゆう程度では、そうそう保たないでしょう。それに……先ほどあなたの口座から二七〇万円が引き落とされていましたし……」

司：…………。

永斗：（渋い声で）はっはっは。口座に残ってるのはあと二十七円……だったかな？（一同大爆笑）。

司：…………あんの野郎ぉっ!?　ま、また俺に黙だまって……!?

ＧＭ：「そこで世界に優やさしいＵＧＮが、あなたに救いの手をさしのべようと、思いましてね」（一同大爆笑）

司：……ほう、救いの手ですか。

ＧＭ：「前の事件は終わっていない。それはわかっているでしょう？」

司：ええ、それは。

ＧＭ：「彼、檜山くんを中心にどうももう一波乱ありそうでして、ね」

司：……遅おそかれ早かれ来るとは思ってましたよ。

ＧＭ：「……今度は前の報酬の二倍出しましょう」

司：二倍…………!?　やります（←即そつ決けつ）。で、まず……あのバカはどこにいるんです!?（笑）なんか家にいないみたいなんですけどっ！

ＧＭ：「前回の事件の後、彼は再び行ゆく方えをくらましました」

司：今すぐ探し出せ！　そうすりゃ、どんな仕事でもやってやる!!

ＧＭ：「そ、そうですか……。お金がなくなると人間、心がすさむものです。私は今、それを身をもって実感しました」（一同大爆笑）

ケイト：き、霧谷がうろたえている（笑）。

ＧＭ：「現在、伝説の暗殺者、ガンズ＆ローゼスは日本国内では確認されていないのですが……」そんな言葉を聞いた時……視界の隅すみに、さきほどのニュースが飛び込んでくる。その瞬しゆん間かん、司には永斗がどこにいるかわかった気がした。

司：……。ま、まさか………………テレビをじっくり見ます。

ＧＭ：テレビは、日本ではないどこか外国の風景を映し出していた。空を覆おおう、発光現象。それを見上げている人だかり。

永斗：で、そのレポーターのうしろで司にとって見覚えのある、かっこいい男が、いる。（煙草たばこを吹ふかすポーズをとって）……〝フ───っ……〟（一同大爆笑）。

司：…………あんの野郎ぉ!?（笑）

永斗：俺はテレビカメラに気づき……お、おお…おおおおおお───っ!?（←カメラに向かって手を振る）（一同爆笑）

司：なにやってんだ……あのバカわああああああっ!?　叫さけんでテレビを蹴けり飛ばすっ！

ＧＭ：「…………な、なるべく早く永斗さんは日本に、連れてきましょう」

司：よろしく！　〝ガチャンっ！〟と、電話を切る!!

ＧＭ：で、最後に霧谷がポツリと……「やれやれ、すさんでしまったものですね」と言って、シーンは終わる。シナリオロイスは、これからの戦いを思って〝世界の支配者〟に……。

司：俺は今、兄貴にとりたい気分でいっぱいです。〝憎ぞう悪お〟かなんかで（一同爆笑）。

ＧＭ：てなとこで、シーンを切ろう（笑）。






















◆Opening04◆　オーロラの下に、笑顔で


Scene Player────上月永斗






　その広大な空を見上げ、永斗はそれに思わず見入ってしまう。

　世界の空を彩いろどる───。




　その巨大なオーロラに。




ＧＭ：で、最後のオープニングは……。

永斗：俺の番だな？　どこだ？　冬のロンドンか？　雪のモスクワか？　ん？　それともグラナダか？（笑）

司：場ば違ちがいにオーロラが見えてる場所がいいんじゃない？

ＧＭ：そうだね。えーと……。

結希：ロンドンとか!?

永斗：うむ。それはいいな。じゃあ、メキシコで（一同爆笑）。

司：人の話聞いてねえしっ!?（笑）

ＧＭ：いや、前の話のオープニングと同じ場所ってのはいい演出だ。永斗が降り立った場所、それは一面の荒こう野やだった。

司：荒野？

ＧＭ：……そう。そこは、つい数日前までエルマと共に暮くらして牧場があった場所だ。

永斗：（渋い声でつぶやくように）……ど、どーなってやがるんだ。これは夢か？

ＧＭ：キミは愕がく然ぜんとする。……まちがいなくこの牧場があったはずの場所を中心に、あたり数キロが、死の大地へとかわっている。そこは、一切の人間の気配を感じさせない。……そんな場所に、キミは立っている。

永斗：どうなってやがる……ここに、エルマの墓はかがあったはずだ。

ＧＭ：そしてキミは気づく。───この荒こう廃はいした世界の中心に、ひとりの人物が立っている。そう……キミの背後に誰だれかが、いる。

永斗：しかし、俺には《天からの眼》がある。それには気づいていたさ。

ＧＭ：いいから、振り向けや（笑）。

永斗：わかりました。……振り向きま………………〝ズキューン!?〟（←振り向きながら、額を撃うち抜ぬかれたらしい）（爆笑）

司：勝手に狙そ撃げきされんなよっ!?　いいから素直に振り向けや!?

永斗：うむ。

ＧＭ：（笑）。おそらくは牧場があったはずの場所。そこは今、巨大なクレーターと化していた。……その中央に立つのは見た感じ、五十代半ばの男。白髪しらが交じりの、スーツを着た……紳しん士しだ。何者をも取り込むようなその優ゆう雅がな微笑ほほえみを見た時───キミは、直感した。

永斗：……〝世界の支配者〟。

ＧＭ：彼は、キミに優しく微笑みかけるだけで、微び動どうだにしない。だが、その微笑びしようを見ているだけで……キミの心は、別のなにか……大いなる意志のようなものに侵蝕されていくような感覚にとらわれる。───さあ、衝動判定しろ。




衝動判定


　キャラクターは、精神的なショックや、見知らぬ能力者の力を目の当たりにした時などに、心の奥底から強い衝動がわき上がることがある。そのさい、ＧＭは〝衝動判定〟を相手に要求することがある。

　衝動判定を行なった者は、その成功、失敗を問わず侵蝕率が２Ｄ10、上昇する。






永斗：（ダイスを振ったあと、渋い声で）な、なぜだ……なぜ、涙が止まらない？　これは、恐きよう怖ふではない？（一同爆笑）

ＧＭ：そう……彼に見つめられるだけで、体中の細さい胞ぼうが泡あわ立だつ───そんな感覚をおぼえる。そして、キミの心の奥底では喜びを感じている。身体はいっさい、動かすことができな……いや、かろうじて、片かた腕うでだけが動かすことができるか。

永斗：う、動け。俺の身体からだ！　しかし、涙がどうどうと……おおお、前が見えない!?　いや、かろうじて動いた片腕で涙はぬぐう。

ＧＭ：キミの視界が再び開ける。だが、すでにその男はその場にはいなかった。

永斗：……俺は、がくりと膝ひざをつく。……はーっ、はーっ……今のはいったいなんだ？　う、動けなかった？　この伝説とまで言われた、この俺が!?　ふふ、そうか……あの目を見ていてわかった。俺に、日本へ帰れというのだな？

司：なんでわかるんだよっ!?（笑）

ＧＭ：いや、その考えはあながちまちがっていない。灰枝もやっていたでしょ？　ケイトの覚かく醒せいをうながすために、永斗を日本へ帰らそうとしていた。

司：ああ、なるほど……。

永斗：……いかん、ケイトが危ない！　って、いまさらかよ、俺！　なにしにメキシコまで来てんだ！（笑）

司：敵はケイトのとこに来るから、Ｓ市にいりゃあいいんだよ！（笑）

永斗：あ、あんちゃん、ちょっと先走っちゃったかな（笑）。まあ、こうしてはいられんな。奴やつの恐怖を伝えるべく、日本へと帰らねば！

ＧＭ：わはは（笑）。じゃあ、ハンドアウトのとおり〝世界の支配者〟をロイスにとって……キミは日本へと旅だった───ってとこで、オープニングを終しゆう了りようしよう。







　　MIDDLE PHASE







◆Scene01◆　冬の屋上で


Scene Player────檜山ケイト






　〝キーンコーン……♪〟




　スピーカーが、いつものようにお昼の時刻を告げた。

　ケイトは、もはや自分の定位置ともなった屋上へと出る。

　肌はだを突つき刺さすような、寒さ。

　強く冷たい風が吹くこの冬、わざわざ屋上で弁当を食べようという者は他ほかにはいない。

　だが、ケイトはこの場所が好きだった。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入りまーす。最初のシーンプレイヤーはケイトだ。

ケイト：はーい……と！（ダイスを振る）。どんな場面から？

ＧＭ：キミは今、学校の屋上にいた。休み時間、フェンス越ごしに街並みをながめながら、帰ってきた日常とまだ終わっていない事件のことを思う。

ケイト：ふと見回せば、校庭で球技に興じている級友の姿や、弁当を食べている生徒の姿が見える。……穏おだやかな時間。再びこんな時間が過ごせるなんて。

結希：な、流れるようにナレーションしますねふたりとも（笑）。

ＧＭ：（笑）。そして灰枝の言葉、一いち抹まつの不安。それをぬぐい去ることはまだできていない。

ケイト：今け朝さのあの言葉。……あれはいったいなんだったんだ───？

ＧＭ：……と。ちょっとシリアスな雰囲気でシーンを始めたところで……。

ケイト：始めたところで？

ＧＭ：ラブコメのお時間がやってまいりました（一同大爆笑）。

ケイト：またそれかい！（笑）

ＧＭ：うひひ（笑）。街をながめるキミの背中から、〝きぃ……〟と屋上へ出るドアがきしみ、開く音。キミはそこに誰が来たのかわかっていた。

ケイト：……薬王寺、さん？

結希：はにゃ～、登場します～（と、ダイスを振る）。

ケイト：えーと、ところで今は普通の休み時間？　それとも昼休み？

ＧＭ：？　どっちでもいいけど？

ケイト：なら、昼休みで！　そして、僕は弁当を食べようと思う！ラブコメの王道をしたいと思う！（一同爆笑）

一同：ああー、なるほど！（笑）

結希：じゃ、お弁当持っていくでーす。もちろんふたり分（笑）隣となり、いいですかー？

ケイト：いや、いいですかもなにも……。

ＧＭ：（静かに語るように）〝……隣、いいですか？〟。キミはその言葉を聞いて、ふと葵のことを思い出す。……一年前、やはりこの屋上で───「隣、いい？」薄うすい笑顔でそう語った彼女と、ふと印象がだぶる。

ケイト：葵さんか……。

ＧＭ：キミの脳裏には、結希、葵、そして灰枝。神崎の娘むすめたち、複製体の面々が思い浮かばれる。灰枝は、彼女たちはみんなキミのために生まれてきたのだ、と言った。

ケイト：だけど、そんなことは考えない。今は隣に結希がいる、そのことが一番大事なんだ。……というわけで、お弁当を食べます。

結希：はにゃにゃー。えへへ。

ケイト：ああ、弁当になにかビジュアルがあると嬉しいのですが！

ＧＭ：タコさんウィンナー、リンゴのウサギ……その他もろもろ、今日の結希の弁当は動物園だった（笑）。

ケイト：結希の弁当はいつも新しん鮮せんだなあ。母さんの弁当はこんなに可愛かわいらしくないよ。もっと、〝どかっ！〟と、ご飯が入ってて、おかずが……。

司：〝ズギャッ！〟と。

永斗：そして、〝ヌトッ！〟とデザートが。




　どんな弁当だ。それは。




司：ところでＧＭ！（←挙きよ手しゆ）わたくし、このシーンに登場したいと思いますが、いかがでしょうか!?（←ふたりをからかう気まんまん）

ケイト：却きやつ下か。

ＧＭ：許可。

ケイト：なにいっ!?

ＧＭ：ただし、ふたりにもーちょっと恥はずかしい会話をさせてからにしよう（一同爆笑）。

ケイト：……おおいっ!?

司：わかりました。じゃ、侵蝕率だけ上げていつでも登場できるようにしておきます。（心底うれしそうに）……ぃやった～あ……（笑）。

永斗：ちっくしょおおおおおっ、いいな高校生！　こーゆーシーンに無理なく登場できる！

司：ふふふ、同じ学校であることを最大限に活かすぜ、俺は（笑）。

永斗：俺も高校生になりたい！　クソ！　高校生高校生ハイスクールスチューデント!?（笑）

ＧＭ：やかましいっ!?

結希：ええと、お茶を入れて差し出してみたりしますー。

ケイト：あ、ありがとう。と、ノドをつまらせぎみだった僕は、受け取って飲み干します。

司：そして最良の登場タイミングを虎こ視し眈たん々たんとねらう、俺っ！（笑）

ＧＭ：（ナレーション風に）……ふたりだけのひととき。はしゃぐ彼女に……。

司：虎視眈々と、ねらう俺。

ＧＭ：そんな幸せな時間がケイトを包んでいく。




　どんな幸せな時間だ。




結希：で、空を見上げながら……もうすぐ、二十五日ですね～……と、期待した目でちらり、ケイトを見る。

ケイト：そうだね……。

結希：で、当日はどこに行きましょう？　あと、何時に帰れればいいですか？　あ、それとも……と、指をモジモジさせながら……。

司・永斗：それともなんだよ中学生っ!?（爆笑）

永斗：（ぼそぼそと）泊とまりがけで！　泊まりがけで！（笑）

ケイト：ええと、近くに……その……。

永斗：（ぼそぼそ）泊まりがけ！　むしろ泊まりメインで！　いいや、泊まりだけでも！

ＧＭ：うるせえだまれっ！（笑）

ケイト：じゃあ……見晴らしのいいところに、教会があるんだ。そこに行かないか？

結希：教会？

ケイト：あそこは……お気に入りの場所なんだ。心が落ち着くし、辛つらいことがあると、そこに行って心を落ち着けたこともある。

ＧＭ：毎年クリスマスが近づくと、大きなツリーが飾かざられて、親子連れや恋こい人びとたちが訪おとずれる───そんな場所。

ケイト：（やさしい声で）きっと、キミも気に入ってくれると思うよ。

結希：楽しみにしておくです！　ツリーを見て、食事して、夜の街を散歩して……。

ケイト：で、そのあとに……。

永斗：そそそそのあとっ!?

結希：そ、そのあと……って……？

ＧＭ：（ナレーション風に）ケイトの、思いがけない言葉に結希がびくりと震ふるえ、動きが止まる。結希は、身体から力が抜けるのがわかった。……ぺたん。あいていた左手を床につけて、身体を支える。彼女は上うわ目め遣づかいに、頰ほおを染そめて───どこか困ったような、しかし潤うるんだ目でケイトをみつめ……。

ケイト：あやしいナレーション入れんなよっ!?（一同大爆笑）

結希：あ、あのっ……あたし……（←どこか恥ずかしそう）。

ケイト：アンタも乗せられるなああああああっ!?

ＧＭ：（めげずにシリアスに）そんなふうにおどけつつも、ケイトは結希から視線を外すことができなかった。

ケイト：う、お……いや……!?（←素す）

結希：（静かな口調で）……ケイト、さん……。

ＧＭ：みつめあい、言葉のない時間がふたりを包んでいく───。

ケイト：結希、ぼ、僕は……（←必死にセリフを考えている）。

司：なーにやってんだお前ら、と、ふたりの横に登場。

ケイト：おわっ!?
















結希：はにゃっ!?

ケイト：ちちちちがうんだつかちゃんっ!?（一同大爆笑）

司：なにが。

ケイト：そのあとの次はいっしょにお茶しようよと言おうと思ったんだ!?

司：仲、いいな。お前ら。

ケイト：（いきなりさわやかに）今日はいい天気だな。空。

司：雪、降りそうだぞ。空。

ケイト：………………。

司：………………。

永斗：というか司あっ!?　なななんでそそこで止めちまうんだあっ!?

ＧＭ：いや、うまくいく直前に邪じや魔まが入るのはラブコメの基本だろ？（一同爆笑）

ケイト：で、なにしにきたの。つかちゃん。

司：え？　…………。いや、なんつーか、こう……ほら、その、なんだ……（←用事はない）……ぽん！（手をたたいた音）そうそう、支部長を探しに来たんだよ、うん。

ケイト：あ！　仕事ね！　……仕事か。じゃあ、しょうがないね……。………………あ、そうそう！　誤ご解かいしないでほしいんだけど僕たちは、たまたまここで……。

結希：でも、お弁当の中身は一いつ緒しよ（←追い打ち）。

司：そうか。たまたまここで一緒になって、たまたま同じ弁当を食べてるのか。そうか。うん、わかった。なるほど。

ケイト：つかちゃん、まあ落ち着いて話をしよう。

ＧＭ：彼女の前でいいわけ続けるのも、あとで大変なことになるぞ（ぽそ）。

司：……ま、いいや。ンなことはどーでもいいんだ。ケイトもいるならちょうどいい。……お前、〝世界の支配者〟って奴のこと、ほんとに知らないんだよな？

ケイト：ああ、知らない。

ＧＭ：知らないと言いつつ。ケイトは心のどこかで、どこか懐なつかしいような───そんな感覚があることに、気づいている。……感情に、懐かい旧きゆう入ってるしね。

ケイト：……ただね、つかちゃん。心の奥底でアイツに会ったような……そんな気持ちがあるような気がするんだ。それは、実際会ったとか、そういうものじゃないんだけど……魂たましいに刻まれたもの、というような、そんな深いものというか……。

司：そっか。……まあ、そんな不確かなものじゃ役に立たないな。ちょっとそいつのことを調べなきやならなくなったんで、話を聞きたかっただけだ。

ケイト：ああ、ごめん。役に立てなくて。

司：いいって、いいって。（突とつ然ぜんざーとらしく）お前らはここで、幸せに。いいか、幸せにしてろよ。幸せにしてろよ。幸せにしてるんだぞ？（笑）

ケイト：つかちゃーん……。

司：んじゃ、俺はこれから仕事に行くからさあ……と、ふたりをにやけた笑えみで、見る!!

ケイト：……なにか言いたいことがあるんじゃないのか？

司：な～いよ～な～いよ～……（笑）。

結希：は、はにゃ……。

ケイト：（さわやかな声で）……きっとさ、つかちゃんにもいつか幸せがやってくるさ（笑）。

司：憐あわれんだ目で見るなよっ!?　……つーかな、ケイト。俺は、昨日までは幸せだった！

結希：過去形……？（笑）

司：し、幸せだったんだよ！（笑）た、ただね、今はね……………ちょっと、金がね……。

結希：か、顔がこわいですー。

ケイト：（あたたかい声で）……つかちゃん。なにかあれば遠えん慮りよなく言ってくれよ。僕も裕ゆう福ふくってわけじゃないけどさ。少しくらいは融ゆう通づうできるよ。

司：優しくするなっ!?　や、優しくすんなよ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：……叫んだ瞬間。〝ピシイッ！〟　司を中心とし、放射状に屋上の床が凍こおり付き、周囲の大気にちらちらと氷の結けつ晶しようのようなものが舞まった。

ケイト：こんなトコで〝力〟を解放するなよっ!?

司：ゼエ……ゼエ……っ……あ、ああ。ちょっと最近怒おこりっぽくて〝力〟の加減ができなくてな。ともあれ金がないから仕事をするんだよ！　ってわけで、俺は行くから！　じゃな！

ＧＭ：───ほとんどナニしにきたか、わからない司であった（一同爆笑）。

ケイト：つかちゃん……。

ＧＭ：司が去ったあと───その場に残されたふたりは、どこかお互たがい気き恥はずかしくて……。

ケイト：さ、寒くなってきたね。

結希：さっきのいいわけは、なに？（笑顔）

ケイト：いや、そこは僕の照れる気持ちをわかってもらいたい！（笑）

結希：わかってますよ～（笑）だから……。

ケイト：だから？

結希：だから、なでてもらえれば怒りません。

ケイト：ぐ、お……!?　じゃ、じゃあ……君が、それだけで許してくれるなら……と、手を優しく結希の頭にのせて…………なでなで。

結希：はにゃ～（←幸せそう）。

司・永斗：ぐ、ぐおおおおおおお！（じったんばったん）（←素で恥ずかしい）

ＧＭ：うう（笑）。……と、そんな時。〝キーンコーンカーンコーン……♪〟。昼休みの終わりを告げる、チャイムが鳴った───。

ケイト：やば！　早く戻らないと！

結希：はい！




　ふたりは、お互い照れるような笑顔で昇降口へと駆けだしていった───。




　ケイトの誕生日まで、あと六日───。










◆Scene02◆　日本再さい襲しゆう来らい


Scene Player────上月永斗






　伝説の暗殺者は、再びこのＳ市に舞まい降りた。

　Ｓ市でもっとも高いビルの屋上。

　その灰色の街並みを見おろしながら、永斗は煙草たばこの煙をくゆらせ、言った。




　「……話しあおう。司」




　最愛の弟の目は、なぜか殺気に満ちていた。




ＧＭ：じゃ、次のシーンいきまーす。シーンプレイヤーは永斗だ。

永斗：ふむ、俺が再び日本に襲来するシーンですか（笑）。

司：だから怪かい獣じゆうかよお前はっ!?（笑）

永斗：ふうむ、馬鹿と煙はなんとやら……ということでＳ市の一番高い建物の屋上に降りましょう。……ひらり。そのビルの屋上に薔ば薇らの花びらが、舞った。うぞぞぞぞぞ。

ＧＭ：花びらは寄り添うように集まり、人を形作っていく。ややあって……屋上に具現化する───永斗（一同大爆笑）。

司：だから人類の例外みたいなコトするなってのっ!?

永斗：〝キン……っ、しゅぼっ！〟俺は、街を見おろしながら煙草に火をつけ……。

司：（ドスの効きいた声で）ここに来ると、思ったぜ兄貴（←いきなり登場）。

永斗：〝フ──────っ……〟（←煙を吐はいた）（死ぬほど渋しぶい声で）……ほう、司か。俺は振り向きもせずに、言った。

司：なにか言うことはあるか？

永斗：あ？

司：最後に言い残すことはあるか、と聞いているんだ。

永斗：待て。

司：……カツ、……カツ、……カツ（←足音）。

永斗：待て、司。この距離でやりあえば、どちらが速いかわかっているだろう？

司：……カツ、カツ、カツ、カツ。

永斗：な、なぜ止まらない。昔のお前なら止まったはずだ。

司：……カツカツカツカツカツ。

永斗：（渋い声で）……そうかわかったやる気だな。……すすすすまないっ！　（自分の頭に銃じゆうを突きつけて）〝ズキューンっ!?〟俺はその場にドサリ倒たおれ、吹き出した血が屋上に広がっていく───（一同爆笑）。

ＧＭ：死ぬなああああああっ!?（笑）

司：（永斗の襟えり元もとを摑んで）そんなに簡単に死後の世界に逃にがすかよ!?（永斗の耳元に）…………《リザレクト》（ぽそり）。

永斗：うごごごごご！　死ぬことすら許されないと言うのかああああっ!?（←蘇そ生せい）

ＧＭ：当たり前だっ!!（一同爆笑）

司：つか兄貴っ、前回の話で「しばらくＳ市にいる」とか言ってたじゃねえかっ!?

永斗：まあまあ弟よ。この俺の死に免めんじて許してくれ。

司：……………………。とりあえず今までどこでなにしてたかだけは話せ。

永斗：（渋い声で）───奴やつに、会ったよ。

司：奴？　まさか〝世界の支配者〟かっ!?

永斗：ああ、おそらくな。いったいどうやっているのか知らんが……この世界中の異常気象、まちがいなく、奴の力だな。

司：どこで会ったんだ。

永斗：メキシコで。

司：（シリアスな声で）奴は、なにしてた？

永斗：わ、笑ってた!!（一同大爆笑）




　なぜかプレイヤーも満面の笑顔である。




司：なんでお前までそんなに幸せそうに笑うんだあああああっ!?（一同大爆笑）

結希：……▲□●×▼……っ！（←腹をかかえて笑っている）




　このさわやかな笑顔を、お見せできないのが残念である。




司：あのさー……兄貴さあ……こう……三段論法とかって知ってるか？　●●があって、●●だから、●●である、ってやつ。

永斗：おお、知ってるぞ。

司：兄貴と話すと、みっつ目がいきなり来るんだよ。だから順序立てて話してくれ。（シリアスな声で）……で、なにがあった？

永斗：お、俺がメキシコに行き、奴がメキシコに立ち、そして奴は笑ってた。

司：………………。

一同：……………………。

ＧＭ：な、なんて頭の悪い回答なんだ。

永斗：そしてメキシコのとある村が、まるごと野郎に滅ほろぼされてたんだっ!?　うおおおーっ、エルマ───エルマ───っ!?（一同大爆笑）

司：そこがいちばん重要なんじゃねぇか!?（笑）

永斗：奴はおそろしい。まさに、支配者ダイナストという名にふさわしい力を持っている。

司：……街をクレーターにって……ひとりでやったってのかよ？　そんなはずはねえだろ？

永斗：（渋い声で）はっ……奴ならやるさ。俺は指一本動かすことができなかった。……それほど奴は、強い。

司：……で、そいつがケイトを狙ねらってるって？

永斗：（死ぬほど渋い声で）───そうだ。奴は笑っているだけだった。だが、俺にはわかった。奴はケイトをねらっている。

ＧＭ：なんでわかるんだろう（笑）。

司：まあ、灰枝と目的は変わらないよーですし（笑）。

永斗：まあ、なんだ。（渋い声で）俺は、このＳ市の街並みを見おろし……〝キンっ……シュボ！〟再び煙草に火をつけてつぶやこう。




　「泣いても笑っても───あと数日で、すべてが決まるさ」




　ケイトの誕生日まで、あと五日───。










◆Scene03◆　予期せぬ訪問者


Scene Player────檜山ケイト






　愛情……優しさ……慈しむ、心。

　男は、すべてを持っていた。

　その、圧あつ倒とう的てきな存在感と共に───。




ＧＭ：では、次のシーンだ。シーンプレイヤーはケイト。

ケイト：じゃ、侵蝕率をあげまーす（と、ダイスを振る）。

ＧＭ：……四日後に訪れる自分の誕生日。ケイトは、結希と過ごすクリスマスのことを考えながら、家路をたどっていた。その心の片かた隅すみに、漠ばく然ぜんとした不安を抱かかえながら、だ。

ケイト：んじゃ、家についたら、ただいまー……と。

ＧＭ：「あ、おかえりー」たまたま玄関にいた母親が出で迎むかえた。「ああ、ケイト。お客さん来てるわよ？　始めて見る方だけど……どなた？　素敵な人ねえ……」ちょっと頰を赤らめて、笑顔で母親がそう言った。

ケイト：は？　お客さん？

ＧＭ：「とにかく居間に通してあるから、相手してちょうだい。私はお茶のお代わり入れてくるから♪」パタパタと、母親は上じよう機き嫌げんで台所へと消えていく。

ケイト：ああ、よくわかんないけど居間に行……。

ＧＭ：───そう思った瞬間、〝ざわり……っ〟キミの全身が総そう毛けだった。

ケイト：……う？　………………ってこの感覚、まさかっ!?

ＧＭ：キミの身体からだの内側からこみ上げてくる、なにか。ぶわっ……と、身体じゅうから冷たい汗あせが吹ふき出る。───衝動判定だ！

ケイト：うお!?（ダイスを振って）侵蝕率が15も上がった!!　居間のドアを開け放つっ!!

ＧＭ：……そこで、キミは見た。ソファに座すわり、優やさしげな笑えみを浮かべたまま、上品に紅こう茶ちやを口にする男の姿を。……どこか上品な物もの腰ごし、服装。白髪しらがの混じる、しかし整えられた髪かみ。おそらくは五十歳さい台半ばの男性───。

ケイト：あ、あんた……。

ＧＭ：男は、キミのほうを振り返ることもなく、言った。「───ケイト、大きくなった」それは、ひさしぶりに会う息子むすこの成長を喜ぶようなニュアンスで。

ケイト：あ……あんた、なにしに来たんだっ!?

















ＧＭ：「キミの父とも言うべき者に向かって、その発言はいただけないな」あくまで余よ裕ゆうで、諭さとすように男は言う。

ケイト：ダイ…ナスト……？

ＧＭ：「そう、そう呼ばれることもあるな。世界の支配者、と名乗ってもよいのだが」

ケイト：うおおおっ!?　どこの世界に決戦前、わざわざ自宅に挨あい拶さつしにくるボスキャラがいるとゆーのかっ!?（一同大爆笑）あんたが……あんたがっ!?

ＧＭ：「……こわいな、ケイト。反はん抗こう期きかね？」

ケイト：だまれっ!!　あんたのせいで、どれだけの命が散っていったと思っているんだ!?

ＧＭ：「ずいぶんと物ぶつ騒そうなことを言うな。……まあ、とりあえず座りなさい」

ケイト：いや、それは無む視しする。

ＧＭ：「……まあ、いいだろう」かちゃり。男はティーカップを置きながら言う。

ケイト：……。

ＧＭ：「……そうそう。結希グリーンのお弁当はおいしかったかね？　キミにとってはいい思い出になったことだろう。葵ブルーには悪いことをしたが、結希はそれをちゃんと補おぎなってくれた」

ケイト：葵……さん？　補った？

ＧＭ：「そうだ。過程は予定とはちがってしまったが、その結果が変わることはない」

ケイト：なに言ってんだ……？

永斗：（ぼそっと）で、電波だ電波。

ＧＭ：「……あと、残るわずかな日々、今の生活を楽しみなさい。十八歳のお前の誕たん生じよう日び、お前は変わるのだ」断わっておくが、それは脅おどしているような口調ではない。あくまで父が子に教え、諭すような優しい言葉だ。聞いているうちに、キミの心に気持ちよく染しみこんでいくような、声。

ケイト：じゃあ……それを振り払って！　ひとつ、聞かせてくれ。アンタはなぜ、なぜ僕ぼくをそうまでして追いかける？

ＧＭ：そのケイトの言葉に、男はきょとんとする。「……なにを言ってるんだ？　お前は、もともとそうなる運命なのだ。これは、この星が闇やみの中に生まれた時より、定められていたこと。お前は、私と同じなのだ。その身体が覚えてはいないかね？　この私の、存在を」

ケイト：……う、たしかに。ロイスも〝懐旧〟でついているし（笑）。

ＧＭ：ここでケイトの心の奥底から声がする。〝支配せよ。支配せよ。この世のすべてはお前に支配、管理されてこそ意味がある〟。そんな感情が、わきあがってくる。

ケイト：ぐおっ!?　いやだめだ！　そこでいろんな人たちの姿、声が心の中でオーバーラップする!!　祐一、死んでいった葵さん、一連の事件で犠ぎ牲せいになった人たち、灰枝……最後に結希の笑顔が浮かんで───あ、ここで感情をネガティブの〝隔かく意い〟に変へん更こうします！

ＧＭ：うい（笑）。

ケイト：───ダイナスト。支配なんて、僕は望んじゃいない。

ＧＭ：ダイナストは、ふっ、と息を吐いて───「……まあ、そう構えるな。それに今日、ここに来たのはお前にあいさつをするためだ。危害を加えるつもりは毛頭ない。そもそも、私が危害を加えるのだと思っていたのなら、キミは帰ってくるのが遅おそすぎる」言ってちらり、部屋のドアを見ると……。

司：「あ、お茶のお代わりをお持ちしました」と、おかんが笑顔で入ってくる（笑）。

永斗：まあたしかにな。ケイトが不在のうちに、おかんはこいつを家にあげちまっている。この男の力ならおかんはこの世にいなくなっていても、おかしくはない。誕生日までになにか起こることがわかっていたのに、警けい戒かい心しんが低すぎだな。

ケイト：う、たしかに……。

ＧＭ：ダイナストは、母親に優しい笑みを見せて、「……いや、奥さん。今日のところは、私はそろそろ失礼させていただきますので」

司：「あ、そうですか？　お茶のお代わりくらい……」（←母親）

ＧＭ：「……いえいえ。今日はケイトくんの気が立っているようなので、長居はしないことにしますよ」

永斗：「あらあらケイト、お客様に失礼……」（←突とつ然ぜん母親）

ケイト：母さんは黙だまっててくれ！

永斗：「ヒ、ヒィ……っ!?」（一同爆笑）

司：いや、ヒィじゃないだろ（笑）。

ＧＭ：男は立ち上がってコートを羽は織おりながら、ケイトに言う。「では、今日は帰らせてもらうよケイトくん。あらためて誕生日に───私のすべてをお前に渡わたそう。……では、奥さん。お茶、ごちそうさまでした」

永斗：「いいえ、なんのおかまいもできませんで」（←母親）

ケイト：運命なんて……。僕に決められた運命なんてない。

ＧＭ：男は、部屋を出る刹せつ那な、優しい笑みをふっと浮かべ───ケイトに最後の言葉を残す。「それは、人間という小さな存在としての考え方だ。お前はもっと大きな存在でなければならないのだよ。……では、どうもお邪じや魔まいたしました、奥さん」と、あくまでも紳しん士し的てきに言って去っていく。

ケイト：そのうしろ姿を見送ったあと……へなへな、と座り込む僕（笑）。

ＧＭ：「ケイト。あの方、いい感じの方ねぇ……どなた？　また来てくれるかしら？」わくわくした少女のような笑顔で母親は無邪気に言った（笑）。

永斗：うわ、魅み了りようされてる！（笑）あ、あのおかんが!?

ＧＭ：いや、それだけのカリスマ、包容力を持っている、ということだな。

ケイト：じゃ、母さんには皮肉げに……言おう。




「あいつは世界の支配者さ───」




　ケイトの誕生日まで、あと四日───。










◆Scene04◆　世界の中心に立つ者


Scene Player────上月司






　それは、あまりに信じがたい事実だった。

　結希は、司は、そして永斗は……その事実に絶句した。




ＧＭ：んでは、次のシーンだ。シーンプレイヤーは司！

司：うす！（ダイスを振る）で、ちょっと情報収集とかしたいんですが！〝世界の支配者〟の！　強くてすごい、ということだけはわかったけど、それ以外がさっぱりです（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。あ、このシーンはケイト以外は自由に登場していいよ。

永斗：ならば、侵蝕率を上げて登場しよう（と、ダイスを振る）。

結希：じゃあ、私も出るですー（と、ダイスを振る）。

司：あ、支部長が出るんだったら、あそこに行きたい！　最近よくたまり場にしてる、人のいないＵＧＮ・Ｓ市支部！（笑）

ＧＭ：そんな、うらぶれた校舎裏の部室じゃないんだから……。

結希：ううう……。

司：ちわーす！　支部長、いますー？

結希：……わーい！　人が来た～！（笑）

司：兄貴、土産みやげ出せよ土産。

永斗：お、そうだな。〝メキシコばな奈〟!!（一同爆笑）

ＧＭ：またそれかよっ！（笑）

結希：じゃ、三人で食べましょう。三人で！（笑）もぐもぐ……で、今日はなんですか？

司：決まってるだろ？　〝世界の支配者〟についてだ。ここなら情報を入手しやすいか、と思ってな。

結希：あ、調べます調べます。えと、ＵＧＮのデータベースにアクセス。〝世界の支配者〟に関連した内容を検けん索さくしま……。

ＧＭ：データの閲えつ覧らんを拒きよ否ひされる。

一同：え？

ＧＭ：〝世界の支配者〟に関しては、ＵＧＮの中でも最重要機密扱あつかいになっているな。何重ものプロテクトが施ほどこされている。

司：プロテクト？　ＵＧＮはコイツの存在を隠かくしたいってことか？

結希：プロテクトを解除します。

司：……って、いいのかよ。霧谷さんか誰かに協力得たほうがよくねえか？　捕つかまらねえ？

結希：そんなヘマはしませんよ。えっと……《天性のひらめき》と《生き字引》を使って……（ダイスを振って）……17です。

ＧＭ：それだけあれば十分だな。〝カタタ、タタタタタ、タタン、夕……〟結希は画面を見つめたままキーボードをたたき、何重にもはりめぐらされたプロテクト、トラップを、おそるべき速度で次々と突とつ破ぱしていく。

司：うへ……な、ここに来て正解だっただろ、兄貴。

永斗：おう、俺たちがなにもしなくていいからな（笑）。

ＧＭ：で、ややあって。結希の端たん末まつに〝世界の支配者〟の情報が映し出される。

結希：───終了。タン、と。

ＧＭ：その内容……だが。これだけの防ぼう御ぎよ壁へきをしいていたわりには、恐おそろしく情報が少ない。




コードネーム：Dynast

通称：世界の支配者

本名：不明

シンドローム：不明

年齢：不ふ詳しよう




ＧＭ：……などのデータがずらずらと書かれ……。

司：不明ばっかじゃねえか（笑）。

永斗：お、そうだ。写真はあるか？

ＧＭ：数枚、あるね。服装はバラバラだが、その顔に永斗は見覚えがある。

永斗：こいつだっ！　こいつが村を滅ほろぼしたんだボリボリ（←せんべいを食ってるらしい）。

司：（シリアスな声で）……じゃあ、まちがいはなかったってことかパリパリ（←せんべい）。

永斗：（シリアスな声で）ああ、俺はメキシコでこいつに会ったボリボリ（←せんべい）。

結希：でも、データが少ないもぐもぐ（←メキシコばな奈）。

ＧＭ：そこでキミらは不思議なことに気づく。ダイナストが写っているその数枚の写真は、見る限り年代も場所もバラバラだ。古い白黒写真から、最近目もく撃げきされているものまで……服装のちがいこそあれ、その容姿はまったく変わっていない。そして、どの写真も常に同じ微笑ほほえみを浮かべている。見るだけで、どこか心が癒いやされるような、微笑みが。

司：おい、これ……。

永斗：（渋い声で）……この微笑みだ。

ＧＭ：資し料りようには、歴史が大きく動く時、いつの時代にも〝ダイナスト〟と称しようされる男が現われ、なにかしらの行動をしている、と記述されている。その行動原理は一切不明。ただし、最近のファイルには、檜山ケイトとなんらかの関わりがあると書かれている。

司：他になんかデータは？　これじゃ戦う時の対たい策さくも考えられねえ。

ＧＭ：そうだな、データ欄の最後に、こう書かれている。〝識別：古代種〟と。





　古代種───遙かな過去より、その身に宿したレネゲイドにより生きながらえる（と言われる）者。現在、分類されているシンドロームのどれにも属さない力を操る。






永斗：古代種…………力強く書かれているな。

司：わかっているのはそれだけか。

ＧＭ：そうだな、〝ダイナスト〟の存在はＵＧＮの創設にも関かん与よしているらしいが……そのくわしい一文は資料より削さく除じよされた痕こん跡せきがある。

永斗：……支部長、ファルスハーツのネットワークへの侵しん入にゆうは可能か？




　ファルスハーツとは、オーヴァードの力を利用し、さまざまな犯はん罪ざいを起こすＵＧＮの敵対組織のことである。




結希：え？　ＧＭ、できます？

ＧＭ：ＯＫ。判定はさっきの一回でいいよ。……キミは、ファルスハーツのネットワークに侵入した。書かれている情報はＵＧＮとさして変わらないが……ファルスハーツの創そう設せつにもなんらかの関与をしているらしい。

司：……おい（笑）。そーいや、神崎灰枝はＵＧＮやファルスハーツは、ケイトのためにどうたら、とか言ってたな。……だんだん真実味が出てきたぞ。

ＧＭ：さらには、〝ロード・オブ・アビス〟長瀬明、そして〝クィーン・オブ・ブルー〟神崎葵との関係が記述されているね。

結希：あのふたりと関与している？　具体的には？

ＧＭ：このふたりと直接接せつ触しよくしたわけではないが、彼らが出会うようしむけた痕こん跡せきがある。

永斗：……ふむ。データに関しては？　シンドロームの種別が書かれているとか。

ＧＭ：シンドロームについては書かれてないが……データ欄の最後には、こう書かれている。───〝識別：起源種〟。

永斗：……力強く別のことが書いてあるな。

結希：古代種にして、起源種？

司：おい、ひょっとして……。

結希：え？

司：…………いや、こわい想像になるから言うのよそう……。

永斗：（渋い声で）まさかこいつ、すべてのレネゲイドウィルスの……。

司：……言うなって！（笑）

ＧＭ：そして、ファイルの最後に書かれたこの一文がキミたちの目をひく。




　───〝世界の中心に立つ者〟。




一同：…………。

司：……ち、力強く書いてあるな。

ＧＭ：さらには、ＵＧＮ、ファルスハーツ、そしてレネゲイドウィルスに関わる大事件には、必ずこの男の姿が目もく撃げきされ、なんらかの影えい響きようを及およぼしたことが記録されているね。

司：……おい……マジかよ……。

結希：前の事件の葵さんや、あたしを含めた複製体も仕組んでいたのは……？

司：長瀬のＵＧＮ反乱どこの騒さわぎじゃねえな。

永斗：……すべて奴やつの手のひらの上ってことか。（死ぬほど渋い声で）───次の俺の敵は、世界。悪くねえ……悪くねえな（一同大爆笑）。

司：……兄貴、メキシコで殺されなくてラッキーだったな。

永斗：（いきなり弱々しい声で）……あ、ああ！　あ、兄ちゃん、今思い出しても震ふるえがくるよっ!?（一同爆笑）もしあそこで攻こう撃げきしかけてたら、兄ちゃん、あの地でエルマと一いつ緒しよに砂になってたっ!!（一同大爆笑）

結希：……このデータから推測するに、この男はおそろしく強いんでしょうね。

司：強いというか……さわっちゃいけねえ相手っぽいぞ。どうするよ、支部長さん？

結希：決まっているでしょう？　ケイトさんを害するつもりなら───あたしは戦います。

永斗：支部長、正気か？　この俺が指一本動かすこともできなかった相手だぞ？　正直、あんなのと真っ向から戦いを挑いどむのはご免めんこうむりたい……それがふつうだ。

結希：それでも、あたしは……。

永斗：……。

結希：……。

永斗：それで？

結希：は？

司：なにか俺たちに頼たのむことはないのか？

結希：え、じゃあ……。

司：ああ。そこでニヤリと笑って……。

永斗：ふたりで同時に答えよう。




「決まっているだろう？　一いつ緒しよに、戦うさ───」




　ケイトの誕生日まで、あと三日───。










◆Scene05◆　崩ほう壊かいの序じよ曲きよく


────マスターシーン






　燃えあがる空。

　溶とけ出す、世界の果ての永久氷ひよう壁へき。

　荒あれ狂くるう、海と風。




　それは、終しゆう焉えんの始まり。




ＧＭ：と、ここでおもむろにマスターシーンが入る。

一同：はーい。

ＧＭ：……そこは、崩壊したメキシコにあった、小さな村の跡あと地ち。その上空では、いまだ発光現象が続いていた。虹にじ色いろに輝かがやく空。その中心点……なにもない空間に、ふいに黄金色の火がともる。それを見上げる人々は頭を寄せ合い、不安げにそれをみつめる。

永斗：う、なにか始まった。

ＧＭ：そんな異常現象は、メキシコだけではない。他ほかにも……。




同日、同時刻 ─── 南極・某ぼう国観測隊基地

　計器類に異常がないことを何度も確かめたのちに、観測員のひとりが震ふるえながら、その事実を口にする。

「この二十四時間で……たった二十四時間で気温が三度、上昇……？」

　その言葉に呼応するように、音を立てて崩くずれていく永久氷壁。

　空には、オーロラともちがう光が、黄金色に輝いていた。




司：二十四時間で三度っ!?

永斗：ああ、そりゃもうだめだな、地球。

司：……ところで、ＧＭ。このＧＭシーンは世界のいろんなところで、いろんな人が世界の危機を演出するとこですか？（笑）

ＧＭ：うい（笑）。まさにそのとおり。

司：じゃ、こんなのもありですか！




同日、同時刻 ─── 南米沿岸部

　はじめに、それに気づいたのは、浜辺で砂遊びをしていた小さな子供だった。

　水平線の向こうに見えたのは、巨大な白い壁かべ。

　子供の視線に気づいた浜辺の大人たちが、それを巨大な……山よりも高い津つ波なみであると理解するまでに、そう時間はかからなかった。




ＧＭ：ありあり（笑）。

永斗：お、じゃあ俺も。




同日、同時刻 ─── 中国・北部

　ふいに襲った大地の揺ゆれ。

　この国の人々が経験したことのないような巨大な……突とつ発ぱつ的てきな地じ震しんは、いともたやすく万ばん里りの長城の一角を崩落させた。

　付近の山中、ひとりの老人がこの広大な大地を見渡しながらポツリ、つぶやいた。




「……始まったか───」




司：……誰だよ、その老人ってっ!!（笑）

永斗：いや、きっと山にこもって修しゆ行ぎようしている僧そうかなんかで、実はオーヴァード（笑）。

ＧＭ：わはは（笑）。じゃあ、最後はこんな感じで！




同日、同時刻 ─── 日本ＵＧＮ

　その研究室で、白衣をまとった研究員のひとりが、ありえない観測データを同どう僚りように告げる。

「まちがいない……この数時間の間で、明らかに地球の自転速度が───速くなっている」

「どのくらいだ？」

「……に、二十四時間につき……」

　ごくり、喉のどをならして一いつ拍ぱくおいたのちに、言う。




「三分四十秒……」




結希：三分四十秒っ!?

永斗：これまたダメだな、地球。

ＧＭ：そして、この報告を受けた霧谷雄吾は、机の上で手を組んだまま、口元に笑みを浮かべて……しかし、余よ裕ゆうはまったく感じられない調子で───言う。「世界の中心に立つ者が、新たなる人物に受け継つがれる時がやってくる。あと二日……二日で───」




「……世界が、変わる」




　　　　＊　　＊　　＊




司：うお、霧谷さんなんか知ってそうだしっ!!

ＧＭ：そんな世界的な異変が各地で起こっている中、ごく一部の人間だけがこの異変に〝ダイナスト〟と呼ばれる人物が関わっていることを知っている。もちろん、知っているだけでその対たい処しよ方法はつかんでないんだけどね。これからＵＧＮは総力をもってこの事象に対応することになるだろう。報道管制を始めとした、情報操作などなど、ね。

司：まあ、とにかくよ。今さらジタバタしても始まらねえ。

永斗：───そうだな。その時が来るのを、待てばいい。

結希：でもできる限りのことはしないと。とりあえず部下の補ほ充じゆうだけでも上に申しん請せいします。

司・永斗：（ぽそりと）い、いや、それはよしたほうがいいんじゃないかな……。

ＧＭ：てなわけで。次々と起こる世界崩壊の序曲に、キミたちの心に黒いなにかがわきあがる───。……ささ、衝動判定しとけ（笑）。

一同：うわ──────っ!?（一同爆笑）

ケイト：今回は衝動判定が多いな……。世界の危機をひしひしと感じる（笑）。




　ケイトの誕生日まで、あと二日───。










◆Scene06◆　瞳ひとみの奥に映るもの


Scene Player────薬王寺結希






　───十二月二十四日。

　運命の日は、そこまで来ていた。




ＧＭ：では、次のシーン。結希がシーンプレイヤーだ。他のＰＣは登場不可で！

結希：侵蝕率上げますねー（と、ダイスを振る）。

ＧＭ：さて、シーンはＳ市支部から始まる。キミのもとに新たな隊員が配属される……そんな連れん絡らくが入ったのは、今日の午前のことだった（一同爆笑）。

結希：やった！　今度こそ！　今度こそ……！（笑）

ＧＭ：そのチームがキミのところに配属されるのは、今日。キミが時間をかけて選び出したエージェントたちだ。まさに精鋭中の精鋭……エリートの中のエリートと言っていいだろう。

結希：？　う……うう……？　き、期待していいのかなあ……。

ＧＭ：チームの到とう着ちやくは、十三時。今は十二時五十分だ。

結希：時計を見ますよ。はあ……あと十分かあ。

ＧＭ：キミがつぶやいた時だった。〝コンコン〟おもむろに扉とびらがノックされる。

結希：きた！　はーいどうぞ、開いてまーす！

ＧＭ：（妙みようにおどろおどろしく）〝ガチャリ〟。

結希：な、なんか音が……。

司・永斗：（死ぬほどおどろおどろしく）〝ギ、ギィイイイイイイイイ……〟（一同大爆笑）

ＧＭ：ドアが、開かれる。そこに立つのは、微笑びしようを浮うかべたひとりの男だった。

結希：……おや？

ＧＭ：「やあ、お待たせしたね」センスよくスーツを着こなした、五十歳代半ばくらいの男が微笑ほほえんだままキミに声をかけた。

一同：……………………。

結希：え、ええと、それはひょっとして…………。

ＧＭ：「ああ、始めてお会いするんだったね。もうしわけない、私としたことが……自じ己こ紹しよう介かいが先だね」男は、どこか子供のように、少し照れるように笑って言った。

結希：あ、あの……。

ＧＭ：さあ、衝動判定だ！　「……そう、私はキミたちから〝ダイナスト〟と呼ばれる者だ」

結希：（ダイスを振って）やっぱりぃぃいいいい───っ!?　ど、どうしてここへ……？

ＧＭ：「どうしてもなにも……おや？　灰枝が話していなかったかな？　私の愛するケイトのために、キミにはこの舞ぶ台たいから退場してもらわなくてはならない、と」

結希：はう～～～～～っ!?

ＧＭ：「ははは、そのためにキミは作られたんじゃないか。……そうか、キミは葵とちがって、そこはわかっていないのだったな。……いや、葵も知らないことだった、かな？」

結希：く……。

ＧＭ：「さて、ケイトのために……私はお前を殺さなければならない。それはとても悲しいことだ。だが、喜びなさい、結希。キミのおかげで世界は変わるんだ」

結希：はう！

ＧＭ：男は、コツコツコツ……と、両手を広げ、本当に優しい笑顔を浮かべて近づいてくる。

結希：はう、はう!?

ＧＭ：そして、男の開けたドア。その隙すき間まからは誰かの手がのぞいている。誰かが、そこに倒れている。おそらくは……。

永斗：精鋭部隊っ!!（一同大爆笑）

司：こ、こいつら、一言もセリフを言えずに死んでるぞ！「うわー、だめだー」すら言えてねえっ!?（大爆笑）

結希：あああああっ、なんてことを───っ!?（笑）

永斗：しかも、絶対こいつら、幸せそうな笑みを浮かべて死んでるにちがいねえ！（笑）

ＧＭ：「……さあ、私と共に行こう。神崎の娘むすめよ」

結希：ち、近くの引き出しをガラっとあけて銃じゆうを取り出します！　う、動かないで！

ＧＭ：「抵抗する？　……ふむ、それもいいだろう。キミに与えられた正当な権利だ」　コツコツ……その歩みは止まらない。そしてあくまで優しく、言う。「さあ、やってみたまえ」

結希：う、撃うちます！（ダイスを振る）

ＧＭ：では《ニンバス》使用！　回避にボーナスが入り（ダイスを振る）……うし、この対抗判定はこっちの勝ちだな。〝チィン！〟放たれた弾丸は、キミの意に反してあさって方向で壁に跳弾した、という演出で！（笑）




《ニンバス》


　古代種だけが取得できるエフェクトのひとつ。

　古代種の圧あつ倒とう的てきな存在感……存在するだけで相手の敵意を減少させる特とく徴ちようを表わす能力。

　使用者は、回避などのリアクションにおいて、ダイスボーナスを得る。






結希：う、う……トリガーに指をかけたまま、ぶるぶる震ふるえて……銃を取り落とします。

ＧＭ：「そうだ、それでいい」結希、キミが今感じているのは、恐怖ではなく幸福感だ。男の微笑みを見ているだけで、キミの心から敵対心が消えていく。

結希：なぜあたしは彼に銃を向けているの……？　そんな感じ？

ＧＭ：うい（笑）。ダイナストの優しさに包まれていくような、同時に心を侵蝕されていくような、そんな感覚。「さあ、ケイトのためだ。一いつ緒しよに行こう……今、ここでキミをすぐに殺すことはしない。それではダメなのだ」

結希：は、はう～、ケイトさんのため……？

ＧＭ：「（ものすごく優しい口調で）そうだよ。ケイトのためなら、キミはなんでもしてくれるだろう？　明日は、ケイトの記念すべき誕生日だ。キミも一緒に祝ってくれるだろう？」

結希：そ、それは……。

ＧＭ：彼の言葉は、なんと心地よく響ひびくのだろう。キミの心は、目の前にいるこの男の言葉にその身をゆだねたい、という気持ちになってくる。

結希：ううう……っ!?　手から銃がポロッ、と落ちます……。

ＧＭ：「そう……それでいいんだ。いい子だね、キミは」　そう言って、虚うつろな表情を浮かべる結希の頭を、優しくなでる。キミの瞳から、すぅ……っと、意志の色が消え、その意識はゆっくりと闇やみに落ち───。




　司と永斗が結希の失しつ踪そうを知ったのは、それから二時間後のことだった。

　Ｓ市支部は、みたび壊かい滅めつした。




　ケイトの誕生日まで、あと一日───。










◆Scene07◆　決意


Scene Player────檜山ケイト






　ちらり……街の空を覆おおう黒い雪雲より、白いものが舞まった。

　その最初のひとかけを、街を歩くひとりの少女が手のひらで受け止める。

　少女は、笑顔で空を仰あおぎ……明日がホワイトクリスマスになるだろうことを素直に喜んだ。




　雪が、静かに街を白く染めていく。




　これまでのすべてを、無に還かえすかのような───白に。




ＧＭ：では、ミドルのラストシーン……シーンプレイヤーはケイトだ。

ケイト：侵蝕率を上げまーす（と、ダイスを振る）。

ＧＭ：今は、十二月二十四日の夕刻。キミは明日の誕生日を……クリスマスを、どこか妙に落ち着いた気持ちで待っていた。そして信じていた。今日と同じ明日が、やってくることを。

ケイト：うう、シリアスだ（笑）。

ＧＭ：そんなおり、ふいにキミの携けい帯たい電話が、鳴る。発信元はＵＧＮ───おそらくは霧谷からのものだ。

ケイト：じゃあ、僕はちょっと品のいい文房具屋から出てきた……というところで電話を受けたことにしよう。

ＧＭ：え？　……ああ、なるほど。クリスマスプレゼントでも買っていたのね（笑）。では、電話の向こうで、霧谷は歯切れの悪い口調でキミに言った。「おひさしぶりですね、檜山くん。……今日は、キミに知らせなければならないことが、あります」

永斗：「（渋い口調で）ダイナストに逆らってはいけません」（一同大爆笑）

ＧＭ：そんなこと言うかああああっ!?（笑）

ケイト：とりあえず、霧谷の歯切れの悪さからイヤなものを感じますが……なんですか？

ＧＭ：「（シリアスな声で）Ｓ市支部が……みたび壊滅しました」（一同大爆笑）

ケイト：壊滅っ!?

永斗：壊滅って言うのか、あれ？（笑）

ケイト：で、薬王寺さんは……結希は大丈夫なんですかっ!?

ＧＭ：「現場に残された死体の中に、彼女はいませんでした」

ケイト：そうか……。発見されていない、と言うことは行ゆく方え不明……？

ＧＭ：「そういうことになりますね。現在、襲撃者を探しています。……が、それが誰なのか、キミにはもう予想がついてはいませんか？」

ケイト：〝ダイナスト〟……。

ＧＭ：「そう。我々が〝世界の支配者〟と呼ぶ者です」

ケイト：……霧谷さん。〝世界の支配者〟なんて……そんなものがあり得るんですか？

ＧＭ：「にわかには信じがたいのですが……。残されたわずかな記録からは、それが真実であると言わざるをえません。そして檜山くん、非常に言いにくいのですが……キミはあの男に、〝後こう継けい者しや〟として認識されているらしいのですよ」

ケイト：後継者……？　僕にどんな力があるっていうんです？

ＧＭ：「キミの力……キミのレネゲイドウィルスが他の人間とちがう種類のものであることは、キミも自覚していますね？」

ケイト：だからといって……この力が世界を支配できる程のものだなんて思えない。

ＧＭ：「───レネゲイドウィルスは発見されてわずか十八年。まだまだ不明な点は多く存在します。我々の知らない力が眠っている可能性は否定できません。───いや、レネゲイドとは、本当に〝ウィルス〟と分類していいものなのでしょうか？　我々が知らないだけで、これはもっとこの世界の進化の中ちゆう核かくに位置する……そんな存在なのかもしれません。我々は……誰に戦いを挑いどもうとしているのでしょうか？」

ケイト：……霧谷さん、今はそんなことを考えてる場合じゃない。ダイナストに直接会って、決着をつけなければならない───これが唯ゆい一いつの僕の真実です。

ＧＭ：「しかし、あの男に会えば、キミはキミでなくなってしまうかも知れない。キミの決断が世界のすべてを滅ほろぼすかも知れない。……それでも、行きますか？」

ケイト：……あなたの言うことはもっともかも知れない。僕がどうなってしまうのかわからないし、勝てる自信があるわけでもない。ただ……ただ、これだけは約束できる。あの男の後継者が僕だとしても、僕は世界を支配しようなんて思わない。それだけは、信じてほしい。

ＧＭ：「……そこは信じてますよ。だが、危険な賭かけであることは変わりありません」

ケイト：それがどれだけ危険でも、それが僕自身の命をかけるものであっても、僕は───。

ＧＭ：「……いいえ？　賭けるものは、キミの命ではありません。この世界、すべてです」

ケイト：それでも僕は行かなきゃならない。それだけ、彼女のことが……大事なんだ。

ＧＭ：霧谷は、ふっ、と息を吐いて言う。「……わかりました。では、キ……」と、とそこまで言いかけて。〝ザ、ザザザ……ザザっ〟ノイズが入る。

ケイト：霧谷さん？

ＧＭ：「───そうか、ケイト。お前はやっと私の元に来てくれる決心を固めたのか。私は嬉しいよ」ふいに聞こえる、その優しい声は───。

ケイト：うおっ!?　ダ、ダイナストっ!?　……ああ、僕はあんたのところへ行くよ。だけど、勘違いするな。……僕は、あなたを倒すために行く。結希を取り戻すために行くんだ！

ＧＭ：「───いいだろう。子供は親に反はん抗こうするくらいの元気がなくてはな。楽しみに待っているよ。……もし反抗するのなら、お前の大事な仲間も連れてきたまえ。私にとっても、そのほうが都合がいい。仲間をすべて失った時、お前は変えるはずだ。自分の考えを。ね」

ケイト：……。

ＧＭ：「では今夜零時、教会で待っているよ」

ケイト：……ひとつ約束してくれ。僕が行くまで、結希には手を出さないと。

ＧＭ：「もちろんだとも。彼女こそ、愛する息子むすこの目覚めをうながす、すべてのきっかけだからね。───では、楽しみにしているよ」言って、電話は切れた。

ケイト：……。

司：……じゃ、ここて分場しょう。兄貴も出るだろ？

永斗：もちろんだ！　ここで合流しなくてどうするっ!?

ＧＭ：うい、いいタイミングです（笑）。

司：（シリアスな声で）───話は終わったか、ケイト？　と、路地から登場（と、ダイスを振る）。

ＧＭ：ふいに、ケイトの背中からかけられる、聞き慣れた声。

ケイト：じゃあ、振り向きもせずに答える。……ああ、全部終わったよ。十二月二十五日午前零れい時じ、教会。そこで、世界の運命が決まるよ───つかちゃん。

永斗：（死ぬほど渋い声で）……世界の運命が決まる場所にしちゃあ、ずいぶんとしょぼくれてやがるな。

ＧＭ：ふいに、ケイトのわきに立つ電柱の上から、声。

ケイト：で、電柱？

永斗：ま、決戦の舞台なんてのは……そんなものか。……と、ケイトの横に降り立つ。

司：で、ケイト。お前の覚かく悟ごのほどは……今の電話をそこでこっそり聞いてたんでよくわかったんだが。

ケイト：（苦笑いを浮かべ）聞いてたのかよ、相変わらずつかちゃんは人が悪いな。

司：（にやりと笑って）……なんか出て行きにくくてな。

ケイト：あはは。まあ、わかるよ。

司：……行くんだろ？

ケイト：行くよ。すべての決着をつけに。

永斗：ケイト。支部長殿も、お前のことを相当深く想っている。それはわかっているな？

ケイト：わかっているよ。……結希との繫つながり、永斗さんやつかちゃんとの繫がりを無む駄だにしないためにも、僕は行く。そして、ダイナストを───倒す。

司：……わかってると思うがよ───俺と兄貴はついてくぜ？

永斗：（渋い声で）ああ、〝世界〟を相手にできるんだ。悪くねえ。俺は伝説の暗殺者、次に殺すのは〝世界〟ってわけだ。

ケイト：……ありがとう。

ＧＭ：───ケイトはうつむき気味に、言った。

司：んじゃ、ちょっと腹ごしらえでもして……行きますかね？

永斗：ああ、腹が減っては戦いくさはできぬ、と言うからな。戦いの前祝いと行こうか？

ケイト：そうだね、なに食べる？

永斗：どうせ、お前のオゴリだ。まかせよう。

ケイト：オゴリかよっ!?（笑）社会人が高校生にたかるか、ふつー!?

永斗：なあに、安心しろ。次は、俺がおごってやるさ。そう……




「……奴との戦いから帰ってきたあとに、な？」




　　───すべての決着をつける刻が、迫せまる。




　　　　＊　　＊　　＊




　ケイトがその誕生日を迎えるまで───あと六時間。







　　CLIMAX PHASE




　深夜に近いというのに、街は喧けん噪そうにあふれていた。

　白く染まる街並みを、何組ものふたり連れが笑顔で行き交う。

　誰もが、今日が最良の一日であることを信じていた……そんな夜。




　雪のクリスマス・イブ。




　それは、世界が変革を迎える二十五分前───。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：その男は、教会の前に微笑を浮かべて立っていた。誰かを心待ちにするかのように。

ケイト：ダイナスト……。

ＧＭ：その男の両腕に、気を失ったまま抱かれている、結希。「よく来たな。待っていたよ、ケイト」慈いつくしむような口調で、ダイナストはケイトに語りかけた。

ケイト：……残念だけど、あなたの言うことを聞きに来たんじゃない。すべての決着をつけるために、僕はここにいるんだ。

ＧＭ：「結果は変わらないんだよ。それはわかっているね、ケイト？　今から起きる出来事は、ずっと昔から決まっていることだ」それは、親が子に大事ななにかを伝えるかのような、優しい声で───。ただ言葉を交わしているだけだと言うのに……彼はただ立っているだけだと言うのに！　その圧倒的な存在感の前に、キミたちの心は折れそうになる。強制的に襲ってくるような、その幸福感!!

永斗：司、ケイト……押し流されるな!!

司：わかってるよっ！　と、ここで、侵蝕率がちょい低めなんでジェネシフトしとく。

ケイト：結希をみて、最後に残った勇気を振ふり絞しぼって……言う！　ダイナスト、結果が決まっていたとしても、僕はあなたを認めるわけにはいかない。そして、決まっている運命なんか、結果なんか……ないんだ！

ＧＭ：その言葉に、ダイナストは心の底から悲しそうな表情を浮かべる。「……おお、ケイト。お前は本当に人間というものに染まってしまったのだね───かわいそうに、今からお前という存在を取り戻してあげよう」〝ツッ……〟彼の瞳から、一ひと筋すじの涙が流れる。

司：あ、兄貴……。

永斗：ああ、奴の目……気づいたか？

司：あいつ、マジだ。マジでケイトのことを想って言ってやがる。

永斗：俺も職業柄がら、いろんな悪党を見てきた。……その中で一番おそろしいのはどんな悪党かわかるか？

司：……信念を持っている奴、だな。あいつには一片の悪意もねえ！

永斗：自分は正しいことをしている、自分は幸せのために動いている、アイツはそう考えてやがる。あいつの目はそう言ってやがる……っ。

司：それが世界の支配者って、奴か───。

永斗：そういう、ことだな。

司：……とまあ、我々のボスキャラ解説はこんなとこで（笑）。

ＧＭ：ぶ！（笑）ダイナストは流した涙を指でぬぐうと、再び微笑を浮かべて……「では、パーティをはじめようか？」言葉と同時に、空の一点に……炎ほのおがともる。

一同：は？

ＧＭ：それを認識した瞬間、炎は周囲の空間に拡散した！　それはまるで燃え広がっていくかのように……この夜の闇に覆おおわれたこの空を黄金色に塗ぬり替かえていく！　それは、この街だけじゃない。全世界を……この星の空すべてに広がっていく!!

一同：うおおおおおおおっ!?（爆笑）

永斗：街全体……いや、世界のすべてを覆うだと!?（笑）

司：は、はは……霧谷さんも大変だな……これはもみ消せんわ……（笑）。

ＧＭ：いいや？　今、そしてこれから起こることは、人の記き憶おくに残ることはない。

一同：へ？

ＧＭ：なぜならば……周囲を見回せばわかる。空が燃え始めたその時、イブを楽しむ人波から大きな歓かん声せいがあがったものの、それはすぐに止んでしまう。

司：ちょ、ちょっと待った（笑）。ちょっと待ってください、菊池さん！（笑）も、もしかしてこの現象って……!!

ＧＭ：そう、ダイナストの展開した《ワーディング》だ。この星のすべてを包み込む、巨大な《ワーディング》!!　さあ、衝動判定しろっ!!

一同：なにいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?（大爆笑）




《ワーディング》


　オーヴァードが自分の周回に展開することのできる、いわば〝結界〟である。

　この空間の中では、オーヴァード以外の存在は完全に無力化される。

　オーヴァードであれば誰もが身につける基本的なエフェクトである。






永斗：わ、《ワーディング》かよ!?　これがっ!?

ＧＭ：うむ。なお、ダイナストのワーディング内ではオーヴァード以外の存在は、自意識を保つことができないものとする。

司：な、なるほど。それは情報のもみ消しなんて必要ねえわ……（笑）。

ケイト：ダイナスト……これもアンタの力だっていうのか？

ＧＭ：「だから言ったじゃないか、ケイト。この世界は、私そのものだ。このくらいのことは、造ぞう作さもない。そして───明日を迎えた、お前が得る力でもある」

ケイト：ぼ、僕はそんなものいらないっ！

ＧＭ：「困ったな。ケイト、お前はこの私に成り代わり、この世界の中心に立たねばならないのだ。そここそが、お前の居場所だ」……まちがいない。ダイナストの深い瞳ひとみの奥にあるのは、一片の偽いつわりもない真実！　ケイトは、それを感じ取る。

ケイト：う、う……なんか妙な迫はく力りよくに庄倒されて、じり、と退さがりま……。

司：じゃ、ケイトの背中を押して言おう！　……退がるな、ケイト！

ケイト：……つかちゃん？

司：ここで退がっちまったら、すべて終わるぞ。いや、俺自身はガタガタ震えてますが！（笑）それから強がりつつ笑って……ダイナストに言うぞ。……アンタの言いたいこともわかるが、ケイトの居場所はもう決まってるんだよ。一年も前に、な。ケイトの居場所は、支部長の隣となりなんだよ！

ＧＭ：うは（笑）。では、それを聞いて……「ふむ、この娘むすめがそこまで大切か。そうか……いや、そうでなくては困る」

一同：は？

ＧＭ：「では、少し早いが、私からのプレゼントだ。返そう！　この娘を！」言って、ダイナストは笑顔で結希を放り投げる！　雪舞う夜の闇やみに踊おどる、結希の肢し体たい！

結希：はにゃっ!?

ケイト：うおっ!?　う、受け止めますっ!!

ＧＭ：〝どさっ……っ〟キミは、彼女を受け止めた。同時に、うっすらと彼女の目が開く。

結希：ケイト……さん？

ケイト：あ、ああ。

結希：涙をこぼしてケイトに抱きついて……言います。あ、あたし……生きてる。

永斗：とりあえず今現在は、な。ただし十分後は保証できそうもないぞ、支部長殿。

結希：え……。

ＧＭ：「さあ、ケイト。キミは灰枝からも聞いたはずだ。キミの周囲の人間たち、お前が囚とらわれてしまった〝人と人を結びつける鎖ロイス〟───そのすべてを断たち切った時、新しい世界が始まるのだ。そのためにも───」一拍の間おいて、ダイナストは言った。（いきなり邪じや悪あくな声で）「……お前の腕の中で、結希かのじよを殺してあげよう」

一同：うひゃ──────っ!?（爆笑）

ケイト：僕の横に立つのは葵さんのはずだった……ってそういうことか。僕にとってかけがいのない人間を作り上げ───殺すために、その人と人の繫つながりを、断ち切るために!!

ＧＭ：「そうだ。だから結果は変わらないとも言った。今は、葵のかわりに結希がいる」

結希：じゃ、じゃあ！　あたしのこの想いは偽にせ物ものだって言うんですかっ!?

ＧＭ：「安心しなさい。キミの想いは偽物ではない。偽物であってはならないのだよ。ただ私によって造られたものである、と言っているだけだ」

結希：そんなことないっ！　あた……あたしは……！

ケイト：（結希のセリフを遮さえぎってシリアスな声で）……あなたは、これが仕組んだものだと言う。確かにそうなのかも知れない。でも、実際に僕たちが出会い、共に戦ってきた事実そのものは消せない。それが仕組まれたものだとしても、僕が大好きな人たちと過ごす時間が大切だと思う気持ちは消せない。だから……。




「だから、僕はあなたを否定する」




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：「……ふむ、これ以上は平行線だね。だが、この教会の鐘かねが午前零時を告げる時、お前は理解する。この私の考えを。孤こ独どくを。だから───」言って、ダイナストは戦せん闘とう開始の合図を告げる。「では、始めようか───？」




　そして、静けさに包まれた教会前の広場で……戦いは始まった。



















ＧＭ：ダイナストは、微笑を浮かべたまま……ふいに、その姿がゆらぐ。あまりの速さに、残像だけを残して……っ！　こちらのイニシアチブは30っ！

司：30っ!?

永斗：《戦いの予感》使用！　奴が行動をとる前に、俺の銃はすでに奴に突きつけられる。（死ぬほど渋い声で）……なかなかの速さだな、〝世界〟？（一同爆笑）《ハンドレッドガンズ》起動。すべてを組み合わせて、……第一撃は全力をもって当たる。これが鉄則だ。……（どげざららららーっ、とダイスを振って）……うわはははははっ!?（←いきなり高笑い）

司：ど、どうした？

永斗：これだけ振って達成値が27しか出ねえっ!?（笑）

司：な、なんか、兄貴が薄うすっぺらく見えるよ!?

ＧＭ：回かい避ひは……なにもしなくても19コ振れる。（ダイスを振る）……ぐは、失敗っ!!

永斗：当たった!?　ダメージは37！（渋い声で）……ロード・オブ・アビスの方が〇．〇三秒、速かったぜ？（一同大爆笑）

ＧＭ：その弾丸は、ダイナストの肩を的確にとらえた。が……。

永斗：が？

ＧＭ：ダイナストは微笑を浮かべたまま、言う。「やれやれ、このコートは少し気に入ってたのだがね……穴があいてしまったよ。だが、とてもいい。たいした速さ、そして攻こう撃げきだ」

永斗：ぬおっ！　よ、よゆうかよ!?

ＧＭ：「しかし……攻撃というのはこういうものだ」彼が指を〝パチン〟と鳴らすと、周囲の空間そのものが燃え始める。

ケイト：燃え始めるって……なにもない空間がかよっ!?

ＧＭ：《スターダストレイン》＋《光の弓ゆみ》＋《主の右腕》＋《ブレインコントロール》＋《焦しよう熱ねつの弾だん丸がん》───対象はこの場にいる全員……シーン全体を攻撃だ。（ダイスを振って）……達成値は62っ!!

一同：うわ───っ!?

永斗：か、身体が燃え始める!?　回避……なんて無理に決まってるだろ!!（笑）

一同：よけられなーいっ！

ＧＭ：全員、ふいに吹き上がった炎にとらえられた。（ダイスを振って）……ダメージ57！

永斗：死にました。

結希：死にました。

ケイト：死にました。

司：死にました。

永斗：は、はっはあ！　圧倒的だな、〝世界〟？　だが、おかげで思い出したよ。自分の無力さってやつをな！　えー……親おや父じのタイタスを使用してよみがえる。

司：まあ、もともと防ぼう御ぎよなんか考えてねえ！　すべてを攻撃に賭かけなきゃ……奴は倒せねえだろ？　……こちらもタイタスを使って蘇生！

ケイト：同じくタイタス使用！

結希：《リザレクト》ー！　これで侵蝕率が１００こえた！　ええと、ここであたしの順番！　じゃあ、ケイトさんと司さんに援えん護ごを！《天性のひらめき》＋《アドヴァイス》＋《弱点看かん破ぱ》＋《風の渡し手》で……（ダイスを振る）……ええと、成功！　ふたりのクリティカル値が１下がって、攻撃力が６上がります！

司：よし！　じゃあ、俺もいかせてもらうぜっ！　炎ほのおが全身にまとわりつくのを強ごう引いんに振り払って攻撃！　組み合わせは《大地の牙きば》＋《完全なる世界》＋《氷の塔とう》＋《氷の戒いましめ》＋《ブレインコントロール》！（ダイスを振って）達成値は……37！

ＧＭ：あいかわらず微笑を浮かべてその場に立つダイナスト……その背後の雪より隆起した、巨大な円えん錐すい形けいの氷柱が撃うち込こまれ……（ダイスを振る）……あ、回避は42（笑）。……撃ち込んだ！　と司がそう思った瞬間。ダイナストはすでに、その場にいない。むなしく、氷柱だけがそこに突き立っていた。

司：い、いねえっ!?

ＧＭ：「……ふむ。それで私の不意をついたつもりかね？」ほくそ笑えむ、ダイナスト。

司：うおおおっ、いい気になられたっ!?

ケイト：じゃあ、無駄話をしてるところに一気に突っ込む！　余よ裕ゆうを……かますなあっ!!《鬼の一撃》＋《浸しん透とう撃げき》＋《さらなる波》＋《一いつ閃せん》！（ダイスを振る）




　ケイトの腕が、これまでブルー・ビーストやクィーン・オブ・ブルーを葬ってきたランスへと変形し……放たれる。

　この一撃は、ケイト自身が驚おどろくほど、あっさりとダイナストの身体をつらぬいた。




ケイト：……あたった!?

ＧＭ：「ほう……なかなかの一撃だ。だが、お前の本当の力は、そんなものではないのだよ？　さあ、眠れる力を解放しなさい」優しく、親が子供に教えるように言う。

ケイト：う、この余裕……まずい、勝てる気がしなくなってきた。

永斗：奴の言葉を聞くな！　効いていないはずはない！　心が折れれば……負けるぞ！

ケイト：あ、ああ！




　ここで、戦いは第二ラウンドへと突入する。




ＧＭ：「……さて、諸君。このまま戦ったのではキミたちに勝ち目はない。そこでひとつ提案をしようじゃないか」

ケイト：提案？

ＧＭ：「そうだ。ここで今すぐ全ぜん滅めつさせてもいいのだが……あえて私はお前たちの攻撃を、待ってやろう。力の限り、ぶつかってきなさい」

永斗：な、なめられたもんだな。その提案、後こう悔かいすることになるぞ？　と、ここで……！

結希：あ、待ってください永斗さん！　ここは待機して！

ＧＭ：ああ、なるほど。永斗に待機させて結希の支援を先に使う、ってわけだな。

永斗：ＯＫ。戦いの指し揮きはあんたにまかせよう。

結希：では再び《天性のひらめき》＋《アドヴァイス》＋《弱点看かん破ぱ》＋《風の渡し手》！（ダイスを振って）……全員にクリティカル－１、攻撃力＋６します！

永斗：ふむ、的確なアドバイスだ。奴の動きが見えるようになってきたぞ？（笑）

司：ま、まあ……奴が圧倒的なのは変わらないけどな。と、あせりながらも笑顔を見せる。

永斗：（渋い声で）〝世界〟よ。さっき言ったとおり、貴様の動きは速いが、その反応速度そのものはロード・オブ・アビスより〇．〇三秒、遅おそい。……司！　あれをやるぞっ！

司：おう！

ＧＭ：あれ？

永斗：あの誰もがおそれたロード・オブ・アビスを葬った我々の連れん携けいを……貴様にもくらわせてやろう！　まずは……《レインフォース》＋《クリスタライズ》＋《小さな塵ちり》＋《天からの眼》！（ダイスを振る）

ＧＭ：「ほう……？」ここにロード・オブ・アビスとの戦いが、再現される！　ダイナストの周囲に、無数の薔ば薇らの花びらが吹ふき荒あれる。それを見て大地を蹴けり、空中に跳とぶダイナスト！

永斗：無む駄だだ。お前の反応速度では、その攻撃から逃のがれるすべはない。瞬間で、すべての花びらが銃じゆう弾だんへと変わった！

ＧＭ：（ダイスを振る）……ぐ、回避失敗。無数の弾丸……そのすべてがダイナストへと収束し、次々その身体からだを貫つらぬいていく！　一点に集まった弾丸が、空中で黒い球体を形づくり……次の瞬間、ダイナストがそれを〝ざららららーっ！〟っと腕で、なぎ払う。見れば、彼の全身はズタズタになっている！　「ぐ……」なぎ払われた、積もった雪の上に落ちた弾丸は、再び薔薇の花びらとなって風に吹かれ、散っていく。そしてダイナストもまた、再び大地に降り立ち……！

永斗：（渋い声で）……言っただろう？　お前の反応速度は、ロード・オブ・アビスより〇．〇三秒、遅い（一同大爆笑）。奴は、その百万の弾丸をすべてよけきったぜ？　そして、お前の降り立った場所……そこは───。

司：ひっかかったな。そこは俺の……。

ＧＭ：ダイナストはパンパンと、身体にひっかかっていた弾丸を払い落としながら言う。「……キミの領りよう域いきの中心点だと言うのだろう？」

一同：うおっ!?

司：強がるんじゃねえっ！　アンタが世界を燃やすなら、俺は世界を凍こおらせてやるさ！　《惑まどいの一撃》＋《完全なる世界》＋《ブレインコントロール》＋《コキュートス》!!　降り立った瞬間、四方八方から撃ち込まれる氷の柱っ!!（ダイスを振る）

ＧＭ：（ダイスを振って）……その無数の柱が、無む造ぞう作さに立つダイナストの笑顔を覆おおい隠かくすように……彼に向けて収しゆう束そくしていく！

一同：うっしゃっ!!

ＧＭ：……そこに数秒の静せい寂じやくが訪おとずれた。

司：やったか？

結希：いえ、殺してはいない……けど、無む傷きずでもいられないはず……。

ＧＭ：ややあって。〝ぴしいっ……ぴしっ〟　密集した氷の柱にヒビが入っていく音。次に……〝パアンっ!!〟　すべての柱が砕くだけ、霧む氷ひようとなって周囲の空間に漂ただよう。

一同：……。

ＧＭ：霧氷は、しだいに晴れていき……うっすらと見え始める、無造作に立ちつくす人ひと影かげ。

司：倒れろ、これで倒れてくれ……。

ＧＭ：ふいに、霧氷が晴れた。その奥から出てきたのは……ダイナストの───微笑。「……これで、終わりかね？」

一同：うおおおおおおおおおおおおおっ!?

司：なんだその余裕はっ!?　効きいてねえのかっ!?

ＧＭ：ダイナストは《ショックアブソープ》を使用した。受けたダメージは、０だ。

一同：なにいいいいいいいいいいいいいいっ!?

ＧＭ：「……なるほど、なかなか大したものだ。長瀬明と同じようにふるまってみたのだがなるほど、あの男が倒されたのもうなずける」

司：わ、わざと俺らの技わざをくらったってのかよっ!?

ＧＭ：「ひとつ勉強になったよ。たしかに、私はロード・オブ・アビスよりも動きは鈍にぶいようだ…………が、私はあの男ではない。同じ技で倒せると思わないほうがいい」

司：い、いい気になってやがる───っ!?（爆笑）

ＧＭ：「さて、あとはケイトを残すだけだが……いささか、まわりの人間が鬱うつ陶とうしくなってきたよ。先に、倒れてもらおう」

結希：え？

ケイト：……っ!!　やばい、みんな退さがれっ!!

ＧＭ：「……遅い」ここで待機を解除！《スターダストレイン》＋《光の弓》＋《主の右腕》＋《ブレインコントロール》＋《プラズマカノン》！　ダイナストの身体を中心点に、無数の黄金色の光が、全周囲に解放されるっ!!　ターゲットは、ケイト以外全員っ!!

一同：どぅわ──────あああっ!?

ＧＭ：「人は光をよけることは、できないよ」（どげららららっら───っ、とダイスを振る）……達成値は、86！

一同：そんなのよけられるかあああああああっ!?




　一瞬の、閃せん光こうだった。

　まばたきする間もなく、ケイトが一瞬だけ放たれた光に注意を奪うばわれた。

　光が、おさまり……眼前で無造作に立つダイナストの微笑を、見る。

　時間にして、それは〇．一秒にも満たないはずだった。

　ケイトの背後で、〝どさ……っ〟───三つのなにかが雪に倒れる、音。

　その昔に、敵を前にしながらもケイトは背後を振り返った。




　そして、見る。

　司。

　永斗。

　そして……結希。

　さっきまで言葉をかわしていた、三人の仲間の……もはや動くことのない、身体を。




ケイト：うおあああああああっ!?

ＧＭ：「───おめでとう、ケイト」優しい声で、ダイナストが祝福の言葉をケイトにかける。彼は、教会の時計台を見ながら、「……時刻は十一時五十八分。お前の誕生日まで、あと二分を切った。お前へのプレゼントはまにあいそうだよ」

ケイト：うおおおっ、貴様───っ!?

ＧＭ：「怒り、か。しかしケイト。お前は……二分と満たないうちに、その感情は消え失せる。見てみたくはないか？　わずかそれだけの時間ののちに、この世界はお前が知っているそれと、大きく変わるのだ。想像もできない、お前の生み出す世界へ」

ケイト：僕の生み出す、世界？

ＧＭ：にこり、ダイナストがこれまでにない最高の微笑ほほえみをケイトになげかける。「そうだ。これまでの日常と常識に捕とらわれない、世界の風景をお前は見るに至る。興味は、あるだろう？　そこが、永い間、お前が求めてきた、お前自身の居場所なのだ───よかったね、おめでとう」……その言葉からは、一片の皮肉も感じられない。ダイナストは……キミの父親ともいえるこの男は、心からキミに視福の言葉を贈おくっているのが、理解できる。その言葉は、キミの心に染しみ渡わたっていく。キミの心の中で、なにかが、変わり始めている。

ケイト：ひ、必死に抵てい抗こうします！　こ、こんなことがあっていいわけがない！

ＧＭ：「ちがう。これまでが本来、あるべきものではなかったのだ」

ケイト：うおおおおっ!?（笑）僕の居場所……生まれ変わった世界。み、見たい……たしかにそれは見たい……！

ＧＭ：「……いい子だ。さあ、刻は来た。目覚めなさい、新たな〝世界の支配者〟よ」




　ケイトの瞳から、色が失われていく。

　心の中に広がっていく、甘かん美びな気持ち。

　身体の中に潜ひそむ、〝起源種〟としてのレネゲイドが、書き変わっていくのがわかる。

　……時刻は、午後十一時五十九分。




　新たな世界がこの星に生まれるまで、あと一分。




　その時。

　静寂に包まれたこの世界に……。

　ダイナストの優しさに包まれたこの空間に───。

　ノイズが鳴った。

　だがそれは、ケイトにとってはもっとも暖あたたかな、大事な……声。




「……ケイトさん、こっちに帰ってきて───」




　薬王寺結希が、そう言った。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：「───なにっ!?」その声に、始めて……始めて、ダイナストが驚おどろきの声をあげた。

ケイト：……結希っ？

結希：そっちに行っちゃだめっ、ケイトさん！　タイタスをひとつ消費して……ここで立ち上がる!!　もどってきて、ケイトさんっ！

ケイト：生きている……？

ＧＭ：「たしかに、さっき消えたはずだっ!?　薬王寺結希！」

司：……へ、だから言ったろう？　ケイトの居場所は、支部長の隣となりだってよ。

ＧＭ：「……!?　なぜ、お前も生きている!?」

ケイト：つかちゃんっ!!

永斗：（渋い声で）……お前は、わかっていないな。人と人との繫つながりを。その想いを。その想いロイスが昇しよう華かされた時の、力タイタスを。

ケイト：永斗さん……！

ＧＭ：「……ふむ、私としたことが一瞬だけ、呆ぼう然ぜんとしてしまったよ。だが、結果は変わらない。ケイトの誕生日まで、あと二十秒。再びお前たちが消えればいいだけのこと」再び、ダイナストの身体が、微笑と共に淡あわい燐りん光こうに包まれる。

ケイト：……待て、まだ僕の行動順番が終わってない！　ダイナスト……いや、父さん。僕はたしかにあなたと同じ存在なのかもしれない。同じ力を宿しているのかもしれない。でも、あなたと決定的にちがうことがひとつ、ある。

ＧＭ：「決定的に、ちがう点？」

ケイト：そうだ。僕は、あなたが知らない人と人との繫がりを知っている。だから……僕は、あなたにはなれない。

ＧＭ：「ケイト……」

ケイト：せめて、これまで封じていた……おそらくはあなたと同じ力を使って、あなたを倒すよ。笑顔で、言う。ここで《神しん獣じゆう撃げき》を発動。そして、《鬼おにの一撃》＋《浸透撃》＋《さらなる波》を組み合わせて───。

ＧＭ：その時、ケイトは不思議と、憎にくしみは感じない。キミの心を支配するのは、まるで肉親や親友と離別する時のような───〝悲しさ〟。

ケイト：（どざららららららら───っ、とダイスを振る）。僕は───。

司：ひーふーみー……うおお、クリティカル何個出てるんだ！　達成値は……[image: 126]
っ!?

ケイト：僕は……。




　獣けものへと変異したケイトの身体が、さらなる別の獣へと変化していく。

　その力の内に、〝世界の支配者〟を感じながら───。




「僕は……人間だ」




　言葉と共に放たれた一撃が、この世界の中心点を……いや、〝父親〟の身体を撃うち抜ぬいた。




「そうか……」




　ダイナストは瞳を閉じて、これまでにない微笑を浮かべて。

　ケイトのそんな言葉に、想いに応こたえるように……。




　はじけて、消えた。




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：───雪が、降り始めていた。見上げれば、先ほどまで世界中を覆おおい尽つくしていた金色の光は、ダイナストの消失と共に、消え去っていた。再び、空を覆う夜の闇やみ。

ケイト：……父さん。

ＧＭ：「……あれ？　なんかいつのまにか……時間、進んでねえ？」「あ、あれ？　まだクリスマスまで十分くらい……あったよねえ？」周囲で取り戻される、喧けん噪そう。そんな声がキミたちの耳に、聞こえてくる。

結希：ああ、《ワーディング》の中だったから、この十分の時間を認識してなかったんだ。

ＧＭ：そういうことだね。そして、ケイトの足下にあるのは、ダイナストが着ていたはずのコートやスカーフ、服。中身だけが消えてなくなったかのように、その場に人型を維い持じしたまま、落ちている。




　降り始めた雪が、そんな戦いの傷きず跡あとを覆い隠すかのように。




ＧＭ：そして……〝ガラーン……ガラーン〟───教会の鐘が、鳴り始める。それは、ケイトの誕生日を告げるもの。街まち中じゆうに響き渡る、鐘の音。

ケイト：……聖夜に鳴る、鐘。




　それは、日常を守り通した証あかし。




結希：……あ。ケイトさん。

ケイト：ん？

結希：メ、メリークリスマス……。

ケイト：ああ（笑）。……メリークリスマスと、買っておいたプレゼントを渡そう。

結希：……あの、あたしプレゼントを用意できなかったんです。だから───。

ケイト：え……？

結希：だから背を少し伸のばして、彼の頰に軽くキスをします（笑）。えっと、こんなプレゼントで……ごめんなさい。

ケイト：（笑）。じゃあ、一瞬だけ硬こう直ちよくしたあと、すぐに優しい笑顔をして。……ありがとう、最高のプレゼントだ。と言って、抱だきしめます。

結希：は、はにゃー（笑）。

司：……おい、兄貴。

永斗：なんだ？

司：先に帰ろうぜ、俺たちはさ。どーやらお邪じや魔まみたいだし（笑）。

永斗：（渋い声で）フン……そうだな。

結希：あ、それと……。




　結希が、少しだけ顔を赤くして、言った。




「お誕生日、おめでとう───」







　　ENDING PHASE







　……昨日と同じ今日。

　今日とちがう、明日。

　世界は繰り返し時を刻み、変わらないように見えた。

　それはたしかに、かりそめのものかもしれない。







　しかし、少なくとも───今だけは。

　次の非日常と遭そう遇ぐうするまでの短い時間かもしれないが……




　……今、ケイトたちは日常の中に、生きていた。







◆Ending01◆　変わらぬ世界の上で


上月永斗＆上月司






　その国際線の空港のロビーで。

　永斗と司は、背中をあわせて言葉を交わしていた。




ＧＭ：とゆーわけでここからエンディングです！　えー、最初は例によって永斗と司のコンビで演出しよう（笑）。

司・永斗：ういっす（笑）。

ＧＭ：では、兄弟………………なにかやりたいことはあるかね？（一同爆笑）

司：エンディング考えてねーのかよっ!?（笑）

ＧＭ：いや、ここはキミたちのやりたいようにやってもらおうという、親心です（笑）。

永斗：では、舞台は国際線の空港ロビーで！

司：俺たちは、飛行機の時間を待ちながら無駄に背中合わせに座って！（笑）

永斗：俺は煙草を吸い……。

司：俺はポケットに手を突っ込んで……。

永斗：別れの時間を待つ間、俺たちは笑みを浮かべて、語り合っていた。

ＧＭ：……また打ち合わせもしないのに、息ぴったりだな（笑）。

司：うい（笑）。んで……（ぽそりと）……なあ、兄貴。

永斗：なんだ？

司：世界は……変わっちまうのかなあ？

永斗：いや、〝世界の支配者〟が消えたんだ。もう変わることはないだろう。でもな、ちょっとだけ見たいという誘ゆう惑わくにかられたわ。あの男が言っていた、〝新しい世界〟ってやつを。

司：あのままなにもしないで突っ立ってりゃ、見れたんだろうけどな。

ＧＭ：そうだね、そこには今の常識から考えられない、ちがった世界が待っていたはずだ。ダイナストの言う言葉が、すべて真実ならば、ね。

司：だよなあ。あいつ、ほんとにこの世界の創造者だったのかなあ。正直、ただの電波野郎という可能性もあったんだけど……やたら真実味はあったよなあ。

永斗：まあ……奴が消えた今となっちゃあ、証明できねえな。

司：……そう言うこった。

永斗：……ん？　そろそろ時間、か。もう行くぞ、司。

司：んじゃ立ち上がって、兄貴のほうも見ないまま言おう。……最後まで見送るのはやめるわ。そんな歳としでもねえし。

永斗：（にやーりと笑んで）……お前も大きくなったな。俺はちょいと南の方に行ってくる。

司：南？　ま、どこでもいいけど、親おや父じとおふくろの命日のことは忘れてないだろうな？

永斗：ああ。それまでには帰ってくる。……なあに、簡単な仕事だ。

司：そう言って帰って来たことねえくせによ。

永斗：大丈夫だ。約束は、守る。俺は───世界をも殺す暗殺者だぜ？（笑）

司：へっ（笑）。……じゃあな、兄貴。

永斗：（渋い声で）───あばよ、弟よ。

ＧＭ：そして───ふたりは、お互い別々の方向に歩き出す。一度も、互いを見ることもなく、笑顔で。……ややあって、永斗の乗った飛行機が、空の彼方かなたに消えていく。

司：じゃ、俺がそれを見上げて……ポツリ言って、エンディング終了……ってとこですかね。




「……ま、次に帰ってくる時を、楽しみにしてるぜ？」




　　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……まともだ。なんだこのまともなエンディングは。

ケイト：うん、まともだった（笑）。

司：いや、最後だけはちゃんと決めたほうがいいかと思って（笑）。

永斗：そうそう。俺も戦いオチにはしない。毎度毎度ザイールで戦うのも、どうかと思う。

ＧＭ：せ、成長してる！（笑）

永斗：とてもとてもしたいのだけど、しないのだ（笑）。

ＧＭ：したいのかよ！（笑）

永斗：うむ。まあ、俺としては───飛行機が飛び立って少ししてから。（いきなりあやしい声で）「……上月、永斗だな？」（永斗になって）新聞を見たまま……お前は？（ＮＰＣになって）「残念ながら、それを名のるわけにはいきません……が、ここで死んでいただきたいのです」〝ジャカジャジャジャカジャキィン!?〟もう、無数の銃が突きつけられてですね！　俺は言うのですよっ!?（永斗になって）ほう……乗客全員が、刺し客かくとはな。ずいぶんと、俺ひとりに手のこんだマネを。（ＮＰＣになって）「ええ、あなたほどの男を殺すには、これくらいのことをしませんと、ね？　では……」（永斗になって）……いいや？　お前は、ひとつ大きなかんちがいをしている。

ＧＭ：かんちがい？

永斗：そうだ。（死ぬほど渋い声で）……この程度の人数で、この俺を殺せると思ったことさ（一同大爆笑）〝ズギュ───ンっ!?〟　そこで俺のコルトピースメーカーが火を噴ふいてですねっ……!?

司：結局やってんじゃねえかよ───っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：わはははは（笑）。まあ、最後はそうでなくっちゃね（笑）。










◆Ending02◆　そしていつもの日常へ


檜山ケイト＆薬王寺結希






「ケイト───っ、はやく起きないと遅ち刻こくするわよっ!?」

　それは、以前と変わらぬ、毎朝の風景。

　そんな母親の言葉が……今日はどこか心地よかった。




ＧＭ：というわけで、ケイトと結希も同時に演出しよう（笑）。いやあ、もうふたりのからみなしでエンディングは語れないだろう（笑）。つまりこのエンディングシーンは……。

ケイト：シーンは？

ＧＭ：「ケ・イ・トっ♪　結希ちゃんが首をながーくして待ってるわよ～ん!?（一同爆笑）

ケイト：またそれか───っ!?




　いつもと変わらない日常。




結希：あ、お母さん、あたしはずっと待ってますから……。

一同：おおおおおお母さんっ!?（爆笑）

ＧＭ：「んもう～っ、かわいい結希ちゃんっ♪　はやくうちにおいでなさい！」

結希：え！　いいんですかっ!?




　いつもと変わらない、結希の笑顔。




ケイト：なにいいっ!?　いつのまにそこまで話が進んでるんだああっ!?　もう寝ね間ま着きのまま、ドタドタ駆かけ下りて……！　勝手に話をすすめんなよっ!?

ＧＭ：「あら？　あんたイヤなの？」

結希：むっ!?（←いきなりはんにゃ）




　そして、いつもと変わらない、結希のはんにゃ。




ケイト：い、いやっ！　そうじゃなくってっ……!?

ＧＭ：「（しれっと）じゃ、いいのね？」

ケイト：うおおおおおおおおっ!?




　そんな、いつもと変わらない騒そう動どうを繰り返し……。




ケイト：う、うう……とにかく学校行く準備して走り出す！　もう遅刻だあああああっ!?

結希：はい♪　じゃ、お母様いってきます♪

ＧＭ：「はあい♪　いってらっしやーい！」




　母親の言葉に送られて、いつもの道を駆けだしていく。




ケイト：たしかに僕はいつもの日常に戻ってきた……実感します……。

ＧＭ：でも、前とは少しだけちがう点もある。

結希：？

ＧＭ：キミたちのいる場所の絆きずなが一層、深まったという事実。そんなことを実感しながら、キミたちはこの日常の中を生きていく。

ケイト：……そうだな。僕は、僕たちが守り通したこの世界の中で、生きていく。




　繰り返される、毎日の中で。




結希：じゃあ、あたしも感じます。今回の事件を通して……なにかが一歩進んだ、そんな感覚。学校について……みんなにからかわれて……ケイトさんは照れたように怒おこって……でも、授業に入ったらすぐにうつぶして寝てしまう彼を見て。そんないつもの風景の中で……。




　結希は、思う。

　こんな世界が滅ほろぶはずがない。

　壊こわされるはずがない。

　こんな楽しい時の中を、いつまでもみんなで生きていけるって。




ＧＭ：想いが、人と人の絆を強くしてゆく。そんな事実に今さらながら気づいて───

結希：じゃ、最後に……授業中に寝こけるケイトさんを見て……。

ケイト：……んむー、あと五ふんー……（一同爆笑）。




　結希が、幸せそうに───微笑んだ。








『ダブルクロス The 2nd Edition』リプレイ

Mission04 「聖夜に鳴る鐘─Dynast─」

─fin─



























ごあいさつ


ケイト：またまたやってまいりました、「なぜなにダブルクロス」のコーナー!!

結希：今回はわたくし薬王寺結希が『ダブルクロス』のシナリオを作るコツを皆みなさんにお教えします。

永斗：なぜに支部長殿だけが説明をするのだ？

司：兄貴には説明できないからだろ？

永斗：実にその通りだ。

司：わかってんなら、聞くなよ!?

結希：あのう、説明はじめても……いいですか？（汗）




■ダブルクロスのシナリオ作成

　ＲＰＧのルールブックを買って、付属シナリオや雑誌掲載シナリオを遊んでみて、「面白い！」と思った方が次に進むのは「オリジナルのシナリオを作ること」ではないでしょうか？　それは『ダブルクロス The 2nd Edition』でも同じことです。

　でも、シナリオ作りで悩んでいる人はいませんか？　『ダブルクロス』の場合、舞台が現代であることが、シナリオ作りの敷しき居いを高くしているかもしれません。ファンタジーのＲＰＧと違って「誰もが一度は体験するような王道的パターン」があまりないので、いくつかシナリオを作って「ネタが尽つきてしまったぁ！」となげく方もいるんじゃないでしょうか？

　けれど、「自分には無理だ！」とあきらめてしまうのはまだ早いです！　舞台が現代だからこそ発想法というものも、きっとあると思うのです。この記事では、その発想法について紹しよう介かいしていきたいと思います。




①基本的手段

　既き存ぞんの物語を参考にするというのは、一番わかりやすくて基本的な方法です。参考にするものは小説・漫画・神話などですね。「特に富士見ファンタジア文庫がよい」と、この本の担当編集さんはおっしゃっています（笑）。ただし、この手法は『ダブルクロス』だけに限った事ではないので割愛しましょう。

　強しいて補足するならば、個人的には日本の神話は結構引用しやすいですね。実は現代風にアレンジしやすい題材がそろっているので、一度読んでみるコトをお勧すすめします。




②視野を広く持ちましょう

　用意するもの。それは、新聞です。『ダブルクロス』は現代を舞台にしているのですから、現在現実で起こっている事象を参考にしない手はありません！

　事件・事故の記事は当然として、医い療りよう関連・家庭関連の記事も参考になったりします。

　投書欄はＮＰＣの考え方の指針として使えますから、キャラ作りの参考にもなって二度お得（？）ですよ～～？




③歌もネタになりますよ

　お気に入りの歌の詞を利用するという手段もあります。歌詞がひとつのストーリーになっているものを利用するとお手軽でしょうか？

　でも、一番のオススメはお気に入りのフレーズをシーンやフェイズで再現してみること。それを核に他のシーン・フェイズを埋めていくのです。




④日常にも気を配り

　通勤・通学時間を無む為いに過ごすのはもったいないです！　この時間もシナリオ制作に活用できるのです。

　電車やバスを利用していれば、大抵の場合、お喋しやべりに興じている方々に遭そう遇ぐうするはず。もちろん盗み聞きはいけませんが、意図せずとも聞こえてきてしまう他人の会話に気を配ってみましょう。意外とネタになりますよ。

　会話自体をオープニングフェイズに流用したりできますし、ね。



















⑤ルールをよく読みましょう

　ルールブックにエフェクトの効果について書いてありますよね？　ここからもシナリオの発想が得られます。

　ひとつのエフェクトを選んで、自らが敵（ファルスハーツ工作員など）の視点に立ち、それを使用した事件を考えてみるのです。その際にはちょっとくらい拡大解釈もしちゃってかまいません。

　ルールをよく読みこんでいるプレイヤーさんを相手にこれをやると、大抵は「ああ！　あれをこう使ったのか！」と喜ばれますよ。




⑥最後の裏技

　人にすすめていいのかどうか分かりませんが……「自分の人生経験を利用する」という手もあります。

　人生の中で誰でも一度や二度くらい「大きな挫ざ折せつ」や「大きな分ぶん岐き点てん」に遭遇していると思います。　それらをＰＣに味わってもらうのです。

　ただし、親しすぎるプレイヤー相手だとネタがバレますし、ＧＭの影響力が必要以上に強い話に陥おちいりがちです。

　この方法を使う際には、細心の注意が必要ですね。




●アイディアの源泉

　個人的には「ダブルクロスのシナリオのネタとは、生活を営んでいれば発見できるものだ」と思っています。

　今日も今日とて起きている数々の事件、知人が巻き込まれてしまった問題、自分が抱かかえている悩なやみ。

　もしもそれらにレネゲイドが絡からんだとしたらどうなるか？　そして、どんな答えをプレイヤーたちは導き出してくれるのだろうか？



















　──そういう風に視点を変えるとわくわくしてきませんか？　非日常へ踏ふみ込こむのは楽しい事のように思えませんか？　ちょっと心の持ち方を変えてみると、案外すんなりいくものです。

　さきほど挙げた六つの方法は、いうならば「非日常への招待状」です。シナリオを考えるさい、ぜひとも試してみてください。きっと今までとはちがった考えが浮かびますよ！（ただし、『ダブルクロス』の場合、プレイヤーがリアル感を強く求める傾向にあるので、その点はフォローを入れておくとよいですよ）




■ハンドアウトの作り方

　シナリオのアイデアがまとまったら、それをシーンごとに割り振り、敵となるＮＰＣのデータを作りましょう。ここまでは比ひ較かく的てきだれでもイメージできるのではないかと思います。

　その後で、シナリオハンドアウト作りにチャレンジしてみましょう。

　シナリオハンドアウトは、『ダブルクロス』のシナリオにおける、特徴のひとつです。ルールブックに掲載されているシナリオのＧＭをしたことがある人なら、「ああ、あれか」とわかっていただけると思います。ハンドアウトというのは、マップとかＮＰＣからの手紙とか、ＲＰＧで使うプレイヤーに渡す小道具のひとつだと考えるとわかりやすいでしょう。シナリオハンドアウトの場合は、キャラクター作成のときに、ＧＭがそのシナリオにどんな役割のＰＣを作ってもらいたいかを提案するのが目的の小道具です。

　シナリオハンドアウトの作り方に、決まったルールはありません。ただ、目的を果たすために、「こうしたら上う手まくいく」というコツはあります。まずはサンプルのハンドアウトをご覧らんください。ここに書かれているのは次のような要素です。




Ａ．シナリオロイス名

　シナリオに登場する、そのＰＣがロイスを結ぶ対象になるキャラクターの名前です。基本的にＮＰＣがなることが多いですが、ＰＣでもかまいません。




Ｂ．シナリオロイスとの推すい奨しよう感情

　シナリオロイスとロイスを結んだときに、ＰＣが持つ感情です。ポジティブとネガティブで表現されています。これはシナリオハンドアウト全体にいえることですが、あくまでＧＭからの提案、推奨であることは意識しておくといいでしょう。




Ｃ．サンプルキャラクターの指定とカヴァーとワークスの指定

　要するにＰＣにとって欲しい社会的な立場が書いてあります。みなさんがシナリオを自作する場合は、どちらか片方が書いてあれば十分です。例えば、高校を舞台にしたシナリオで、ＰＣに学校へ潜せん入にゆうする役を演じてほしい場合には、それにふさわしいカヴァーやワークスを選んでもらうようにするわけです。



















Ｄ．解説

　シナリオハンドアウトの具体的な解説です。例示してあるものは、なにやら格好よい文章が書いてありますが、皆さんが自作するときはもっと簡かん略りやくにしてもいいと思います。重要なのは、プレイヤーにシナリオの雰囲気をわかってもらうことです。

　繰り返しになりますが、シナリオハンドアウトは必ずしもなくてはいけないものではありません。特にあらかじめＰＣを作っておいて、それに合わせてシナリオを作るときなどは擦すりあわせをする必要は薄うすくなるわけですから。

　それでも、シナリオハンドアウトの使用を推奨するのは、次の三つの理由からです。




①具体的なイメージを持てる

　ゲームを始める前に、シナリオに参加するＰＣをどのように構成したらいいのかを、あらかじめ具体的にイメージできます。




②ＧＭの意図を提示できる

　どんなに日ごろ仲がよくても、やはり理解している事実にすれ違いは起こるものです。特に言葉だけでやり取りしている場合、聞き逃したり、言い損なったりして、必ずしもイメージを的確に伝えられないかもしれません。

　あらかじめ文章にしてあれば、その分、ＧＭの意図が伝えやすくなります。




③プレイヤーが安心する

　ＧＭが手間を掛けて準備することで、プレイヤーが安心できます。

　これは、スピーチのときのお話ですが、話し手がなにも見ないで演説している場合より、メモを見ながら話している方がより説得力を持つそうです。あらかじめ準備をしてあるという安あん堵ど感かんが信しん頼らい性せいを与えるのでしょう。シナリオハンドアウトを準備することで、プレイヤーにＧＭのやる気と準備の確かさを伝えることができるのです。




　そして、もうひとつ理由を挙げるとすれば、シナリオハンドアウトを準備する作業は、結構楽しいのです。シナリオの展開をあれこれ考えながら、ハンドアウトを作っていくというのは、実際にやってみると楽しいものです。







■ハンドアウトの懲こりすぎに注意

　楽しいシナリオハンドアウトの製作作業。

　ですが、あまりにも懲りすぎるのは逆効果ですよ。解説の文章が長すぎると、理解するのが大変で、かえってＧＭの意図が伝わらない危険性があります。

　推奨感情や、カヴァー／ワークスを決めすぎると、プレイヤーがやりたくないキャラクターを作らされることになりかねません。

　シナリオハンドアウトはあくまでＧＭからの提案です。プレイヤーからの要望や提案を受け入れられるように余裕を持たせるのがシナリオハンドアウトを上う手まく作るコツだと思ってください。

　……それではみなさん、心の準備は出来ましたか？　さあ〝裏切り者ダブルクロス〟たちのためのシナリオを、自らの手で作り上げましょう！




[image: ]









　　　超あとがき




　とゆーわけで、二巻でございます。

　本来出版される予定のなかったこの本が、こうして発売されたのは、すべて熱い声援アンケートを送っていただいたみなさまのおかげです。ありがたや。

　本文のほうでもちらっと書いたけど、二巻の発売が決まったのは四月の末のことでした。

　しかも編集さんがおっしゃるには……「初稿の締め切りは六月末ですよ？」。

　し、執筆にかかる時間と他の仕事を考えると、遅くともＧＷ中のどっか一日で、二話まとめてセッションしないとまにあわない。「だ、大丈夫！　やれる！　やれるぞ!?」と、『ダブクロ』の性能を信じて突っ走った産物が今回のリプレイです。いかがでしたでしょうか？

　……さてここで、今回使用した『ブレイクアップ』について補足しておきましょう。

　『ブレイクアップ』とは、壮大な物語を描いた七本のキャンペーンシナリオと、Ｄロイスを中心とした追加データが収録された、『ダブルクロス』の追加セットです。リプレイを読んで興味を持たれた方は、ぜひとも手にとってやってくださいませ！

　書名：『ブレイクアップ』　価格：一九〇〇円（税別）

　出版社：ゲーム・フィールド　ISBNコード：４─０９０７７９２─５０─６

　それでは、短いけれど今回はこのへんで！

　次は今冬発売予定の『リーンの闇砦 V3 Edition』でお会いしましょう！


二〇〇三年〇九月十二日　菊池たけし












ダブルクロス・リプレイ




聖夜に鳴る鐘




─Dynast─







菊池たけし／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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